
    
      
        
      
    

  















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「おい、勇ゆう也や。お前の親おや父じは今どこにいる？」

　高一の冬のある日。

　俺こと吉よし住ずみ勇也は今、自宅のリビングで黒スーツを着てサングラスをした怖いおじさん達と向かい合って座っている。皆さん頰に傷があるので明らかにヤバイ人達だ。

「わからないですよ。俺もついさっき帰って来たところですし。テーブルにはこんなものがあったくらいで……」

　テーブルに置いてあった書置きをこの場にいる怖い人達のボスに手渡した。サングラスを外しながらそこに書かれている文章を読み終えると、ボスの肩がぷるぷると震え出した。あっ、これは間違いなく怒っているやつだ。

「あの野郎……ついに、ついに逃げやがったな……！　しかも息子を一人置いて！　なんて外道だっ！」

　人生何が起きるかわからない。それが父さんの口癖だった。

　一いっ攫かく千せん金きんを狙い流行に飛びつくが、いつも一足遅れて飛びつくものだから、いざ始めた時にはすでに大波は過ぎ去った後。だから手元に残るのは売れ残った商材と多額の借金だけ。最後に挑戦したのはなんだったか。確かタピオカだった気もするけれど正直思い出したくもない。

　加えて質たちの悪いことに、商才のない、こんなどうしようもない父さんのことを母さんは大好きだった。

　いつまで経たっても老ふけることのない童顔で、一緒に歩いていると姉きょう弟だいですかと間違われたことは一度や二度ではない。息子の俺から見ても可か愛わいいし料理の上手な自慢の母だ。それがどうしてこんなダメダメな人と結婚したのかと前に聞いたことがある。そうしたら母は恥ずかしそうに身体からだをくねくねさせながら、

「だってぇ、馬鹿だけど馬鹿なりに一生懸命頑張っている人って素敵だと思わない？　母さんは、そんな父さんが大好きなのよ」

　恋は盲目とはよく言ったものだ。何事にも一生懸命に取り組んでいる人を見ると尊敬の念を抱くし自分もそうありたいと思うけれど、それにしても父さんの場合は上限を余裕で突破している。人は学ぶ生き物だと説教をしてやりたくなる。

　けれど、本当に説教をしなければいけなかったのは他でもない俺自身に対してだ。

　新しく事業を始めては失敗して借金を山と積み上げるクソッタレな父さんと、そんな父さんを止めるどころか応援して背中を押してしまう頓珍漢な母さんに何も言わなかったこと。その結果が今の惨状だ。

「タカさん。今回父さんが借りた金額はいくらだったの？」

「あぁ？　いや、お前にキレても仕方ないな。悪かった。そうだな……まぁだいたい３０００万ってところだな。借りた金を返すのにまた借りて。そんなことを繰り返しているうちに膨らんだってところだな」

　ズズズ、と音を立てながらお茶をすするタカさんとその舎弟の皆さん。あぁ、言うのが遅くなっていたが別に俺はこの人達のことを怖いとは思っていない。なにせタカさんこと大おお道みち貴たかしさんとは小学生の頃からの付き合いだ。強面こわもてであれなお仕事をされているけどこの人には良くしてもらっている。年の離れたお兄ちゃんみたいな感じだ。

　それにしても３０００万近くの借金か。俺専用の口座にあるお年玉や夏休みにバイトして貯ためたお金じゃ、多少支払ったところで焼け石に水だよなぁ。そのバイトも夏限定で今はやっていないし。どうしたものか。

「ったく。孝こう太た郎ろうの野郎。ついに勇也を置いて海外に逃げやがったな。しかもよりにもよってあとのことは弁護士に任せてあるだと？　あの野郎、どこまで人を舐なめれば気が済むんだ！」

　帰宅すると普段なら母さんがいて点ついているはずの電気が消えていた。不思議に思いながら部屋に入るとテーブルの上には置手紙があり、そこにはこう書いてあった。




　───勇也！　突然だけど父さんと母さんは海外に行くことにしたよ！　日本は父さんには狭かったようだ！　とりあえずベガスのカジノで一山あててくるから期待して待っていてくれ！　後のことは知り合いの弁護士に頼んでいるから安心しろ！　では！───




　正直父さんの頭を疑ったが、家の中から二人の荷物が無くなっていたからおそらく本気なのだろう。一人残された俺は一体どうすればいい。途方に暮れていたところにタカさん達がやって来て今に至る。

「あんな夫婦から生まれたのに、勇也は立派に育ったなぁ。これは奇跡なんじゃねぇか。いや、むしろ俺のおかげか？」

「ははは……まぁ一番身近に一番ダメな人達がいたので勉強になりましたね。それより、タカさんはこれからどうするんですか？」

「あぁ、それな。さすがに今回ばかりは親父が黙ってねぇし、俺も誤魔化しようもねぇからな。お前を連れていくことになるかもしれねぇわ」

　神妙な顔でタカさんは言った。舎弟の皆様も俯うつむいてしまった。なるほど、ダメな父さんの代わりに俺が借金を返していかなきゃいけないのか。多分真っ当な方法ではないはずだ。となると俺の人生はここで終わりか。

「安心しろ、勇也。なんとか親父を説得してお前を俺のそば付きにする。真っ当に生きていけるように全力で掛け合うから安心しろ」

「そうだぜ、勇也！　お前は今のまま、普通に高校生をするのが一番だ！」

「俺達のようになったらダメだぞ、勇也！」

　タカさんが唇を嚙かみ締めながら、覚悟を決めた表情で言った。それに追随するように舎弟の皆様も拳を作って俺に声援を送ってくれた。怖いのは顔だけで本当にみんないい人達だ。だから父さんも調子に乗るのかもしれないが。

「よし。早速で悪いが一緒に行くぞ、勇也。俺の、俺達の渾こん身しんの土下座を見せてやるぜ」

　決め顔でサムズアップするのはいいけど、それに合わせたセリフがとてつもなくダサいよ、タカさん。苦笑いをしながら立ち上がり、みんなが飲んだ食器を洗おうと台所に向かった時。




　ピンポ───ン。




　来訪者を告げるチャイムが鳴った。誰だろう。新聞の集金にしては時間が早い。宗教の勧誘か？　いや、それは何度も撃退している。公共放送の料金は払っているし、誰だろう。




　ピンポ───ン　ピンポ───ン




　二度、三度、繰り返すごとにチャイムの間隔が徐々に短くなっていく。しまいにはピンの時点でまたピンが鳴る大合唱を始める始末。さすがにうるさくて俺もタカさん達も耳をふさいだ。仕方ないので俺は応対することにした。

「はいはい！　今出ますよ！　どちら様ですか!?」

　非常識なまでのピンポン連打に若干苛いら立だちながら俺は玄関のドアを開けた。そこに立っていたのは───

「こんにちは、吉住君。あなたを助けに来ました」

　夜空を思わす澄んだ黒髪のロングストレート。くりっとした愛らしさと曇りのない澄んだ真珠のような美しさを併せ持つ瞳。雑誌に出ているモデルと比較するのもおこがましい、まるで名画から飛び出して来た女神様がそこにいた。
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「一ひとつ葉ば楓かえで……さん？」

　一葉楓。俺の通う私立明めい和わ台だい高校の生徒で彼女の名前を知らない者はいないだろう。いたら情報に相当鈍感な奴やつか潜りだ。

　何を隠そう彼女は昨年末の十二月に発表された全国女子高生ミスコンという大会でグランプリに輝き、日本一可愛い女子高生に選ばれた美少女だ。

　一葉さんは高校生離れした大人びた容姿とプロポーションを併せ持つ学校一の美女だったし、時折見せる笑顔は女神の微ほほ笑えみで男女問わず虜とりこにしていた。かくいう俺も彼女に憧れを抱いていた一人である。あくまで憧れだ。好きとかじゃないぞ。というか一葉さんが何故なぜ俺のことを知っている？　クラスも違うし話したこともないはずなのに。

「どうしたんですか、吉住君。顔が赤いですよ？　もしかして風邪かぜですか!?　それは大変です！　すぐに病院に行かないと───！」

「いや、大丈夫！　熱とかないから！　俺は至って元気だから！」

「そうですか……？　でも念の為ため、確かめさせてもらいますね」

　ひぃ！　と失礼にも俺は悲鳴を上げてしまったのだがそれは仕方のないことだ。

　一葉さんは着けていた手袋を外して新雪のような穢けがれのない綺き麗れいな手を俺のおでこに当ててきたのだ。ひんやりとしているが確かな温ぬくもりが手の平から伝わって俺の体温は急上昇していく。頰だけじゃない、身体全体が火ほ照てっているのが自分でもわかる。

　そんな俺の緊張などお構いなしに一葉さんは小首をかしげる。それだけでも可愛い仕草なのに心なしか頰をフグのように膨らませているのだから破壊力は倍増だ。

「んぅん……やっぱり少し熱っぽいですよ？　病院に行った方が……」

「大丈夫！　気のせいだから！　ほら、今まで暖房の効いた部屋にいたからそれが原因だよ、きっと！　そんなことより、一葉さんはどうして家うちに？　というか助けるってなんのこと？」

「あぁ！　そうでした。吉住君、お部屋に上がらせてもらってもいいですか？」

　それは丁重にお断りしたかった。なにせ部屋には現在進行形でタカさん以下強面スーツな男性陣がいる。外見は怖いけど中身は優しい人だって俺はわかっているけれど、初対面かつ一葉さんのような人が遭遇したら卒倒してしまうかもしれない。だから全力で止めたかったんだけど、

「おい、勇也。お客さんか？　悪いが帰ってもらえ。お前はこれから出掛けるんだからな」

　間が悪い。どうしてここしかないタイミングで玄関に来るんですかタカさん！　それと部下の皆さんも！　あなた達に会わせたくないから帰ってもらおうとしたのに。

「も、も、もしかして一葉楓さんですか!?　うわぁ……ネットで見るより全然可か愛わいい！」

　一葉さんを見るやタカさんの部下の一人が鼻息を荒くしていた。コンテスト中にＳＮＳに投稿した写真や動画はあまりの可愛さにネット上で反響を呼び、『天使のような女子高生現る！』って見出しで記事にもなったほど。だからタカさんの部下が楓さんのことを知っていても不思議じゃない。

「おい、この嬢ちゃんのことを知ってんのか？」

「知らないんですかタカさん!?　この子は一葉楓。日本一可愛い女子高生に選ばれた美少女ですよ！」

　拳を作り、タカさんに食らいつく勢いで説明する部下さん。緊迫した空気が弛し緩かんする中、当事者である一葉さんは強面な風貌のタカさんやその仲間達を前にしても臆することなく女神の微笑を浮かべながら、

「あなたとお話がしたかったんです、大道貴さん。いえ、ここは原はら津つ組若頭の大道さん、とお呼びしたほうがよろしいですか？」

　爆弾を投下してきた。なぜ彼女がタカさんが籍を置いている組のことやそこでの立場を知っている？　そんな血ち腥なまぐさい世界とは無縁のはずだ。部下さんに詰め寄られて苦笑いしていたタカさんの目に殺気のようなものが宿る。俺にも向けたことのない鋭い目を女子高生に向けたらダメだ。

「タ、タカさん！　落ち着いて！　そんな怖い顔をしたらダメだって！　昔祭りの縁日で射的屋のお兄さんをしていたら子供が泣いて逃げたのを忘れたの!?　あれ以来優しいお兄さんになるって言ってただろう!?」

「……悪いな、勇也。それとこれとは話が別だぁ。おい、嬢ちゃん。どうして俺のことを知っている。勇也と同じところの制服を着ているみたいだが……あんた、いったい何者だい？」

　ついさっきまでの優しかった俺の兄としての姿はなりを潜め、今ここにいるのは組の若頭としてのタカさんだ。父さん相手にブチ切れている時と変わらない圧を一葉さんに向けている。だが彼女は一切動じることなく言葉を発した。

「私の名前は一葉楓と申します。あぁ、名前は覚えていただかなくて構いませんよ。むしろ覚えられないと思うのですぐに忘れてください」

「あぁ？　お前、俺のことを馬鹿にしてんのか？」

「そうやって凄すごめば怖がると思っているところが何と言いますか……単細胞ですね。あ、失礼しました。あなたと単細胞生物を比べたら単細胞生物に失礼でした。ごめんなさい。それとそのネクタイ、ダサいですよ」

　なんで笑いながら煽あおってんの一葉さん!?　タカさんは若くして組のナンバー２になるくらい実は仕事がめちゃくちゃ出来る人なんだよ!?　どんな仕事をしているとかは聞かないでくれ。俺もそこには触れたくないんだ。

「ハ……ハハハ。み、見かけによらず毒舌じゃねぇか。お前さんがゆ、勇也の知り合いじゃなかったらぁ？　色々お仕置きとかしなきゃいけないところなんだけどよぉ？　こ、今回のところは特別に大目に見てやるよ！」

　あぁ、タカさんが涙目になってすでにグロッキーだ。タカさんてば見かけによらず打たれ弱いんだよな。

　でも無理もないか。初対面の美少女に鳥頭とかミジンコ以下とか言われて最後には自分ではセンスがあると思っているどぎつい紫単色のネクタイを貶けなされたら泣きたくなるよな。うん、俺もそう思う。

「おい、勇也。お前も俺のことを馬鹿にしているな？　顔に出てるぞ？」

　出てましたか？　いや、俺は別にタカさんのことを馬鹿になんてしていませんよ？　むしろ尊敬していますよ？

「ふぅ……まぁいい。一葉楓さん、って言ったか？　散々煽ってくれたけど俺の質問に答えてないよな？　もう一度聞くぞ。お前、何者だ？」

「……一葉陽よう一いち郎ろう。あなたならこの名前に聞き覚えがあるはずですよね？」

　その名前を聞いても俺にはピンと来なかった。なんとなく一葉さんのお父さんか誰かかなってことは察しが付くが、タカさんにはそれがどんな人かわかったようで、怒りで真っ赤な顔が驚きょう愕がくに変わり、それは徐々に青く変色していく。

「警察庁刑事局長……お前の親おや父じさんか？」

「いいえ、陽一郎さんは私の叔父です。ですが父同様、大変私のことを可愛がってくれていましてね。私が頼めば多少の職権乱用もしちゃうかもしれませんよ？」

「お前……俺達をどうするつもりだ？」

「簡単なことです。吉住君から手を引いてください。もちろんタダでとは言いません。吉住君のご両親があなた方からお借りした金額、利子含めて３６０６万７９７７円は後日お振込みいたします。ですので金輪際、二度と、吉住君には関わらないでください」

　おいおいおい。なんか黙って聞いていたら話が凄いことになってきたぞ。一葉さんの叔父さんが警察庁のすごく偉い人で、俺の父さんが拵こしらえた多額の借金を一葉さんが肩代わりするの？　にしてもこの金額ゴロがいいな。富ふ士じ山麓オウム鳴く？

　なんてくだらないことを考えてしまうくらいに、俺の頭は混乱していた。でも考えてもみてくれ。親が借金残して海外逃亡して、それを返すために十六歳から組で働くことになりかけて絶望していたところに、日本一可愛い女子高生に選ばれた同級生がやって来たと思ったら、若頭を涼しい顔で煽りまくって、挙句の果てに借金を全額返済するとか言い出したらパニックになるだろう？

　だが俺の混乱は終わらない。何な故ぜならさらなる人物が現れたからだ。

「こら、楓。先に行くなとあれほど言ったのに───！」

　チャイムも鳴らさずノックもなく、突然扉を開けて入ってきたのは一葉さんがそのまま大人になったかのような美人なお姉様。急いできたのだろうか、真冬にもかかわらず額にはじんわりと汗が滲にじんでいる。

「突然失礼します。私は一葉桜さくら子こと申します。ここにいる一葉楓の母であり、弁護士をしております」

　一葉さんよりわずかに背の高いすらりとした長身。肩口で切りそろえられた赤みがかった茶髪。しゅっと整った眉び目もく秀麗な顔立ちは女神というよりも勝利をもたらす戦神のような強さを感じさせる。

「原津組の若頭、大道さん。あなたのところ、中々際きわどい商売をされていらっしゃるようですね」

　表情は穏やか。しかし声色は剣のように鋭く、喉元に突き立てられた刃からは何人たりとも逃れることはできない。そんな圧迫感を言われている本人でもない俺が感じているのだから、直接向き合っているタカさんはきっとビビっているはず。

「それが何だって言うんですかね？　俺達はただ貸したものを返してもらいたいだけなんですよ。でも借りたものをそのままに海外へ逃げたのはこいつの親父さんだ。なら責任はないとはいえ、こいつに払ってもらうしかないだろう？　それが筋じゃねぇのか？」

　あれ、意外にも冷静さを取り戻している？　いや、タカさんに限ってそんなはずはない。よく視みろ。額には冷や汗が浮かんでいるし口角も心なしか震えているぞ！　あれは間違いなく虚勢を張っている証拠だ。

　それはまさに！　縁日で焼きそばの屋台をしていた時、笑顔で商品を手渡したつもりが、子供には鬼の形相に見えて怖くなって泣かれてしまい、悲しくて涙がこぼれるのを必死に堪こらえていた時と同じだ！

「そんな道理はありません。ましてやあなた方の行っている貸金業はどこからどう見てもアウトです。金利がどうとか、その辺の話をする必要はないですよね？　だってそのご自覚がありますよね？」

「ハッ！　そんなことが怖くて金貸しなんてやっていられるか！　それで、弁護士様のあんたは俺達をどうするって言うんだ？　それとも警察庁のお偉いさんにでもチクるのか？　あぁ？　どうすんだよ？」

　おぉ。タカさんがメンチを切った。絶対心臓はバクバクして内心では冷や汗だらだらのはずなのに立派な凄みだ。俺は心の中で涙を流しながら拍手を送る。しかし、一葉さんのお母様にとって、タカさんはゲームでいうなら序盤の雑ざ魚こ敵以下。絶対に負けないチュートリアルの敵だった。

「私のパパは日本一カッコイイです。フフフ。可愛い娘さんですね？」

　序盤の敵に最高火力の一撃を繰り出してきた。タカさんの顔に動揺が走る。俺は笑いを必死に堪える。

「パパは毎日ママや梨り香かのために一生懸命働いています。朝早く家を出て、夜遅くに帰って来ます。でも行ってきますのチューとおやすみなさいのチューは必ずほっぺにしてくれます。ママとはお口でしています。あらあら、まだ小学一年生には刺激が強いのでは？」

「お、おま……お前……そ、それを一体どこで───!?」

「子供の前でキスをしていたら……将来どうなってしまうのでしょう……心配です」

　一葉さんのお母様の放った一撃の上から重ねるように一葉さんが会心の一撃を放つ。この親子怖い。

　酸素を求める魚のように口をパクパクとさせながら一葉さんのお母様から距離を取るように後あと退ずさるタカさん。

　そうだよね、タカさんは娘さん───名前は梨香ちゃん───のことが大好きだもんね。奥さんとも今も変わらずラブラブだもんね。何で知っているかって？　それは何度かタカさんの家に行ったことがあるからだ。いや、梨香ちゃんは本当に可愛い。将来モテるね、絶対。

「でも大道さん。そんな溺愛する娘さんはおろか、奥様に対してもあなたは自分の職業をサラリーマンとしか説明していませんね？」

「あっ……それは……その……悪いかよ！　妻や子供は関係ないだろう!?」

「そういうことです。吉住勇也君のご両親が残した借金はご両親が払うべきもの。吉住勇也君にその責任はない」

　法律のことは俺もよくわからない。だけど親がタカさん達に迷惑をかけたなら、息子の俺が尻拭いをしなければいけないとも思う。それにタカさんにはこれまでたくさん可愛がってもらってきた。実の兄のように慕っている。

「ですが、それではあなたも、あなたの上司も納得しないでしょう。ですから取引をしましょう」

　そう言って一葉さんのお母様は手にしていた鞄かばんから一枚の封筒を取り出した。それを受け取り、警戒した様子で中身を確認するタカさん。ちらっと見て驚きの表情となる。

「あんた……正気か？　というかあんた、ただの弁護士じゃないな？」

「いいえ。私はただの弁護士ですよ？　ただ私の雇い主がお金持ちなだけですよ」

　一葉さんのお母様の笑みはとても綺き麗れいだったけど、それはまるで薔ば薇らのような棘とげを内包しているように見えた。うかつに触れれば致命傷になる。そんな妖しい微笑から百戦錬磨のタカさんは危険な香りを感じ取り、頭をガシガシと搔かいてからもろ手を上げて降参した。

「わかった。あんたのところがそれでいいならこの話はこれで終しまいだ。金輪際、勇也には手を出さない。約束する」

　え？　タカさんどういうこと？　３６０６万７９７７円の借金はその封筒の中身で完済になるの？　何それ怖いんだけど。

　ダメダメな父さんが残した多額の借金。それを消し飛ばした一葉桜子さんの封筒の中身は一体何なのか。気になるところだがタカさんはすぐにそれをスーツの内ポケットに大事にしまった。もしかしてあれですか？　昔のドラマでよく見た小切手ですか？

「これであのくそ野郎───吉住孝太郎があなた方に借りたお金は満額返済ということでよろしいですね？」

　人の父さんをくそ野郎って。確かにあの人は紛れもないくそ野郎だけど一葉さんのお母様も中々に口が悪い。もしかして知り合いとか？

「あぁ。これであのバカに貸した分は間違いなく回収させてもらった。そういうわけだ。よかったな、勇也。お前は真っ当に生きろよ？　あのくそ野郎みたくなるんじゃねぇぞ？」

「あぁ、うん。それはもちろんそうだけど。ねぇタカさん。何が起きたの？　まったく話についていけてないんだけど？」

　戸惑う俺の手を一葉さんが優しく微ほほ笑えみながらそっと握ってきた。落ち着くどころかさらに心臓の鼓動が速くなる。女神に手を握られて笑顔を向けられたら緊張しないはずがない。

　あれ、でも一葉さんの手。さっき額に触れた時より冷たくなっていないか？　それに心なしか汗をかいているし小刻みに震えているのは気のせいか？

「吉住君。それは私からお話しするので安心してください。大丈夫です。吉住君にデメリットなんて一つもないですから」

「そうね。ここから先は若い子同士に任せましょうか。そうだ、大道さん。もしよろしければお茶でもいかがですか？　吉住孝太郎被害者の会の者同士、色々お話をしませんか？　もちろんそこにいる部下の方達もご一緒で構いませんよ？」

「お断りだ。これ以上あんた達に関わると碌ろくなことにならないだろうからな。おい、お前ら！　撤収するぞ！」

　その場で待機していた部下さん達はサングラス越しでも戸惑っている様子がわかるが、タカさんはあえて何も説明せずに家を出ていく。その直前、彼は俺に背を向けたままこう言った。

「勇也。お前との関係もこれで終わりだ。もう会うこともないだろう。達者でな」

　あばよ、と手を振ってタカさんは薄暗い街中に消えていった。カッコつけたつもりだろうけど、俺はタカさんの家を知っているし何なら奥さんから『梨香が寂しがっているから会いに来てね』って言われているからいつでも会えるんだよね。

「さて。これで一件落着ね。後のことは楓、あなたに任せるわ」

「うん。ありがとう、お母さん」

「いいのよ、気にしないで。それよりも、吉住勇也君。驚かせてしまってごめんなさいね。くそ野郎、いえ、あなたのお父さんに頼まれて借金は綺麗さっぱり無くなったから安心して頂戴。今まで通り、とはいかないけれどちゃんと高校生活を送れるわ」

　今まで通りとはいかないって言葉が気になるけれど、それを尋ねる前に一葉さんのお母様は荷物を持って家を出てしまった。

　玄関には俺と一葉さんの二人が取り残された。

　俺の手はまだ彼女に握られたままだがなんかものすごく震えていませんか？　あれ、足も生まれたての小鹿のようにプルプルしていますよ!?

「ど、どうしたの一葉さん!?　めっちゃ震えているけど大丈夫!?　いや、大丈夫じゃないよね!?」

「な、何のことですか吉住君。わ……私は震えてなんかいませんよ？　ものすごく怖いおじさん達の前に立って震えそうになっていたのを吉住君に気付かれないために必要以上に煽あおってしまったなんてこともないし、その時の恐怖が吉住君と二人きりになった途端に蘇よみがえってきて腰が抜けそうなんてこともないから私は至って平常ですよ？」

　視線は明後日あさっての方向を向き、表情はすまし顔だが早口でまくし立てるという離れ業わざ。華きゃ奢しゃな身体からだは震度７くらいで震えている。やっぱり怖かったんだ、タカさんのこと。俺はため息をつきながら、彼女の手を両手で包み込んだ。

「一葉さん。お茶を出すからとりあえずリビングで少し休まない？　あと、色々教えてくれるんだよね？」

「え、えぇ……もちろんです。ちゃんと説明します。吉住君のご両親が残した借金は完済しましたが、それには条件があったこととか」

　条件？　何それ怖いんだけど。

「その条件はですね───私と同どう棲せいすることです！」

「…………はい？」

　えっ、同棲？　今同棲って言ったの？　俺と一葉さんが？　冗談でしょう？　それが事実なら俺は学校中の男子どころか全国にいるであろう一葉楓ファンから殺されるぞ!?

「フフッ。大丈夫です。ちゃんと説明してあげますから。だから早くリビングに行きましょう？　ねぇ、勇也君」

　女神のような微笑で俺の名を呼ぶ一葉さん。思わず見み惚とれてしまう99点の笑顔だ。減点はまだ恐怖で足がプルプル震えているところかな。
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　震える一葉さんをリビングに案内して、お茶を飲んで一息ついたところで一葉さんはゆっくりと口を開いた。

「さて、勇也君。今あなたが置かれている状況を説明しますね。と言っても一言で済むと言えば済む話なんですが」

　ごくりと俺はつばを飲み込み、一葉さんの言葉を待つ。

「勇也君は私の所有物となりました。以上です」

「うん。わかった。説明する気はないな？　そうだな？」

「長々と話しても仕方がないと思ったので端的にまとめてみましたがいけませんでしたか？」

「ダメに決まっているだろう！　いつ俺が君の所有物になった!?　ペットを買った報告じゃないんだ！　ちゃんとわかるように説明してくれ！」

「ペット。そうですね。勇也君は今日から私のペットになりました。うん、いいですね。素晴らしい響きです！」

　状況を説明する気がない上に人の話をまったく聞こうとしない。腕を組み、頰を赤らめながらウフフと妄想に耽ふけっている。それすらも絵になってしまうのだから美人というのは実に反則だ。俺はズズズとわざと音を立てて茶をすする。

「ダメですよ、ポチ。そんな飲み方をしたら───って、ごめんなさい、勇也君。少し遊びが過ぎてしまいました。どこまで話しましたっけ？」

「……俺が一葉さんの所有物になったところまでかな」

「そうでした。なんで勇也君が私の所有物になったか、って話になりますが、それは他でもない、あなたのお父様が私の母に泣きついて来たからです」

　どうして父さんが一葉さんのお母様に泣きついたか。その理由をかいつまんで説明するとこういうことだ。

　我が家のくそ野郎な父さんと一葉さんのお母様は小中高と同じ学校に通っていた所謂いわゆる腐れ縁だったそうだ。風の噂うわさで父さんのダメっぷりを耳にしていたようだが高校卒業以来一切連絡を取っていなかった。それがひと月ほど前になって突然連絡があったらしい。

　内容はずばり『助けてくれ』。

「最初はお母さんも断るつもりだったみたいです。いくら腐れ縁だからと言って自分の愚かな行いで首を絞めたのは他でもない自分自身。止めずに声援を送り続けていた勇也君のお母さんも同罪だと言っていました」

　あのクソ親おや父じは本当に何を考えているのだろうか。所帯持ちの幼おさな馴な染じみの女性にＳＯＳを求めるなんて信じられない。海外から帰って来たら気の済むまでぶん殴ってやる。

「ですが、勇也君のお父さんは泣きながら言ったそうです。息子だけは助けてくれと。勇也は何も悪くないし、俺と違って才能もある。あいつの将来を潰すようなことはしたくない。そう泣きながら言ったそうです」

「…………」

「まぁそれでも母が首を縦に振る義理はないんですけどね。だからなんだとむしろ火に油でした」

　それはそうだろう。一葉さんのお母様からしたら俺は赤の他人。息子を引き合いに出して助力を得ようなんて水たまりくらいの浅さしかない短絡的な言い訳だ。もう少し頭を捻ひねれよ馬鹿親父。

「では、どうして私の母が助ける気になったのか聡そう明めいな勇也君なら疑問に思っている事でしょう。その理由はもちろん！　何を隠そう私がわがままを言ったからです！」

　えっへん、と胸を張ってドヤ顔をする一葉さん。ニットセーターの上からでもその大きさがわかる双丘がたゆんと揺れる。しかも身体を反ることでより強調されて目のやり場に困る。俺は少し視線を外しながら、

「ひ、一葉さんのわがまま？　それがどうして俺の父さんを助けることに繫つながるのさ？　わがまま言ったくらいで他人の借金を肩代わりしないよね、普通」

「私はこう見えて、これまで一度もわがままを言ったことがない、素直で従順な良い子でした。そんな可か愛わいい一人娘が生まれて初めてわがままを言ったので両親、祖父母、そろって大喜びでした。赤飯は炊きませんでしたが」

　今さらっと自分のことを素直で良い子って言ったけどそこは聞き流そう。そしてわがままを言ったくらいで大喜びする家族って中々ぶっ飛んでいる。

「私のわがままは二つです。一つは勇也君を助けてあげてほしい。勇也君は悪いことをしていないのだから当然ですね。勇也君のご両親がどうなろうと知ったことではないんですけど、勇也君が悲しい思いをするのだけは見過ごせませんでした」

　どうして一葉さんが俺なんかのことを気にかけてくれるのか。そもそもそこが疑問ではあるが、誰かに心配されるというのはとても嬉うれしいことだ。

「そして二つ目のわがままですが。これこそ勇也君が私の所有物になった、私史上最大のわがままです。なにせ私はあなたと一緒に暮らしたいと言ったのですから」

「よし！　ますます意味が分からなくなった！　それはもうわがままじゃないな！　告白とかプロポーズとか色々な過程をすっ飛ばして同棲したいってご両親に言ったのかよ!?」

「だって……勇也君と一緒にいたいんだもん……」

　はい反則！　女神のような可愛い一葉さんが指をもじもじさせながら口を尖とがらせて上目遣いで照れた感じで『だもん』なんて言ったらどんな男も即落ちだ！

「それで……私のわがままと初恋の相手ってことでみんな盛り上がっちゃって。お父さんが小切手を用意して、お母さんが勇也君のお父さんに連絡して……それで決まったことがこれです」

　初恋の相手という聞き捨てならない言葉に触れようか迷っていると、一葉さんから一枚の紙を手渡された。それは所いわ謂ゆる誓約書のようなもので、一番下には父さんの署名捺なつ印いんがあった。その内容は───

「一つ。勇也と一葉さんが同棲することを許可する。二つ。勇也が十八歳となり高校を卒業したら籍を入れて一葉家に婿入りすることを了承する。なお、同棲開始後は吉住夫妻から吉住勇也への接触は永久に禁止とする。なんじゃこりゃぁぁぁぁぁぁっ!!??」

　いや、絶叫するに決まっているだろこんなの。

　俺が、一葉さんと同棲するだけじゃなくて高校卒業と同時に結婚!?　婿入り!?　うちの両親はそれを許可したの!?　あっ、ばっちり署名されているから二つ返事で了承したのか。笑顔でサインしているクソ親父と無駄に笑顔で「これでユウ君も幸せになれるわぁ」とかのんきに言っている母さんの顔が浮かんでくる。

「安心してください。私としては勇也君を養っていくつもりですが、それでは気が済まないという立派な精神を持っている勇也君には婿入り後は父のそば付きとして働いてもらい、行く行くは一葉グループの社長になっていただきます。これは決定事項です」

　どうなってんだよこの親子は!?　家うちも家だが一葉家も一葉家だ！　顔を合わせたこともないただの高校生の俺と大事な一人娘の結婚を許した上に、俺を次期社長にするとかどう考えても頭のネジが吹き飛んでいるとしか思えない。

「あなたのご両親、私の両親、双方が許可をしたのです。そして勇也君。残念ながらあなたに拒否権はありません。もし断れば……どうなるかわかりますね？」

　あぁ。なんとなくわかる。俺は間違いなく一葉グループの社員として奴隷のように働かされるのだろう。もしくは漫画の世界のように地下行きになるのだ。死ぬまで太陽を拝めない地獄の日々が俺を待っている。

「フフフ。さすが勇也君。察しがいいですね。拒否すればあなたは私専用の執事として一生そばに居てもらいます。執事ですからね、エッチなことはおろかキスもできません。私が無防備な姿を晒さらしても勇也君は手を出せない地獄を味わうのです」

　地獄は地獄でも違う地獄だった。一葉さんの口からエッチとかキスとか聞く日が来るとは思っていなかったが、顔を真っ赤にしていることから大分無理をしているのだろう。執事としてお嬢様に仕えながら禁断の愛に堕おちていく。悪くない。

「ダメです！　禁断の愛には堕ちません！　それはそれで悪くないですが、やはりそこはその……やっぱり……純愛がいいといいますか……堂々とラブラブしたいといいますか……」

　何この子すごく可愛いんですけど。学校での一葉さんは常に完璧で清廉潔白。近寄りがたい高たか嶺ねの花の美少女だが今の彼女は全く違う。

　可か憐れんにして純潔。まるで少女漫画をこよなく愛するどこにでもいる普通の女の子のようだ。これが彼女の本当の姿なのかもしれない。もしそうだとしたら俺は一葉楓の素顔を知る数少ない男になっているのではないか？

「わ、わかった。その話、受けるよ。そもそもわざわざ断るような話じゃないし、俺にとっては奇跡のような申し出だからね。一葉さんのような人と一緒に暮らせて結婚だろう？　夢のような話じゃないか。最高かよ」

　努めて明るく振る舞って。俺は湯のみの茶を飲み干した。ツッコミで渇いた喉に沁しみ渡る。早鐘を打つ俺の心臓に落ち着きをもたらしてくれる。

　あぁ、言っちまった。勢いに身を任せて同棲からの婿入りの話を当事者である俺も了承してしまった。でもこれでいい。一葉さんのような超絶美人と同棲出来て結婚、いずれは社長の椅子が待っている。だからこれでいい。別に寂しくなんて───

「勇也君！　どうしたんですか!?　どこか痛い所でもあるんですか!?」

「……え？　どうしたの、一葉さん。俺は別に痛い所なんてどこも……」

「ならどうして……勇也君は泣いているんですか？」

　頰を触る。指が濡ぬれる、冷たい感触があった。おかしいな。馬鹿な両親から解放されて自由になれたのにどうして涙が止まらないんだろう。どうして胸が張り裂けそうになるくらい痛くて苦しいんだろう。どうして───

「大丈夫です。大丈夫ですよ、勇也君。私がそばに居ますから。ずっと、あなたのそばに居ますから」

　気付けば俺は一葉さんに抱きしめられていた。優しく、小さな子をあやすように背中をさすりながら声をかけてくれる。慈愛に満ちたその声音。俺は思わず彼女の腰に腕を回してぎゅっと抱きしめ返す。

「突然一人になったんです。寂しいのは当然です。でもその分、これから幸せになりましょうね、勇也君」

　女神様の抱擁はとても気持ちが良かった。このまま溶けてしまいたいくらいだ。

「落ち着いたら荷造りしてください。このお家うちは取り壊しますから」

　なんて幸せな気分を味わっていたら現実に引き戻された。え、この家なくなるの？　噓うそでしょう？

「一度更地にしてから家を建て直して貸家にします。その家賃収入も私達の懐ふところに入ります。あぁ、私達の愛の巣なら大丈夫です。すでに用意していますから。幸いなことに明日は土曜日で学校が休みなので、色々買い物に行きましょうね」

　俺は鼻水をすすりながら頷うなずいた。ヨシヨシと笑顔で頭を撫なでてくる一葉さん。一体全体何がどうなっているのやら。

　俺の身体からだにもしっかりダメ親父の血が流れているらしく、勢いで人生を左右する大事な決断をしてしまったのかもしれない。
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　一ひとつ葉ば電機。今年で創業１００年を迎える、日本が世界に誇る電機メーカー。その事業は家電だけでなくリフォーム事業、電気自動車、インフラ整備など多岐にわたり、世界規模で事業を展開している超優良大手企業である。

「私の父、一葉一かず宏ひろはその四代目です。今どき世襲制なんて言うと時代錯誤かもしれませんがそう言われないだけの努力をしていると、父はよく言っています。そんな父の跡を継ぐのですから覚悟してくださいね？」

　これは紛れもない死刑宣告だ。社会に出れば日々是精進なのは理解しているけれど、まさか高校一年生の冬にそんなグループ社員何万人もいる超優良企業の社長になるための努力をしなさいと宣告されるとは。

「大学には進学したほうがいいと思います。そうですね、少なくとも国公立ですが変なところに行くくらいなら私立でも構わないと思います」

「大学行ったらお義父とうさんのところで働けないんじゃないか？」

「バイト、サークルで無駄な時間を過ごすつもりですか？　その時間を父の傍そばについて色々学べばいいんです。それとも勇ゆう也や君は飲みサーとかヤリサーとかに入って遊びたいんですか？　私という可愛いお嫁さんを持ちながらバイト先の優しい先輩に手取り足取りナニ取りされたいんですか？」

　言わなくてもわかると思うが俺は何も言っていない。全部一葉さんの妄想だ。

「勇也君は私とイチャイチャしていればいいんです。私はこう見えて努力家です。勇也君の性癖がどれだけ特殊であろうともその期待、その希望に見事に応えてみせます。だから、他の子とはしないでくださいね？」

「う、うん。もちろん」

　上目遣いでウィンク飛ばされたらこう答えるしかないじゃないか！　俺にどうしろって言うんだよ！　というかそろそろ聞かないといけないことがある。泣いて、抱き着いたあとに聞くのもどうかと思うが、これは聞いておかないといけないことだ。

「ねぇ、一葉さん。どうして俺を助けようとしてくれたの？　俺達ってそこまで接点がなかったと思うけど？」

「そうですね。確かに勇也君と学校で話したことはほとんどありませんよね。でも私は勇也君のことをずっと見ていたんですよ？　放課後のサッカー部の練習を」

　俺が幼少期から今まで続けている数少ないこと。その一つがサッカーだ。と言っても我が明めい和わ台だい高校サッカー部はそこまで強くない中堅高。俺のポジションはフォワードだが中々ボールが集まらない。中盤が弱いのだ、我がサッカー部は。

「ある夏の日のことです。日も暮れて、みんながすでに帰っているのに一人でボールを蹴っているサッカー部員がいました。毎日、毎日、飽きもせず。ひたすらゴールに向かってボールを蹴り続けているその男の子は、普段は見せない鬼気迫る表情をしていました」

「…………」

「この人は私とは違う。私にはない、何かに対してひた向きに努力をすることが出来る人なんだと思いました。そうしたら不思議なことにですね、フフッ。いつの間にかその子に目を奪われていたんです」

　一葉さんは微笑を浮かべながら懐なつかしい過去を思い出すように言葉を紡つむいでいく。

「その日からずっと応援していました。この努力が報われますようにと祈りながら。でもこの祈りは届きませんでした」

　そう。この努力は報われることはなかった。全国大会出場を夢見ていたが結果は地区大会三回戦で敗退。俺の毎日の練習が実を結ぶことはなかった。

「ですがその子は敗北に絶望していませんでした。翌日もまた、いつものように一人でボールを蹴っていたんです。少しは休むか、もう一人での練習は止やめてしまうと思っていたのに。あぁ、この人は絶望に屈しない強い心を持っている素敵な人だ。私の心はあなたにくぎ付けになりました」

「俺は……別にそんな大層な人間じゃないよ……」

「あなたがなんと言おうとも。私はそんなひた向きなあなたの姿に恋したのです。他の誰かが勇也君の魅力に気付いて奪われてしまう前に何としてでも私のモノに……私だけを見ていてもらうようにしたかったんです」

　日本一可か愛わいい女子高生に選ばれた一葉さんにここまで思われるのはとても嬉うれしいことだ。まさか毎日馬鹿みたいにボールを蹴っていたことで惚ほれられるとはね。一葉さんは俺のことを遠目から見ていて好きになってくれたけど、俺は彼女のことを何も知らない。好きかどうかと尋ねられたら俺の答えは『わからない』だ。

「一葉さんの気持ちはよくわかった。一葉さんのようなとても綺き麗れいな子に好いてもらえるのは素直に嬉しい。でも俺はまだ君のことをよく知らない。だから一葉さんの気持ちに今すぐに応えることはできない」

「それでいいんです。むしろそれでこそ私の初恋の相手です。私の外見ではなく、一葉楓かえでを知らないから答えることができない。その答えで私の中での勇也君への好感度は急上昇です」

　そういうものだろうか。人を好きになるということは見た目も確かにあるだろうが、それ以上に相手がどんな人間かを知らないと好きになれないと俺は思う。

　少なくとも俺の中での基準は一緒にいて楽しいか、素の自分でいられるか。ちゃんと吉よし住ずみ勇也の内面を見て、理解してくれるかどうかがある。外見だけで交際を始めた奴やつらの関係性の崩壊は驚くほど早い。まぁ俺の場合はそんなことは許されないのだが。

「フフッ。多少強引ではありましたが、外堀から埋めていく作戦は成功しました。今はまだわからなくても、いつか必ず、勇也君に『お前が好きだ』と言わせてキスしてもらいますから。そしたらそのまま勇也君を押し倒して……グヘヘ……」

　俺が押し倒すんじゃなくて一葉さんが俺を押し倒すんだ。年頃の女の子がグヘヘとか言いながらよだれを出すんじゃありません。せっかくの美人が台無しだ。これでは世間が抱いている一葉楓像が崩れ落ちてしまう。

「あぁ……少しだけどなんとなく君のことがわかった気がする。学校と家とではかなりのギャップがあるんだね」

「人間誰しも仮面を被かぶっているものです。それは勇也君もそうですよ？　意識、無意識かはわかりませんが、今の勇也君とサッカーをしている時の勇也君は別人ですよ？　もちろんいい意味でですけどね」

　自分ではよくわからないが、確かにピッチ上での俺は普段とはまるで別人だと友人から言われている。多少好戦的というかエゴイストになっている自覚もあるがそこまで言うほどだろうか。

「無意識なら自分ではわからないものですよ。ちなみに私はどっちが仮面でどっちが本質だと思いますか？」

「さぁね。俺としては今みたいな感じで可愛い一葉さんも、学校にいるときのクールな感じの一葉さんも嫌いじゃないよ。まぁどっちが君の本質なのか判断できる材料は今はないから、一葉さんの言葉を借りるならそれは追々わかればいいかな？」

　クールな一葉さんも凛りんとしていてカッコよく女の子なのに頼りがいがあって好きだし、グヘヘと妄想に浸ってだらしのない顔をしたり、照れて顔を真っ赤にしたりするのはギャップ萌もえがあって可愛い。

「そ、そうですね。私もこれから勇也君の好きな食べ物とか好きな女性のタイプとか性癖とか好きなシチュエーションとか色々知っていきたいと思っています。だからお互い頑張りましょう？　ちなみに私の好きなシチュエーションは囁ささやきいん───」

「スト───ップ！　それ以上はまた今度にしよう。もう少しお互いを知ってからにしような!?」

　隙あらば真顔で爆弾をぶち込んでくるからその処理がいい加減追い付かなくなる。しかも目を若干逸らしながら照れ顔で言ってくるものだから可愛くて困る。全て計算ではないかと疑いたくなるくらいだ。

「さて。冗談はこのくらいにして。勇也君、そろそろ荷造りを始めましょうか。最低限の荷物を包んだら移動しますよ」

「移動？　移動ってどこに？」

「決まっているじゃないですか。私達の愛の巣に、ですよ」

　え？　同どう棲せい生活って今日からもう始まるの？
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　時刻は現在21時。ただ今俺は高級外車で移動中だ。もちろん隣にはその持ち主というかこの車と運転手を呼びつけた犯人である一葉さんがいる。しかしその顔は先ほどまでとは打って変わって凛としており、美しくてつい見み惚とれてしまう。恥ずかしくて口には出さないが。

「ねぇ、一葉さん。いい加減この車の行きつく先を教えてほしいんだけど。俺はこれからどこに連行されるんだ？」

「さっき言いましたよね？　愛の巣に移動するって。大丈夫です。お父さんが奮発して一番いい部屋を買ってくれましたから！」

　そんな部屋で大丈夫か。

　一番いい部屋を頼む。

　そんな一世を風ふう靡びしたネタのような会話をしたんじゃないだろうな？

　車窓から見える風景が恋人とデートで訪れたいスポットナンバーワンにどんどん近づいていく。

「な、なぁ……一葉さんを疑っているわけではないんだけど……全部噓うそだったって話じゃないよな？」

「……？」

　こてっと可愛く首をかしげないでくれよ。真面目な表情と可愛い仕草のギャップで調子が狂う。俺は大きく深呼吸してから声を震わせないように努めて冷静に、

「いや、だってどう見てもこの辺は今人気の湾岸エリアだろう？　しかもこの辺は最近建てられた贅ぜい沢たくと利便性を兼ね備えた一流ホテルのようなマンションもあるだろう？　高校生の俺達が暮らすには場違いにもほどがないか？」

「よく知っていますね。情報へのアンテナを広く張っていることは社会人として必須能力です。さすが私の勇也君です！」

　なにせ俺のクソッタレな父さんは情報の感度が低すぎた。テレビで『流行です！』と言うのを見てから動き出すくらいの情報弱者だ。

　いかに先を見通し、流行の波に乗るか。もしくは自らが流行を創り出す側になるか。そのための情報収集は拾えるモノはどこからでも拾ってくるのだ。ただあくまでサッカーの練習の合間にやっていたことだから、言うほど大したことはできていない。

　ちなみに、情報感度の低い父さんが奇跡を起こして稼いだお金で俺は私立の高校に通うことが出来ているんだけどな。三年間分の学費を稼いで『これには絶対に手を付けないから安心しろ！』と珍しく真剣な眼まな差ざしで話した時は不覚にも感動してしまった。今となってはどうでもいい話だ。

「今の時点でその考えが出来ているなら十分だと私は思いますよ？　今後はお父さんのもとで収集した情報の精査とそれをどう活いかしていくかを学んでいけばいいと思います。大丈夫、勇也君ならできますよ」

　女神に褒められ期待され、そして笑顔を向けられた。それが窓から覗のぞく夜景に照らされたことで幻想的な美しさになっていて、俺は思わず顔を逸らした。頰が熱い。これだから超絶美人の笑顔は困る。

「フフッ。照れている勇也君も可愛いです。あっ、ちょうど着きましたね。ここが私達の暮らす新しいお家うちですよ」

　そこは俺が口にした贅沢の極みのような超高級の新築マンションだった。マジかよ。こんなところで一葉さんと暮らすの？

「このマンションの最上階が私達の部屋です。さぁ、行きましょう！」

　腕を組まれて、その極上な感触に意識を奪われそうになりながら俺達はエレベーターに乗り込む。最低限の着替えをまとめたスーツケースはあとで運転手さんが持って来てくれることになった。自分で持っていくと言ったのだが仕事を取らないでくださいと苦笑いされた。

　ものすごい速さで上昇していくエレベーター。隣に立つ一葉さんの表情は車にいる時と変わらない。いや、よくみると心なしか頰が紅あかくなっているようにも見える。

　数十秒後。ようやく止まったエレベーターを降りたら目の前に扉がある。というかこの最上階フロアは一室しかないのか。

　腕を組んだまま、一葉さんに先導されて部屋の中へと入る。玄関を抜けてリビングに向かうと、そこに広がるのはまさに絶景だった。

「フフフ。どうですか？　気に入ってくれましたか？」

「気に入るも何も……本当にここに住むのか？　冗談だろう？」

「残念ながらこれは現実です。勇也君はこれからここで私と暮らすのです。大丈夫。私、料理は得意ですから。勇也君の食べたいものがあれば何でも作ってあげますよ」

　いや、料理は俺も出来るからそこは交替というか当番制にしよう。どっちかに任せっきりというのは今後のためにもよくない。って、話の論点はそこじゃない！

　とにかくこの部屋は馬鹿広い。リビングダイニングで30畳近くある。食事をするためのテーブルと椅子は落ち着いたデザイン。食後にくつろぐための二人掛けにしては大きすぎるソファに、これまたバカみたいにでかいテレビ。４Ｋの高画質で、しかも黒を際きわ立だたせる有機ＥＬテレビというやつか？　何インチだ？

　そして。二人の夜をより上品にさせるのが大きな窓の向こうに広がる煌きらびやかな湾岸の夜景。これを背に肩を抱き寄せて情熱的なキスをしてそのまま二人は───はっ、俺は何を考えて!?

「勇也君、大丈夫ですか？　何やら顔が赤いようですが……？」

「大丈夫！　全然問題ない！　別に変なことを考えていたわけじゃないから！　そういうことは、そう！　もっとお互いを知ってからじゃないとな！　不純異性交遊ダメ絶対！」

「フフッ。おかしな人です。でもそういう紳士であろうとするところも好感が持てます。さすが勇也君です」

　やめて！　これ以上一葉さんの中で俺の好感度を上げないで！　期待に応えられなかったときの反応が怖くて眠れなくなりそうだよ！

「さて。少し遅くなってしまいましたが夜ご飯にしましょうか」

　一葉さんがそう言ったのと同時にチャイムが鳴った。当然のことながら画面付きのインターホンで、確認すると来訪者は先ほどの運転手さんだった。一葉さんはお礼とねぎらいの言葉をかけてから俺を残して一人玄関へと向かった。

「お待たせしました、吉住様。先ほどのお荷物と───」

「じゃ───ん！　今日の夕飯が届きました！　さぁ、冷めないうちに食べましょう！」

　満面の笑みで一葉さんが掲げたのはお持ち帰りで二枚買うと一枚お得になるピザ屋の箱だった。え、もしかして運転手さんが取りに行ったの？

「ありがとう、宮みや本もとさん。よかったら一緒に食べませんか？　宮本さんも夜はまだですよね？」

「いいえ。私の仕事はここまでですから。それに、お二人の邪魔をするのも忍びないです。老兵は早々に退場いたします」

　そう言って運転手の宮本さんは一礼して帰っていった。老兵と自称した通り、確かにほとんど白髪だが、背筋はピンと伸びているし声にも覇気があって全く老いを感じさせない。お辞儀一つとっても気品が感じられる、まさに老紳士。

「宮本さんは祖父の頃から運転係をしているベテランなんです。私にとっては家族同然の人と言っても過言ではありません。まぁ本人はその辺りは線引きしていますけど。そんなことより、冷めないうちに食べましょう」

　この際だからいつピザを頼んだのかは聞かないでおこう。きっと俺が荷造りしている最中に頼んだのだろう。しかもご丁寧にコーラまで一緒にある。一葉さんのような美人がジャンクフードを嬉き々きとして食べるなんて意外だ。

「これでまた一つ、私のことを知ってもらえましたか？」

　あぁ。よくわかったよ。人は見かけによらないってことがね。一葉楓に抱いている世間のイメージは本当にただのイメージに過ぎない。彼女はどこにでもいる女子高生と変わらないということだ。

「改めて、これからよろしくお願いしますね、勇也君」

　コーラを手渡され、この激動の一日の疲れを吹き飛ばすために蓋を開ける。プシャアァアァと中身がせりあがり漆黒の噴水となって俺の顔面を盛大に濡ぬらした。下手人はうつむきながら笑いをこらえていた。

　また一つ、彼女のことが分かった。一葉楓は見かけによらず悪戯いたずらっ子だ。
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　開封前のコーラを振ってから渡すという子供じみた悪戯によって俺の顔と服はベタベタになった。どんだけ振ったんだって文句を言いたかったが、一葉さんがケラケラとしてやったりな笑顔になっていたから何も言えなかった。

　とりあえずピザを温かいうちに食べる。肉系とシーフード系の二枚だったが腹が減っていたことと久しぶりのピザということもあり、あっという間に完食してしまった。

「さて。腹も膨れたことだし風ふ呂ろに入ろうかな。あれ、入れるよね？」

「もちろんです。ガス、電気、水道は全部使えるようになっているので大丈夫ですよ」

　よし、それなら安心だ。俺はこの家の探索も兼ねて浴室へと向かう。一部屋ずつ扉を開けていくがやっぱり一番気になったのは寝室だな。キングサイズのベッドがドカンと置かれており、そこには枕は二つ、布ふ団とんは一つ。まるでラブラブな夫婦の寝室だ。もしかしてここで一葉さんと寝るの？

　就寝までまだ時間はあるからそこは後回しにして俺は浴室を目指す。バスタブもまたびっくりするほど大きかった。二人が足を伸ばしてくつろげるほどだ。え、一葉さんと一緒にお風呂タイムするの？

「やばい……考えただけで俺の大事な何かが色々死ぬ」

　理性君が絶滅危惧種の仲間入りを果たすのも時間の問題だ。そうじゃなくても思春期男子の妄想はヤバいというのに、一葉さんのような神こう々ごうしい女神的な超絶美少女といきなり同どう棲せいを始めるとなればいつ間違いが起きてもおかしくはない。

「あら、私は別に間違いが起きてもいいですよ？　むしろもろ手を挙げて歓迎しますよ？」

　声に出ていたのか!?　というか気付けばいつの間にか一葉さんが背後に立っていた。腕を組み、澄まし顔をしているけど足がプルプル震えている。歓迎すると口では言っているけれど本当は怖いんじゃないか。

「……嫌がる子に無理やりしたりなんかはしない。そういうことは相思相愛になってからだ」

「私は何も言ってませんが、勇也君がそう思っていてくれてとても嬉うれしいです。でも私がいつでも歓迎なのは事実なので訂正しませんからそのつもりでいてくださいね」

　一々ドキッとさせるようなことを言うんじゃありません！　すぐに好きになってしまうじゃありませんか！　はぁ、と俺はため息と一緒に煩ぼん悩のうを吐き出す。陥落する未来は恐らく確定的だろうが少しくらいは抵抗させてくれ。せめてもう少しだけ、一葉楓という人物について知りたい。

「それで、勇也君は一人でお風呂に入るつもりですか？」

「……あのねぇ一葉さん。そういうことは身体からだを震わせながら言ったら意味がないよ？」

「……ふ、震えてないですよ？　そ、そう見えるのは勇也君の眼球が揺れているからじゃないですか？　わ、私は至って正常ですよ？」

　声も震え始めているけどそこを指摘したところで余計に強がるだけだろう。俺はやれやれと肩をすくめて、浴槽をシャワーで軽く流してから栓をしてお湯張りのボタンを押した。温度は41度。これくらいが長湯をするにはちょうどいい。

「もちろん、一人で入るから一葉さんはテレビでも観みていてよ。くれぐれも！　覗のぞかないでね？」

「それあれですか、ダチョウな三人組的な振りですか？　押すなよって言われたら押すのがお約束のように、覗くなと言われたら覗かずに突撃して来い的なことですか？　つまり勇也君は混浴をご所望なんですね？　もう、素直じゃないんだから」

　人の話を聞く気がないな。というかこの場合、立場が逆じゃないか？　普通は一葉さんがお風呂に入っている時に俺に覗かれることを嫌がるのではないだろうか。

「私？　私はむしろウェルカムですよ？」

　その発言は自分の身体を腕で隠しつつくるっと背を向けながら言うものじゃない。戸惑うから発言と行動を一致させてくれ。まぁ頰を赤くして口を尖とがらせているのが可か愛わいくてポイント高いけども。

「はいはい。わかった。ならチャンスがあれば覗きに行くよ。でも俺は覗かれるのは嫌だから勘弁してくださいね、と」

　ぶーと口を膨らませる一葉さんを無視して───可愛かったけど───俺は詰め込んできたスーツケースの中身から下着やパジャマ、バスタオルを取り出す。なぜかテレビ、レコーダー、加湿空気清浄機などの家電は揃そろっているのに洗濯機や冷蔵庫はなく、日用品の備えは微妙。鍋や包丁はあるのに食器はないとか。どうしろっていうんだ。

「明日は買い物に行くって言ったじゃないですか。午前中は食器選びでその後は家電量販店で洗濯機と冷蔵庫を購入する予定です。私一人で選んでもよかったんですが、せっかくなら勇也君と一緒にお買い物がしたかったので……」

　風呂の用意が出来るまでの間に尋ねたらこういうことらしい。同棲を始める男女が一緒に買い物に行くのはわかるけれど、さすがに高校生が買いに行くのはどうなのだろう。それにお金のことはどうするのか。というか、お父様は家電メーカーの社長ですよね？　それで揃えたらいいんじゃないですか？

「冷蔵庫や洗濯機などの生活に関わるものは自分達でちゃんと見て、店員の話を聞いて選べとお父さんは言っていました。その意見に私も賛成したんですが、ダメですか？」

　ダメも何も俺に選択権はないし、強いて言えば俺もその意見に賛成だ。テレビ、レコーダーは観られたらいい、録画できればいいという人も多いが、毎日使うようなものは実際に触って選んでみたい。それに、家電を選ぶのってなんかワクワクしないか？

「えぇ。私もです。これから一緒に暮らすのですから二人が納得したものを選びましょう。フフフ。明日が楽しみですね」

　なんだか夢みたいだな。クソ親おや父じが借金作って海外逃亡してタカさんの舎弟になるって思ったら一葉さんに助けられて、その見返りに同棲と将来結婚が俺の意思とは関係なく決定して、今こうしてマンションに移動してきて明日は生活用品を買いに行くデート。傍はたから見れば順風満帆バラ色人生勝ち組案件だろう。実際俺もそう思う。

「さぁ、お風呂の準備も出来たようですし入りましょう。背中を流してあげますよ」

「ナチュラルに一緒に入ろうとするな。一葉さんが良くてもまだ俺が恥ずかしいの。だから大人しくしてて」

　おでこに優しくデコピンをしてから俺は一人で浴室へ向かい、侵入されないように扉に鍵をかける。ガチャガチャと音がして、

「あれ、おかしいです！　勇也君！　どうしましょう！　扉が開きません！」

　一葉さんが騒いでいるが全部無視だ。ガチャガチャがドンドンに変わり、ガンガンに変化して激しさを増していくが無視だ。

「はぁ……絆ほだされたくないなぁ」

　何日耐えられるだろうか。いや、もしかしたらすでに───なんてことを自嘲しながら俺はゆっくり湯船に浸つかった。

　あっ、寝室問題。どうしよう。一緒のベッドで並んで寝ないとダメかな？
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「どうしても勇也君は一人で寝ると言うんですか？」

　一葉さんの入浴タイムが終わり、いざ就寝となった時。ついに俺は最大の問題と対たい峙じすることとなった。

　え？　一葉さんがお風呂に入っている時に何をしていたかって？　リビングで動画見て寛くつろいでいたが何か？　浴室から、

「勇也く───ん。覗きに来ないんですかぁ───？　鍵は開いてますよぉ───？」

　なんて声が聞こえたが当然無視したよ。

　ピンク色のセーターを着た芸人の「私のここ、空いてますよ？」みたいなノリで言うなよ。本来なら誰も行かねぇよって突っ込みをする場面だがむしろ逆だ。飛び込みたい衝動を振り払うのに全力を注いだわ。

　俺はこの待機時間だけでなく、お風呂に浸かっていた時も寝室問題について考えたが、この件はどうして世界から争いが無くならないのかを考えるのと同じくらい深く壮大な問題だ。

　俺はグレてない君なので声高に主張して無駄な議論をするのではなく、あくまで冷静にリビングのソファで寝ると宣言した。

「いえ、勇也君は十分グレタ君です。どうしてこんなにふかふかかつ二人が並んで寝てもあまりある大きさのベッドを前にしてソファで寝ると言うのですか？　同棲初日で家庭内別居ですか？　泣きますよ？」

　そして現在。俺と一葉さんはベッドの両端に座って会話をしている。少しでも近づいて話そうものならお風呂上がりで火ほ照てっていて艶なまめかしさが倍増している一葉さんの魅力にコロッと死んでしまうかもしれないからだ。何が死ぬかは推して知るべし。

「俺だってできればこの明らかに最高品質なベッドで寝たいよ？　でもさ、付き合ってない男女がいきなり同じベッドで寝るのはどうかと思うんだよね。いくら一葉さんがよくても俺がダメだ」

「どうしてですか？　あっ……わかりました！　私を襲ってしまうのではないかと不安なんですね!?　そうなんですね!?」

　なんで襲われるかもしれないことを嬉き々きとした顔で言うんだよ。しかもなんでわざわざずいずいっと近づいて来るんだよ!?　俺は動揺してベッドから転げ落ちた。くそ、地味に痛い。

「勇也君!?　大丈夫ですか!?」

「大丈夫だ……大丈夫だから近づくな。いい匂いがしておかしくなるから」

　一葉さんから柑かん橘きつ系の爽やかな香りが漂い、鼻孔をくすぐる。俺が好きな匂いだと知っていて用意したのだろうか。だとしたら孔明顔負けの策士と認めざるを得ないな。シャンプーだけでなくボディソープも統一していると思われるので完璧だ。衝動に身を任せるならこのままぎゅっと抱きしめたいところだ。

「いいんですよ？　抱きしめて、子犬のようにクンカクンカしてくれても。少し恥ずかしいですが、そんな勇也君を私はぎゅってしながらなでなでして愛めでますから」

「……あなたはエスパーですか？」

「勇也君のことなら何でもお見通しですよ？　なんていうのは冗談で。顔に出やすいんですよ、勇也君は」

　マジか！　俺ってばそんなに露骨に顔に出していたか。一葉さんを思い切り抱きしめたいっていうのを我慢していることを、本人に知られるなんて恥ずかしいとかいうレベルじゃないぞ！　俺は簡単に欲望には負けない！　屈しない！

「……わかりました。本当ならぎゅっとしながら眠りにつきたかったところですが諦めます。ですが！　やはり勇也君には同じベッドで寝てもらいます。布ふ団とんもなく寒いリビングで寝れば風邪かぜをひいてしまいますからね。私の手厚い看病を受けたいのなら話は別ですが。あれ、それはそれでありですね……」

　瞑めい目もくし、一葉さんの妄想タイムが始まる。最初は険しい顔になるが徐々に口元が緩んでいき、やがてニヘラとだらしない顔へと変わる。美少女が目を閉じて頭の中でどんなストーリーを描けばこういう変化をするのか問いただしたいところではある。

「はぁ……はぁ……はぁ……勇也君、汗かいてますね。私が拭いてあげますよ。だから大人しく服を脱いでください……あぁ、なんて立派な背中……ぴとぉ……」

「妄想の中で服を脱がして身体を寄せるなぁ！」

　俺は思わず叫びながら手刀を優しく頭に叩たたき込み、妄想の世界にトリップしていた一葉さんを現実世界に引き戻す。あぅ、と可愛い声を出すな。

「もう……いい所だったのに。何をするんですか。ひどいですよ勇也君。罰として一緒に寝ましょう。そうじゃなきゃ許しません」

「……理不尽にもほどがあると思うんだが？」

　だが俺の抗議などそよ風にもならない。頰を膨らませた一葉さんとの睨にらめっこに敵かなうはずがない。なぜかって？　可愛いからに決まっているだろう、言わせるなよ。

「……わかった。俺の負けだよ。一緒に寝ればいいんだな？　だけど出来る限り距離を取るぞ。寝相はそこまで悪いわけではないし抱き癖もないから大丈夫だと思うが、万が一があったら困るからな」

「私は寝相が悪いし抱き癖ありますけど眠っている時のことなので万が一があっても許してくださいね！」

「その時は容赦なく引き剝がすからそのつもりでな」

「フフッ。そこでベッドから叩き落とす、と言わないところが勇也君の優しさですね。そういうところ、好きですよ」

　なんて、ニコッと笑顔で言われて俺は顔をそむけた。また頰が熱くなるようなことを平気で言う。好きって言葉が軽くないか？

「家族を除けば勇也君だけですよ、私が好きと言うのは。決して軽い言葉ではありませんので悪あしからず」

　俺の表情は本当にわかりやすいみたいだ。おかげで益ます々ます俺の身体からだは熱くなる。これ以上悟られたくなくて俺は半ばやけくそで布団に潜った。男には戦略的撤退をしなければならない時もあるのだ。

「勇也君は先に寝てください。私は髪を乾かしてきますから。それじゃ、おやすみなさい」

「……おやすみ」

　寝室の電気を消して一葉さんは出て行った。俺は必死に目を閉じて夢の中にダイブしようとするが緊張で出来るはずがない。微かすかに聞こえるドライヤーの音がやけにうるさく感じられた。それが止まり、気を遣って物音を立てないように一葉さんが戻って来て、ベッドに入ってきた。

　彼女は何も言わず、そのまますぐに可か愛わいい寝息を立て始めた。

　俺もそっと目を閉じた。疲れていたのだろう。俺の意識もすぐに黒に染まっていった。
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　俺は一人立っていた。その視線の先には父さんと母さんが。二人の表情はよく見えないがどこか申し訳なさそうにしながら別れの言葉を口にした。

「さよならだ、勇也。達者でな」

「さよなら、ユウ君。元気でね」

　そう言って二人は俺に背を向けて歩き出した。どうして俺をおいてどこかに行ってしまうのか。どうしようもない両親だったけど、それでも俺はこの二人の子供で、家族だ。なら───

「俺も……！　俺も一緒に───！」

　必死に叫びながら後を追う。一人にしないでくれ。家族はずっと一緒にいるものじゃないのか？　どうして俺をおいてどこかに行ってしまうんだ。これから俺はどうすればいいんだ!?

　必死に手を伸ばすが届くことはなく、二人は闇の中へと消えていった。

　そこで俺の意識は覚醒した。

「はぁ……はぁ……はぁ……夢、か」

　隣で眠る一葉さんを起こさないように静かに身体を起こして、渇いた喉を潤すためにベッドから出て台所に向かう。

「まったく。なんて夢だよチクショウ……」

　冬だというのに背中にびっしょりと汗をかいていた。パジャマが張り付いて気持ち悪い。このまま布団に入ってまた寝るのは難しいかもな。それ以上に、また同じ夢を見るかもしれないと思うと───

「俺は実の両親に捨てられたんだよな……」

　一葉さんに助けられて、あれよあれよという間に同どう棲せいすることになったが、これは消えることのない紛れもない事実。楽しいことも辛つらいこともあったけど、それでもこれからもずっと一緒だと思っていた父さんと母さんは俺をおいて遠くに行ってしまった。

「……どうしてだよ。どうして俺も……一緒に連れて行ってくれなかったんだよ、父さん……母さん……」

　膝から力が抜けて地面にへたり込み、大粒の涙が頰を伝う。声を出したら一葉さんを起こしてしまうから、俺は口を両手で押さえて静かに泣いた。

「勇也君……」

　どれくらい泣いていただろうか。愁うれいを帯びた声色で俺の名前を呼ぶ声が聞こえた。さっと顔を上げて確認するが、そこには誰も立っていなかった。

「気のせいか……？　ハハハ。そうだよな。ぐっすり寝ていた一葉さんが起きてくるはずないよな」

　一日にも満たない間で、一葉さんの存在が俺の中で大きくなりつつあることに思わず自嘲しながら俺は立ち上がった。いつまでもここにいるわけにはいかない。俺は物音を立てないように気を付けながら寝室へと戻ると、そこで俺は不可思議な光景に遭遇した。

「なんで俺が寝ていた方に一葉さんが来ているんだ？」

　確かに一葉さんは反対側で寝ていたはず。それがどうして俺の方に来ているのか？　寝相が悪すぎないか？

「……考えても仕方ないか」

　俺は思考を放棄して布団に潜り、一葉さんが使っていた枕に顔を沈める。爽やかな香りがふわりと漂い、かすかに残る温ぬくもりに心が洗われていく。

　叶かなうことなら、この温もりは手放したくない。そんなことを思いながら俺は再び目を閉じた。
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　悪夢にうなされた上に、隣で日本一可愛い女子高生が可愛いモコモコのパジャマでスヤスヤと寝息を立てて気持ちよさそうに寝ていたおかげで二度寝は熟睡まで至らなかった。

　寝不足で頭が重い。こういう時は熱い湯船に浸つかってリフレッシュするに限る。

　追い焚だきをセット。準備が出来るまでの時間を利用して俺は自宅から持ち出して来たゲーム機を取り出してテレビに繫つないでいく。我が家にあった安い物と違ってこれは最新の４Ｋ有機ＥＬテレビ。これでゲームをやったら間違いなく造り込まれた世界がより美しくなる。動きも滑らかになることだろうから目にも優しい。最高だ。

「でも……はぁ……出来ないよなぁ」

　ケーブルを接続しながら俺はため息をついた。プレイしている俺は楽しいが、それを見ている一ひとつ葉ばさんはどんな気持ちになるだろう。

　同じ空間にいるのに同棲相手にほったらかしにされたら。きっと俺なら寂しくなる。一葉さんもそういう気持ちになるかもしれない、と考えるのは俺の傲慢か。

「まぁ一葉さんがいない時にやればいいかな……」

　とはいえ、部活をしているので中々時間は取れないだろう。となれば彼女が寝た後だな。朝からゲームをする気にはなれない。

　まだお風ふ呂ろが沸くまで時間がある。朝ごはんは何を食べようか、と考えたところでこの家には食料が何もないことを思い出した。そもそもこの家、冷蔵庫がないじゃないか。どうすんだ朝飯。

「おはようございます、吉よし住ずみ様」

「うわっ!?　っえ、宮みや本もとさん!?　なんで!?　どこから出てきたの!?」

　さも初めからそこにいるのが当然のように運転手の宮本さんが立っていた。その手にはＭでおなじみのハンバーガーチェーンの袋が二つ握られていた。えっ、もしかして何もないから届けてくれたの？

「はい。お二人のために朝食をお持ち致しました」

　宮本さんにさえ俺の考えが読まれている、だと!?　というかなんで朝からハンバーガーなんだよ。胃に優しくないだろう？

「楓かえで様のリクエストでございます。朝マ〇クというものを食べてみたいからよろしくと、昨晩連絡がありました」

　一葉さんの要望かよ！　昨日のピザといい今朝の朝マ〇クといい、意外とジャンクフード好きなのか!?　別に俺も嫌いじゃないからいいけどさ。でも昨日言っていた手料理をふるまうって言葉がなんだか不安になってきたぞ。

「そこはご安心ください。楓様の料理は少々癖が強いですが味は私が保証致します。せっかくですので冷めないうちに食べていただきたいところではありますが、まずはお風呂に入られては？」

　追い焚きが終了したことを告げるメロディーが流れる。出来ることならまだ寝ている一葉さんを起こして冷めないうちに食べたいのだが、そうなると湯が冷めて沸かしなおす羽目になってガス代が勿もっ体たいない。

「大丈夫です。楓様は朝弱いのでまだ起きてはこないでしょう。ですからササッと湯あみを済ませてから起こして差し上げれば宜よろしいかと」

「俺が起こすのは確定なんすね。まぁそこは要検討ということで。わざわざありがとうございます、宮本さん」

「いえいえ。これも仕事の内ですから。それに今日はお出かけですよね？　お供しますのでどうぞよろしくお願い致します」

　丁寧にお辞儀をして、宮本さんは家を出て行った。あの口振りからするに今日一日のお買い物という名のデートは運転手付きということになるのか。なんとも贅ぜい沢たくな話だ。

　しかし。今はそんなことよりも風呂だ。宮本さんの登場ですっかり頭は冴さえたがそれでも入る！　彼の話では一葉さんは休日の朝は弱くてまだ起きて来ないって話だから大丈夫だろう。気兼ねなくゆっくり浸かるとしよう。

　熱いシャワーを浴びて冷えた身体からだをしっかり温めてから大きな浴槽にダイブ。あぁ、極楽極楽。両足伸ばしても余裕があるお風呂に毎日浸かれるなんて最高かよ。はぁ、気持ちいいなぁ。

「もしも日本一可愛い女子高生とそんな大きなお風呂に一緒に入れたらどんな気持ちになりますか？」

「そりゃもちろん最高だよ。一葉さんと一緒にお風呂に入れたら俺の人生の運はその瞬間に使い切ったも同然だよ」

「フフッ。それならその幸運は一生続くから安心してください。だってこれからずっと一緒ですから」

「えぇ？　毎日一葉さんとお風呂に入れるのぉ？　最高かよ───って、なんでだよぉ！」

　ガチャリ、と風呂の扉が開いたその瞬間、俺は無意識のうちになんてことを口走っていたんだと後悔すると同時に世界がとてもゆっくりに見えた。

　どや顔にも見えないこともない女神の微笑を浮かべた一葉さんが、身体からだにバスタオルをしっかり巻いて俺の優雅な朝風呂タイムをぶち壊しにやってきた。

　タオルで覆っていてもはっきりわかる、雄を刺激する二つの爆弾に視線を奪われないように俺は全力で明後日あさっての方角を見る。平静を保つべく心の中で素数を数える。

「あれれ、どうしたんですか勇ゆう也や君。耳まで真っ赤ですよぉ？」

　おいおい、この子ったら煽あおってくるんですけどぉ!?

「なんで入ってきたの、一葉さん!?　俺が入っているの知ってたよね!?　確信犯だよね!?」

「それはもちろん、目が覚めたら隣にいるはずの勇也君が居なくて寂しくて寂しくて。この悲しみを一分一秒でも早く癒いやしてもらわないとって思ったからなんですが……ダメでしたか？」

　もちろんダメです。俺の理性が一瞬で蒸発してしまいます。

「でも昨日はがっちり閉めていたお風呂の鍵を今朝は開けておくなんて……一日も経たずに陥落したと思ってもいいですか？　ねぇ、どうして顔を隠しているんですか？」

「だ、だだ……だって一葉さん、い……いいいいま、裸だよね!?」

　バスタオルを巻いていても新雪のような肌とかすらりと高校生離れした肢体とか、むしろ裸でないことでエロさが限界突破している。見たらダメだ見たらダメだ見たらダメだ！

「フフッ。意外に初心うぶなんですね。男の子ならここは万歳三唱で女体を見たがるんじゃないんですか？　私はむしろ見てほしいんですけど……？」

　そりゃ見たいさ！　見たいけど見てしまったらなんか終わる気がするんだよ。きっともう彼女でしか色々致せなくなる確信があるというかあぁなし！　今のなし！　大丈夫、俺なら大丈夫だ！　何が大丈夫かはわからないけどな！

「安心してください、勇也君。しっかりタオルも巻いていますし、さすがに私もいきなり裸はまだ恥ずかしいですし。だから……こっちを向いてください」

　最後の方はかすれるような小声で一葉さんは言った。俺は照れながら発せられたその言葉を信じて恐る恐る一葉さんに視線を向けた。

「ねっ？　大丈夫ですよね。裸だけど裸じゃないですよね？」

「うん。うんん??　大丈夫なのか？　いや、やっぱり大丈夫じゃない気がするんだけど……」

　冷静に考えろ。状況に吞のまれるな。風呂に入ることには変わりないしそのバスタオルだってシャワー浴びたりすれば外れるかもしれないし、湯船に浸かったらうっかり外れるかもしれない。そこで俺はふと一つの可能性に思い至った。

「あぁ、そっか！　その下には水着を着ているってオチだな！　俺をドキドキさせてハラリとそのタオルを取ったら、残念水着着てましたぁ！　がっかりしたぁ？　ってお約束をする気だな！　そうだな！」

「……フフッ。さすが勇也君。よくぞその答えに辿たどり着きました、と褒めてあげたいところですが残念でした。私はその上を行きます。だって───」

　一葉さんは不敵な笑みを浮かべていた。まさか───!?

「───何も着ていないですもん。ほら」

　パサッとバスタオルをめくる一葉さん。俺は女神の裸像を幻視して、お約束を破る彼女に思わず絶叫を浴びせた。綺き麗れいだけどね！　日差しを浴びているのかと不安になるほど健康的で新雪のような柔肌。解放された豊かに実った二つの果実がぷるんと弾はじけるのを生で見られるのは男の夢が叶った瞬間だ。触って感触を味わってこそだと思っていたが、ただそこにあるのを眺めているだけでも幸福な気持ちになれる。じゃなくて！

「どうしてそこはお約束を破るんだよぉ馬鹿野郎────!!」

「だ、だって……分かり合うには裸の付き合いが一番じゃないですか？」

[image: ]

「裸の付き合いならまずは夜のベッドが俺はいいかなっ!?」

「あら。ならそこは『フフ、今夜は寝かせないぜ子猫ちゃん』とか言ってほしいです。ゴロニャン」

　可か愛わいいが過ぎるんだよちくしょうめぇ！　俺は心の中で叫びながら風ふ呂ろから飛び出た。ああっ！　と切ない一葉さんの声が聞こえるが無視だ。このまま一緒に入ったら確実に堕おちる。

「もう……勇也君のいけず」

　舌なめずりとともに一葉さんの小悪魔的な台詞せりふが聞こえた気がした。
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　朝からひどい───ある意味幸せな───目にあった。すっかり冷めた朝食を齧かじりながらテレビに視線を固定する。

「ねぇ勇也君。まずはどこから行きますか？　私としてはまず食器類を見てから家電を見に行きたいんですけど、勇也君はどう思いますか？」

　一葉さんが何か言っているが俺はあえて答えない。ここで何事もなかったように、開店時間のことを考えてその案に賛成！　と言うのは簡単だが彼女には少し反省してもらわないといけない。

「ねぇ勇也君。どんな食器がいいですか？　やっぱり夫婦めおと茶ぢゃ碗わんですかね？　ご飯はどれくらい食べますか？　丼とかも必要ですね。あとはカレー皿とか？　収納はたくさんあるから色々見ましょうね」

　ダメだ。答えちゃダメだ。カレー専用、パスタ専用の皿に憧れがあるけど食いついたらダメだ。テレビに集中するんだ。

「家電はどうしましょうか？　私達は高校生ですからお弁当のこととかも考えると大きい冷蔵庫にして買いだめして作り置きするのがいいと思うんです。そうなると炊飯器も高級なものにすれば冷めてもご飯は美味おいしいですし、レンジもいいやつなら色んな料理が作れるし。あっ、知っていますか勇也君。今のレンジ、パスタを作れるんですよ！　すごいですよね！」

　茹でないといけないパスタがレンジで作れるのはすごく便利だな！　それに冷めても美味しいご飯を弁当に持っていけるのもまた良いい。うちの炊飯器、保温しているとすぐに黄色く硬くなるんだよな。というか一葉さん家電詳しくない？

「洗濯機はドラム式一択ですね。洗濯から乾燥まで出来るので勇也君が部活から帰ってきた後で回しても寝る頃には畳めますから」

　干さなくていいなら俺でも手伝えるな。しかも洗剤とかを予あらかじめ入れておけば機械が勝手に投入してくれるのは非常に助かる。いつもわからなくなって適当に突っ込んでいたからな。って、一葉さんやっぱり詳しすぎじゃない？

「これでもメーカーの一人娘ですから。このくらい常識です」

「ははは。すごいね、一葉さん。俺なんか家電のことはさっぱりだよ」

「普通は逆だと思いますけどね。そんなことより、やっと口を利きいてくれましたね。やっぱり突然お風呂に乱入したことを怒っていたんですか？」

　あっ。普通に反応しちゃった。

「安心してください。もうきっと、多分、おそらく、maybeしませんから機嫌を直してください」

　無駄に綺麗な発音だったから感心したけどそれ絶対１００％また突撃してくる人が言うセリフだよね。どこにも安心できる要素がないし何ならさらに機嫌が悪くなるぞ。

「今度はちゃんと……勇也君のお望み通りベッドの上でしますから。だから、許してください、ニャン」

「…………と、特別に許すけど。こ、今回だけだからな！　次また同じようなことをしたら本当に口きかないからな!?　三時間くらい！」

　美少女にニャン、って招き猫のような仕草と笑顔を向けられて屈しない男がいるだろうか、いやいるはずがない。だから俺が屈したのは間違いじゃないんだ！

「フフフッ。勇也君のそういうところ、可愛くて好きですよ。さぁ、朝食も食べたことですし早く支度をしましょう。いくら宮本さんの送迎があると言っても買い物は時間と体力を使いますからね。早く行かないと帰りが遅くなってしまいます」

「あぁ……そうだな。わかった、準備するよ」

　よっこらせと椅子から立ち上がる。だけど俺の場合、準備と言ってもそこまで時間はかからない。着替えて髪を軽くセットして待つだけだ。なんで髪を整えるかって？　女神のような超絶可愛い美少女と並び立つのに少しでも相応ふさわしくあるための抵抗だよ。

「大丈夫ですよ。今のままでも十分カッコイイですから。それに、私は勇也君の心の在り方が何より好きなので外見は二の次です。誰が何と言おうと関係ありませんから気負わずに、ね？」

　はぁとため息をつきながら頭をガシガシ搔かく。どうして一葉さんは俺が嬉うれしくて恥ずかしくなるようなことをサラッと言うのだろうか。しかも笑顔で。

「卑ひ怯きょうだよ、一葉さん」

　しかし俺の呟つぶやきが当人に届くことはなかった。
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　一葉さんの準備が整ってすぐに家を出て予定通りまずは食器を買いに向かった。食器はおしゃれなものがたくさんあって選ぶのが大変だった。

　それだけでなくお祭りの屋台で見かけるような機材から食品サンプルのお店なども様々あって見るだけでも楽しく、目を輝かせて無邪気にはしゃぐ一葉さんがとても可愛かった。

　お昼を食べておやつの時間になったころに家電量販店に移動して、冷蔵庫を含めた家電一式を買い揃そろえたのだがそれがまた意外と大変だった。

　眼め鏡がねをかけた線の細い店員さんが知識もあって詳しいとテレビでやっていたのを思い出した一葉さんが、ドンピシャな店員さんに声をかけてあれやこれやと話を聞いていた。

　この店員さん、俺達が高校生であることを気にせず、俺達に何がしたいのか、何が出来たらいいのかをちゃんと訊きいてくれた上でそれにあった商品を一つずつ提案してくれた。話も面白かったし、値引きも向こうから言ってきたしすごくいい人だった。しかも面白かったのが、話を聞けば聞くほど一葉電機の家電に決まっていくことかな。さすがに世界のＨｉｔｏｔｓｕｂａだ。

　ただ如何いかんせん話が長かったので、手続きを済ませて会計を終えた時には19時を過ぎていた。

　今日の買い物は一葉さんがメインで俺は付き添いみたいな感じだったが、もちろん俺なりに意見は出したぞ。イエスマンになるのは簡単だが仮にも俺と一葉さんは一緒に暮らすのだから、彼女に任せっぱなしはダメだろう。

　そうそう。お支払いは何と驚きのニコニコ一括現金払いだ。分厚い封筒から封のされた札束をポンと出した時は、愉快な店員さんも固まっていた。俺もあんぐり開いた口が塞がらなかった。

「父から軍資金を託されたんです。そのかわり何の家電を買ったかは報告しないといけないんです。その際にあなたの名前を出しますのでお名刺戴いただけますか？」

「は、はい……」

　若干震えながら店員さんは名刺を一葉さんに渡した。受け取りながら一葉さんは女神のような微笑を浮かべて、

「ありがとうございました。あなたのおかげで今日はとても楽しい買い物が出来ました。父にもあなたのことはしっかりと伝えておきますね」

　その後、この店員さんは出世街道をひた走り、やがて役員クラスまで成り上がるのだがそれはまた別の話だ。

「ふぅ……思ったより時間がかかりましたね。どうしますか、勇也君。家でご飯食べますか？」

「そうだな。疲れたけど家で食べようか。簡単なパスタとかでいいなら俺が作るよ？」

　気軽に外食で済ますということは家計的にはよろしくないので可能な限り自炊をするべきだ。自分達の稼ぎがない現状なら猶なお更さらだ。

　幸いなことに冷蔵庫は明日の朝一で届くから、冬の今の時期なら食材を買って残ったとしても一晩くらいは何とかなるだろう。まだスーパーも開いているだろうし、適当に買って帰って作ってもパスタならさほど時間もかからない。

「勇也君が作ってくれるんですか？　疲れているのにいいんですか!?」

「そりゃもちろん、一葉さんの手料理を食べたい気持ちはあるけどそれは今日じゃなくていい。機会なんてこれからたくさんあるんだろう？」

「はい、もちろんです！　明日は勇也君のために腕を奮っちゃいますから覚悟してくださいね！　さぁ、そうと決まれば急いで宮本さんと合流してスーパーに行きましょう！　勇也君の手料理、すごく楽しみです！」

　今日一番の笑顔で手を引かれ、俺達は店を後にした。

　パスタを作ると言ったのはいいけどどれを作ろうか。一葉さんに気に入ってもらえるだろうか。どんな顔をしてくれるのか楽しみであり不安でもあるが、こういう日が日常になるのかと思うと、気持ちが温かくなった。
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　スーパーでの買い物を終えて帰宅したときには21時を過ぎていた。パスタを作ると言ってもミートソースなどの凝ったものは難しいので簡単に作れるペペロンチーノにした。

「ん───！　美味おいしいです！　ニンニクの強い香りにパセリの爽やかさが交じっているのでとても食べやすいです。コショウの風味もまた食欲をそそります！　勇也君は天才ですか!?」

　もぐもぐと食べる一葉さんの反応を見るに口に合ったようで、俺はほっと胸を撫なでおろした。

「……これで天才なら世の中のシェフは神様で、星持ちは創造主か何かになるよ」

「いいんです。私にとってのシェフは勇也君ですから。他の誰が何を言おうと、勇也君の料理は美味しいです」

　俺はぽりぽりと頰を搔いた。両親以外に料理を振る舞ったのは初めてだったから、満面の笑みを浮かべながら美味しいと一葉さんに言ってもらえて素直に嬉しかった。それ以上に照れるけど。

「フフッ。これは私も負けていられませんね。明日は私が作りますから楽しみにしていてくださいね？　勇也君の好きなものを作ってあげますからね！」

「俺の好きな物、何か知っているの？」

「もちろんです。勇也君が一番好きなのはずばりハンバーグです！　普段は菓子パンなのに学食でハンバーグが出る日は必ず食べていますからね。どうですか？　間違っていますか？」

「……正解。俺が学食のハンバーグは欠かさず食べているなんてよく知ってるな」

　えっへんとドヤ顔しているところ悪いけど、それは少し怖いよ一葉さん。一体どこからそんな情報を仕入れたんですか？　一葉さんのような有名人が俺のことを聞いていたらあっという間に噂うわさになると思うけど───

「フッフッフッ。甘いですよ、勇也君。情報の入手先は何も生徒だけとは限りません。私にこの情報を提供してくれたのは───学食の皆様です！」

　何してくれてんだよ学食のおばちゃん！　ってことはあれか。俺が部活でお腹なか空かしているのを知っていて時々余り物をこっそり分けてくれたりしているのも全部一葉さんに話しているのか!?

「もちろんです。勇也君の好みから嫌いなものまで。お友達とどんな話をして盛り上がっているかなど色々教えてくれましたよ？　今の勇也君のブームは最近発売されたファンタジーゲームですよね？　巨乳の幼おさな馴な染じみヒロインの魅力について語っているとかいないとか……」

　どうしてピンポイントで俺達の会話が聞こえているんだよおばちゃん!?　あれか、どこかに隠しカメラとか盗聴器が仕込まれているのか!?　怖くてもう学食いけないんだけど!?

「学食のおばちゃんは特殊能力持ちですからね。それと。食べ盛りの勇也君に学食の余り物を提供してあげてくださいと言ったのは私です。そんなことがどうして私に出来たのかとかは聞かないでくださいね？　禁則事項ですっ！」

　しーと唇に人差し指を当てながらウィンク飛ばされて俺の心はズッキューンってか。ネタが若干古いけど可か愛わいさは原作さながら。あの巨乳のドジっ子キャラは最強だ。

「そのネタ、よく知ってるね、一葉さん」

「フフッ。あの作品は有名ですからね。私も読んでいましたから。でも私はドジっ子巨乳キャラより文芸部の無口キャラの子の方が好きですけどね」

　一葉さんがライトノベルを読んでいたとは意外だった。それに奇遇なことに俺もメインキャラクターの中では無口キャラが一番好きだ。なぜかって？　普段は感情に乏しい子がデレる瞬間が最高じゃないか。

　なんて他愛たわいもないことを楽しく話しながら、俺達は遅めの夕食を楽しんだ。
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　パスタを完食し、洗い物も済ませてまったりしていると、一葉さんがハッと何かを思い出して唐突に話題を振ってきた。

「そう言えば、勇也君に尋ねたいことがあったんです。聞いてもいいですか？」

「どうしたの、改まって。別に俺に答えられることならなんでも答えるよ？」

「それでは遠慮なく。ゆ、勇也君はゲームに登場する幼馴染ヒロインのような、巨乳な……お、おっぱいが大きい女性が好きなんですか？」

「……はい？　なんですと？」

　世界が静止した気がした。一葉さんは今なんて言った？　おっぱいが大きな女性が好きかどうか？　はっはっは。そんな馬鹿なことを一葉さんが質問するわけないじゃないか。俺の聞き間違いだよね？

「じ、自分で言うのもなんですが私は大きい方だと思います。他のみんなと比べても負けていないと思うんです！　思うんです!!」

　言いながらぐいっと顔を寄せてくる一葉さん。その拍子にたゆんと揺れる二つの果実。しかも今日着ているのは彼女の身体からだにフィットしたシルエットのリブニット。そのせいかいつも以上に暴力的に見える上に、しかも前のめりになっているのでテーブルに乗っかっているのがまたなんとも目に悪い。俺の聞き間違いではなかったのか。

「ねぇ、勇也君。私は……そんなに魅力がないですか？　これでも今日本で一番可愛い女子高生に選ばれたんですよ？」

「いや……それは……その……」

「私はこんなにもウェルカムなのに……悲しくて泣いてしまいそうです……」

　およよとわざとらしく片手で顔を覆って泣き真ま似ねをする一葉さん。だけど指の隙間から俺の様子をちらりと覗のぞいているのはバレバレです。昨日といい今朝といい、やられてばかりいるからここら辺で反撃しておこうか。

「はぁ……一葉さんに魅力がない？　そんなはずないだろう？　一葉さんは知らないと思うけど俺はあなたに憧れていた一人だぞ？　クールな人かなって思っていたけど実はお茶目で話好き。仕草もいちいち可愛くて、隙あらば誘惑してくるくせに顔を真っ赤にしているのもまた可愛いとか反則だろ！　そんな子が自分のことを好きにしていいって言ってきて普通なら耐えられるはずがないだろうが！」

　バン、と大おお袈げ裟さにテーブルを叩たたきながら俺も前のめりになる。ビクッ、と肩を震わせる一葉さん。その瞳からは期待と恐怖が垣かい間ま見みえるのは俺の願望かそれとも。

「いいか、男はみんな狼おおかみなんだぞ？　おふざけが過ぎると……ほ、本気でお……襲っちゃうぞ？　いいのか？」

　なんて言いながら俺の声は震えているし、なんなら手も震えている。慣れないことはするもんじゃないが、これで一葉さんも少しは反省してくれるといいのだが。魅力がありすぎるから軽率なことは言わないでほしい。

　だが、これは完全に悪手。裏目に出た。だって一葉さんたら俺の顔をそっと両手で包み、ご尊顔を近づけてきたのだ。えっ、待って！　近い！　鼻先がくっついている!?　ぷくっとした柔らかそうな綺き麗れいな桃色の唇が目の前にあるんだけど!?

「私はね、勇也君。あなたとなら本気で……いいと思っているんですよ？」

「ひ、一葉……さん。でもそれは……」

「フフッ。わかっていますよ。でもその代わり。私のことを本気で好きになった暁には容赦しませんからね」

　肉食獣のような鋭く艶なまめかしい目つきでペロリと舌なめずりをする一葉さん。俺の心臓が大きく脈打つ。同級生とは思えない妖よう艶えんな仕草に思わずゴクリとつばを飲み込む。このまま真珠のような黒い瞳に吸い込まれてしまうのではないか。

「ち、ちなみに一葉さんの本気ってどれくらいなのかな？」

「そうですね……私が本気を出したら勇也君を一晩寝かせることはありません、とだけ言っておきましょうか」

　幸せとか嬉うれしいとか期待とかを通り越してむしろ怖いんだけど。一葉さんの瞳は完全に獲物を見つけた捕食者のそれになっているし。俺は自分の身体を抱きながら思わず距離を取った。

「なんで距離を取るんですか？　あれ、立ち上がってどこに行くんですか？　ゲームはしないんですか？　勇也君、戻ってきてください！」

　身の危険を感じた俺はゲームをすることは諦めて寝室に撤退することにした。自分の貞操は自分で守らなければ。

「また逃げられちゃいました。でもいずれ必ず……！」

　ぐっと拳を作りながら決意する一葉さんを視界に捉えた。守り切れるかこの先不安になった瞬間である。
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　迎えた週明け月曜日。俺はあくびを嚙かみ殺しながら登校の準備をしていた。ちなみに一ひとつ葉ばさんは絶賛二度寝中。

　時刻は現在６時半を過ぎたところ。この家から学校までは電車でおよそ30分。そろそろ一葉さんを夢の中から起こさなければならない。ちなみに俺は二人分のお弁当の支度を済ませて制服にも着替えている。早々に登校準備を終わらせた理由は昨夜寝る前に一葉さんと交わした会話に起因する。




　回想始め。




「ねぇ勇ゆう也や君。明日は一緒に登校しましょうね」

「……はい？」

「一緒に暮らしているんですよ？　なら一緒に学校に行くのは当然じゃありませんか？　隣に住んでいる幼馴染が毎朝起こしに来てくれるのと同じくらい当たり前のことじゃありませんか？」

　当たり前じゃありません。そんな世界はこの世には存在しません。いや、もしかしたらあるかもしれないけれどそれは天文学的確率だ。

「そもそも、いきなり一葉さんと俺が一緒に登校したらまずいだろう」

「？　どうしてですか？　何もまずいことなどないと思うのですが？」

　一葉さんは自分が学校でどういう存在になっているか知らないのか!?　そもそもあなたは日本一可愛い女子高生に選ばれるくらいの美少女だぞ。そんな人がいきなり男と一緒に登校したらどうなると思う？　パニックだよ！

「それのどこに問題が？　だって私と勇也君は同どう棲せいしている仲じゃありませんか。むしろ私としてはこれを機にアピールしておきたいと思っています」

「アピール？　いったい誰に何をアピールするのさ？」

「決まっているじゃありませんか。みんなに吉よし住ずみ勇也は一葉楓かえでの彼氏で、誰にも渡しませんということをです」

　真剣な表情で俺を見つめる一葉さん。不覚にも俺はドキッとしてしまい、思わず視線を逸そらした。顔が熱い。

「フフッ。勇也君、また顔が真っ赤になってますよ？　照れ屋さんなんですね」

「うるさいやい。そんなこと言っても一緒には登校しないからね。というかできないから。俺はまだ死にたくないんでね」

　本当に一葉さんと一緒に登校してみろ。俺の学校生活から平穏という二文字はその日を最後に消えてなくなり、背中を刺されるかもしれないという恐怖に怯おびえることになる。そんな灰色の学校生活は送りたくない。

「どうしても一緒に行きたいっていうなら頑張って朝起きてね？　俺は起こさないけど」

「───!?　そんな殺せっ生しょうな！　勇也君は鬼ですか!?　一緒のお布ふ団とんで寝ているんですから起こしてくださいよぉ！　私が朝弱いのは知ってますよね!?」

「うん、知ってる。だから頑張って起きてね？」

「そんなぁ───！」




　回想終わり。




　そういうわけで、俺は一葉さんと一緒に登校しないために早起きして準備を済ませたというわけだ。一時の幸せのために三年間を失うなんて愚かなことはしたくないからな。ただこれ以上寝かしておくと一葉さんが遅刻しかねないので仕方なく寝室に向かう。

「一葉さん、起きてる？」

　静かに扉を開けながら問いかけてみると返事こそなかったが、一葉さんは寝起きでとろんとしているものの身体は起こしていた。よかった、目は覚めているみたいだ。

「んぅ……ゆうやくん……？」

「ほら、そろそろしゃんとしないと遅刻しちゃうよ？」

　肩をそっと叩いてみるが一葉さんは海面を漂うクラゲのようにふらふらと身体を揺らすばかりで覚醒の兆きざしはない。

　さて、どうしたものかと思っていると一葉さんが前ならえをするように両手を俺に突き出してきた。これは何を意味するのだろうか？

「んぅ……着替えるのでぇ……脱がしてくださぁい……」

「───一葉さん!?　あなた何を言っているんですかねぇ!?」

　俺が慌てて後退するよりも早く、一葉さんが俺の制服の袖をつかんだ。そんな馬鹿な!?　まだ完全に目覚めていないはずなのに俺より反応が早いだと!?

「ぬ──が──し──て───！」

　駄々っ子のように片手をバシバシとベッドに叩きつける一葉さん。あれれ、この人本当は起きているんじゃないのか？

「勇也君が着替えさせてくれないと私、遅刻しちゃいます。いいんですか？」

　決まりだ。この人は確信犯だ。その証拠につい先ほどまでとろんとしていた瞳に光がともっているし口元も心なしかにやけている。あれ、そう思ったらイライラしてきたぞ？　からかい上手なのはいいが、俺だってやられたらやり返す！　倍返しだ！

「……はいはい。わかりましたよぉ。それじゃ脱ぎ脱ぎしましょうね。はい、万歳して」

「───!?　ゆ、勇也君!?　わ、わかりました……お願いします」

　最後の方は俯うつむきながらか細い声で一葉さんは言って、大人しく素直に両手を上にあげる。ごくりとつばを飲み込んで一葉さんのもこもこパジャマの裾をそっと摑つかむ。

　深呼吸を一つして。よし、行くぞ。大丈夫、サッと脱がしたらバッと反転すればいい。これで俺の理性は保たれる！

「そ、それじゃあ……脱がしていくね」

　手が震えていることを悟られないようにゆっくりとパジャマをたくし上げていく。可か愛わいいおへそが顔を出し、徐々に魅惑の双丘ゾーンが近づいてくる。下乳か上乳かで好みが分かれるところだが俺はどちらも好きだ。甲乙つけがたいから仕方ない。

「───っあ」

「えっ？　何を？　って……一葉さん!?　あなたもしかして───!?」

　けれど悲しいかな、気が付いた時にはすでに手遅れ。一葉さんが着ていたパジャマは脱がしきった後。穢けがれのない新雪のような綺麗な肌とたわわに実った二つ果実が目の前に広がった。だが問題はそこではない。

　一葉さんはなぜかノーブラでした。空気が固まり、時間が止まる。俺は振り返ることはもちろん目を閉じることもできず、ただその絵画から飛び出てきた女神の裸身に目を奪われていた。

「もう……いつまで見ているんですか？　勇也君のエッチ」

　一葉さんは顔を真っ赤にしながら俺に抱き着いて来た。寝起きで少し火ほ照てっている一葉さんの柔肌が！　大きくも張りと艶のある生乳が俺の身体からだに!?　制服越しでもその感触が十分伝わってきて俺の理性は瀕ひん死し状態だ。

「ひ、一葉さん。ど、どうして下着をつけてないのかな？　パジャマを脱がすときに一緒に、ってわけじゃないよね？」

「えへへ。私、夜は着けない派なんです」

　えへへ、と可愛く笑ってごまかしてもダメです！　そういうことは前もって言ってくれないと困る。そういうことなら一葉さんの着替えを手伝ったりはしなかった。

　とどのつまり、倍返しをしてやろうと思ったら俺はさらにその上から殴られたってことだ。おのれ、策士一葉さん。

「どうですか、勇也君。びっくりしましたか？」

　悪戯いたずらが成功したことを褒めてほしい子供のような無邪気な笑みを浮かべている一葉さん。なんか子犬が尻尾をブンブンと振っているみたいで可愛いんだが、このままやられっぱなしなのは癪しゃくだな。

「……それはもちろん。これ以上ないくらいに驚きました。でもね、一葉さん───」

「───へ？　ゆ、勇也君!?　っえ、へぇぇえ!?」

　抱き着いている一葉さんの細く引き締まった腰に片腕を回す。驚き、焦あせって顔を上げる一葉さんの顎をクイッと持ち上げて顔を近づけて、そっと耳元で囁ささやいた。

「あんまりやりすぎると……食べちゃうからね？」

「───!?　は、はひ！　き、気を付けましゅぅ……」

　フッフッフ。いいぞ、一葉さんは顔から耳まで綺き麗れいな紅葉色になっている。すぅと頰を撫なでてみると火傷やけどしそうなくらいに熱くなっている。これでやられた分は倍以上にして返せたかな？

「さて、そろそろ俺は行くから遅刻しないようにね？　お弁当は昨日の残りを詰めて台所に置いてあるから忘れずにね」

　そっと一葉さんを離して俺はくるりと背を向けながらベッドに置いたパジャマを手渡した。それを身体の前に抱えるようにしてへたり込む一葉さん。

「いってきます、一葉さん」

「は、はい……いってらっしゃいです、勇也君」

　蕩とろけた声に見送られ、俺はそのまま家を出て学校へと向かった。

　平静は装よそおったつもりだが、これ以上抱きしめていたら理性が吹き飛ぶところだった。やはり前途は多難である。
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　朝から精神的疲労を抱えた俺は、重たい足取りで学校へと向かっていた。これから一日が始まるというのに気持ちはすでにグロッキー。今日を無事に過ごすことが出来るのか不安でいっぱいだ。

「おはよう、勇也。今日はいつにもまして疲れてるね。何かあったの？」

　背後から気配を感じて振り返ると声をかけられたのはほぼ同時。その主は親友の一人である日ひ暮ぐれ伸しん二じ。

　伸二は同じサッカー部でピッチ上の無二の相棒でもある。身長は１６５cmとサッカーをやるには小柄な体たい軀くだが、彼の足から繰り出される独創的なパスは俺の感性にドンピシャだ。

　柔らかく可愛らしい見た目に人ひと懐なつっこい性格が相まって犬系男子として女子人気も高く、入学した当初は同級生、先輩問わず多くの女子生徒から告白されたが伸二はそれをすべて断り、一目ぼれした女子に告白。校内でも有名なバカップルになっている。爆はぜろ。

「おはよう、伸二。そうだな……色々あったよ」

「そういう割には随分顔がにやけているけど、何か良いいことでもあったの？」

　不意に聞こえてきた透き通るハスキーボイス。その声の持ち主である品行方正で貴公子のような凛り々りしい女子生徒がすぅと俺の隣に並んだ。彼女の名前は二に階かい堂どう哀あい。俺のもう一人の親友とも言える奴やつだ。

　二階堂はこの学校の中でも一葉さんと双璧を成すほどの有名人だ。所属しているバスケ部では一年生ながらエース。目鼻立ちの整った中性的で秀麗な容姿。ショートカットの髪型とハスキーな声音が相まって『明めい和わ台だいの王子様』として女子生徒から絶大な人気を得ている。実際、男の俺から見てもイケメンだと思う。加えて成績も学年トップクラスの秀才だ。まさに王子様といえる完璧ぶり。

「おはよう、二階堂。良いことと言われたらそうかもしれないけど、ただただ精神的に疲れたよ」

「おはよう、吉住。疲れたのはわかったけどもう少ししゃんとしたら？　朝から隣でだらっとされると気分が落ちるからさ」

　肩をすくめて苦笑いする姿も二階堂だと様になる。その姿に道行く女子生徒達が色めき立ち、二階堂が笑顔で手を振ると歓声が沸く。ホント、王子様だな。

「二階堂さんの言う通りだよ、勇也。もう少しシャキッとしないと！」

　お前までそんなことを言うのかと、俺はジト目で睨にらむが伸二は口笛を吹いて知らん顔。そのやり取りを見てクスッと笑う二階堂。重たい足取りが少し軽くなる。

　伸二の惚気話を聞いているとあっという間に学校に到着した。俺達三人はクラスも同じで席も近い。二階堂に至っては隣同士だ。

　その隣人は席に座るとすぐにカバンの中から文庫本を取り出して読書を始めた。大半のクラスメイトはその本の中身を知らないし勘違いしていると思うが俺は知っている。
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「……二階堂、今日は何を読んでいるんだ？」

「フルメタル・パニック！の短編。何度読んでも面白いんだ。おすすめだよ」

　俺と二階堂がこうして話すようになったのはお互いの趣味が合ったからだ。

　まだ入学して間もないころ、偶然隣の席になった二階堂が本を読んでいるところに、今のように話しかけたらそれが俺の好きなライトノベルだったことで意気投合。好きなアニメも共通していたので仲良くなった。

　もちろんこれ以外にも二階堂はバスケ以外の野球やサッカー等などのスポーツ全般を広く浅く観戦するのが好きで、そこでも気が合った。今では伸二と同じくらい仲の良い友人だ。

「それで。さっきの話に戻るけど、どうして朝から精神的に疲れているの？　理由があるんでしょう？」

「そうだよ、勇也。もったいぶらずに何があったのか教えてよ」

　パタンと本を閉じた二階堂が頰ほお杖づえをつきながら尋ねてくる。そこに伸二も便乗してくるので俺はため息をついてから頼れる友人達に質問することにした。

「なぁ、二人とも。一葉楓ってどんな人だ？」

「……藪やぶから棒な質問だね。どうして今更一葉楓のことを？　吉住も十分知っていると思うけど……」

「いいから。二階堂の印象を教えてくれよ。二階堂から見て彼女はどんな人なんだ？」

　怪け訝げんそうにして二階堂はあくまで自分の印象だけどと前置きしてから、

「一言でいうなら完全無欠を地で行く女の子かな。知っての通り成績も優秀。運動神経も良いって聞くよ。その上ＳＮＳに写真や動画を投稿すれば１００％バズるスーパーインフルエンサー。神様は不公平だね」

『明和台の王子様』と女子から黄色い歓声を浴びることが多々ある二階堂をしてここまで言わせるのか、一葉さんは。二階堂はため息混じりに続ける。

「全国女子高生ミスコンの期間中に大手芸能事務所から声がいくつもかかったけど、それを悉ことごとく断ったんだって。その理由が将来の夢は普通のお嫁さんになることっていうから可か愛わいさが上限突破してるよね。私も一度でいいからそんな風に言ってみたいなぁ」

　いや、二階堂の場合はお嫁さんよりお婿さんの方が───という台詞せりふが口から出かかったがギロリと睨まれたのでそのまま吞のみ込んだ。

「普通のお嫁さんになるって……一葉さんはそんなことを言ったのか？」

　令和の時代になって芸能界入りを断る理由が普通のお嫁さんになることですってマジかよ。信じられないと思う反面、前にテレビで見た昭和のアイドルの引退宣言のセリフ『普通の女の子に戻りたい』が頭をよぎった。

「グランプリを獲とった時のインタビューで答えたそうだよ。神様に愛されているとはまさに彼女のことだね」

　あなたも十分愛されていると思うけどね、と俺は心の中で呟つぶやいた。世間一般からすれば二階堂も十分すぎるほど綺麗だと思う。

　一葉さんといい二階堂といい、自分達が如何いかに優れているかを自覚していない。これは由々しき問題だ。

「伸二はどうなんだ？　お前から見て一葉さんはどんな女の子だ？」

「二階堂さんがほとんど話したからあまり付け足すことはないんだけど。あえて言うならものすごくモテる、かな。同級生はもちろん、多くの上級生が告白しているみたいだけど悉く断られたって話だよ」

　その話なら聞いたことがある。この教室にいる男子の中にも一葉さんに告白した奴は何人もいるはずだし、サッカー部の先輩の中にも撃沈した人がいる。それだけ彼女が群を抜いて可愛いという証拠だ。

「それどころかすでに心に決めた人がいるって聞いたことがあるよ。彼女に好かれた男は幸せ者だね」

　やれやれと呆あきれながらため息交じりに二階堂は言ったが、そんな噂うわさがあるなんて俺は初めて聞いたぞ。伸二も驚いている。情報源はどこなんだ？

「私も小耳に挟んだ程度だから何とも。え、もしかして吉住、その相手が自分とか考えている？　さすがにそれは自意識過剰だよ……」

　口元を押さえて珍獣を見るような目を俺に向けてくる二階堂。伸二に至っては「あぁ、勇也、お前もか」って呟いている。あとで一発殴らせろ。

「……そんなわけあるかよ。俺には高たか嶺ねの花だよ……一葉さんは」

「フフッ、わかっているじゃん。はるか雲の上にいる女の子より、身近にいる女の子に目を向けないとね」

　笑いながら言うと、二階堂は俺の背中をバンと叩たたいて再び本を開いた。どうやらこの話はこれで終わり。ただ最後にもう一言、彼女はそっと呟いた。

「一葉楓に釣り合う男子なんてこの学校にはいないさ」

　全くもってその通りだと、俺は心中で頷うなずいた。




　　　　＊＊＊＊＊




　俺の安寧の日々は突然の嵐によってぶち壊された。

「ねぇねぇヨッシー！　楓ちゃんに告白されたってホント!?」

　昼休みに入るや否いなや、誰よりも早く教室に飛び込んできた一人の女子生徒。俺の机を弾はじき飛ばさんばかりに突撃した下手人は両手に抱えた特大の爆弾を放り投げてきた。

「……その話、いったい誰から聞いたんですかね大おお槻つきさん？」

「もちろん楓ちゃん本人だよ？　金曜日の放課後に『吉住君に告白してきます』って言っていたんだけど、結果は聞かせてもらってないんだよね。今日聞いても笑ってごまかされるし。というわけでヨッシーに直接聞こうと思ってね！」

　ニャハハと笑うこの、元気が人の形をしたような女子生徒は一葉さんのクラスメイトである大槻秋あき穂ほさん。

　ボブカットで小柄なわりには出るところは出ている合法ロリ系女子。その果実は下手すれば一葉さんや二階堂よりも大きい。歩く凶器。

　いや、今はそんなことはどうでもいい。一葉さんが俺に告白したことが公になっているだと!?　男子生徒達は殺気とか怨念とか、およそ同級生に抱いてはいけない感情を身に纏まとっているし、女子生徒は興きょう味み津しん々しんのご様子だ。ちなみになぜか隣席の友人からは極寒の視線を感じます。

「秋穂。そういうデリケートな質問はＴＰＯをわきまえないとダメだと思うよ？　ほら、勇也の顔が真っ青になっているじゃないか」

「えぇ───別にいいじゃん、減るもんじゃないんだしさ！　シン君だって聞きたいと思わないかね？　かね？」

「それはもちろん気になるところではあるけど……あぁ、なるほど。そういうことだったんだね、勇也。だから今朝あんな質問をしてきたのか」

「えっ!?　何々!?　シン君、ヨッシーにどんなことを聞かれたの!?　教えてよぉ！」

　伸二の肩を摑つかんでガクガクと揺らす大槻さん。どこにそんな力があるのか不思議に思うがイチャイチャするなら屋上でやってくれ。

　伸二が入学早々に一ひと目め惚ぼれした相手というのがこの大槻秋穂さんであり、大槻さんもまた伸二に一目惚れだったらしい。

「爆弾を投げるだけ投げたら知らんぷりか？　イチャイチャするなら初めから爆弾を持ち込んでこないでくれ」

「あぁー聞こえませーん！　楓ちゃんが朝から見たことないくらい幸せな顔をしていた元凶さんには言われたくありませーん！」

「一葉さんがどんな顔をしていたのかすごく気になるなぁ。ねぇ秋穂、写真撮ってないの？」

「フッフッフッ。そんなこともあろうかと、しっかりばっちり写真に収めておいたのさっ！　ヨッシーも見る？　見る？」

　ちくしょう。悔しいが大槻さんの言う『見たことないくらい幸せな顔』だという一葉さんがどんな表情をしていたのかものすごく気になる！　だけどここで素直に見せてくださいとお願いするのは負けた気がする。隣席からは憐あわれみの視線が向けられている気がする。

「……なんだよ、二階堂？」

「……ねぇ吉住。今の話なんだけど……一葉さんに告白されたというのは本当なの？」

　二階堂とは一年近くの付き合いになるが猛もう吹雪ふぶきのように冷たく棘とげのある声を聞いたのは初めてだ。その問いに対する答えはイエスになるのだが、素直に認めるのは火に油を注ぐ行為だ。なんて言うべきか思案していると空気を読まないバカップルの片割れが煽あおってきた。

「ねぇねぇ、ヨッシーは見たくないのぉ？　楓ちゃんの蕩とろけた笑顔、超貴重写真だよ？　見なくてもいいのかなぁ？　それとも……この先いつでも見られるっていう彼氏の余裕かな？」

　大槻さんは油どころか火薬を放り投げてきやがった！　おい、伸二！　お前の彼女はどうなってんだ!?　少しは空気を読むように手て懐なずけろ！　二階堂からの視線に射い殺ころされかねない俺の身になれ！　でも一葉さんの蕩け顔は見たい！

「もう……そういうことならもっと早く言ってくださいよ。私は勇也君に全てを捧ささげる覚悟なんですから。何なら今夜、私の身体からだを堪たん能のうしますか？　そうすれば蕩けた顔も見られますよ？」

「一葉さん！　そういうことは学校で言うもんじゃありません！　それに堪能もしません！　というかあなたは真っ昼間から何を……言って……」

　突然背後から聞こえた声に俺はほとんど反射的に返事をしたのだが、途中でそれがここ二日ほどで聞き慣れた艶のある小悪魔的な声だと気付き、恐る恐る振り向いたらまさかの一葉さんが立っていた。噓うそだろう!?　なんでいるんだよ一葉さん！

「大好きな彼氏とお昼まで会えないのがやっぱり寂しくて会いに来ただけですよ？　いけませんか？」

「よし、少し落ち着こうか。俺はまだ告白に返事をしていないから彼氏じゃない。それに堪能もしません。俺は恥じらいがある女性が好きなんですぅ。そう大っぴらに誘惑されるとむしろ引くんですぅ。わかったら出直してこい」

「……わかりました。そこまで言うなら今夜は覚悟していてくださいね？　そんなことより勇也君、お昼ご飯を食べませんか？」

　そう言って一葉さんが掲げたのは桜色のバッグ。その中には俺が今朝詰めたお弁当が入っている。ちなみに俺は色違いの空色のバッグが鞄かばんの中に入っている。

　これはこの間の買い物の時にどうしてもお揃そろいがいいと一葉さんが駄々をこねたから仕方なしに買ったのだ。別にお揃いだからといって喜んだわけじゃないぞ。

「そうだよ、勇也。のんびりしてたら昼休みが終わっちゃうよ。聞きたいことは山ほどあるんだからさ」

「フッフッフッ。色々聞いちゃうから覚悟しろよ、ヨッシー！　いつもいつも私のことをバカップルと言っていた仕返しを今日果たしてやるからな！」

　にゃははと悪代官のように笑いながら伸二と仲良く手を繫つないで大槻さんは歩き出す。向かう先はカフェテリアだろう。そんな二人の後ろを一葉さんが軽やかな足取りで付いて行くが教室を出る寸前で振り返った。いちいち絵になるなぁ。

「ほら、何をしているんですか勇也君。早く行きますよ！　お前の席ないから！　って言わせないでくださいね？　そうなったら勇也君の席は私の膝の上ですよ？」

　それはご褒ほう美びでもあるが公開処刑でもある。それは何としてでも回避しなければならないので俺は慌てて鞄から弁当箱の入ったバッグを取り出して立ち上がる。

「……なぁ、吉住。一つ聞きたいことがある」

　みんなの後を追うため歩き出そうとしたとき、沈黙していた隣人が絶対零度の声音で声をかけてきた。思わず一歩後ずさる。

「……なんだよ、二階堂」

「吉住が今手にしている青いバッグと一葉さんが持っていたピンクのバッグはお揃いだよね？」

　もしかして二階堂は名探偵なのか!?　ってそんな冗談を言っている場合じゃない。一葉さんがこれ見よがしにバッグを見せていたから勘のいい奴やつなら気がついてもおかしくない。

「沈黙は肯定と取るけどいいかな？」

　俺の態度から確信を得た二階堂は登校前に買っている菓子パンの入ったコンビニ袋を手に立ち上がった。おい、どこに行く気だ？

「私もご一緒させてもらおうと思ってね。まさかダメとは言わないよね？」

「……あ、あぁ。もちろんいいとも」

　俺は背中に冷たい汗をかきながら答えると、ありがとうと二階堂は小さく笑った。四人で食べるのも五人で食べるのも大差ないだろう。これでひとまずは大丈夫かと思ったがそうは問屋が卸さないのが世の常だ。

　視線の先には扉からひょっこり顔をのぞかせる一葉さんの姿が。しかもその頰はフグのように膨らんでいる。

「むぅ……勇也君の浮うわ気き者」

　小さい声だが確かに聞こえた一葉さんのぼやき。

　なんて日だ！　と心の中で全力で叫んだ。

　そもそもの原因はあなたが大槻さんに色々話したからじゃないですか！
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　明和台高校では食堂のことをカフェテリアとオシャレに呼んでいるが、だからと言って特別変わっているわけではないごく普通の食堂だ。

　提供されているメニューは日替わりで種類は少ないが安くて美味おいしいと評判だ。さらに運が良ければサービスで大盛にしてくれる優しさもある。手作りの総菜パンも人気が高く、こちらは毎日争奪戦が行われているほどだ。

　席を取るのは至難の業わざなのだが、この日は大槻さんの大活躍によって奇跡的に五人分の座席を確保することが出来た。どんな手段を使ったのかは企業秘密らしい。

　ちなみに席順は一葉さん、俺、二階堂が並び、対面に大槻さんと伸二が座る布陣である。

「うわぁ……すっごい美味おいしそうなハンバーグ！　これ楓ちゃんが作ったの!?　お店で出てくるみたい！」

「ありがとう、秋穂ちゃん。よかったら食べてみますか？」

「本当に!?　やったぁ！　それじゃ遠慮なく……うわぁ、ナニコレ美味しい！」

　瞳をキラキラさせながら楓さんお手製ハンバーグを食べる大槻さんは、何ていうかマスコット的な可か愛わいさがある。

「……ねぇ、吉住。私もそのハンバーグを食べたいなぁ。頂戴？」

　何を思ったのか唐突に二階堂が話しかけてきた。彼女のこの一言で穏やかだった空気が引き締まる。だが二階堂はお構いなしに言葉を続ける。

「たくさんあるんだし一口くらいいいだろう？　私も好きなんだよね、ハンバーグ」

　いつにも増して二階堂が何を考えているかが一切読めない。というか、一葉さんが大槻さんにあげるのと、俺が二階堂にあげるのとでは色々意味が違ってくると思うのだがその辺はどうお考えですかね？

「何か気にすることでもあるの？　あぁ、別にあーんをしてほしいとかはないよ？　箸を貸してくれたら私が食べたい分だけ切って食べるから安心して。だからさっさと箸をよこせ！」

　なるほど。嬉うれしくもあり恥ずかしくもある食べさせ合いはしなくてもいいのか、などと安あん堵どするほど俺は馬鹿じゃない。二階堂に箸を貸してそのまま使って食べるということはすなわち間接キスをするということだ。いや、思春期男子じゃあるまいしそんなことで慌てるような俺ではないぞ!?　断じてない！　だが俺以上に慌てた人がこの中に一人いる。

「に、二階堂さん！　同じハンバーグなので私の分を食べてください！　腹ペコな勇也君の分はとらないであげてください！」

　俺越しにずいっと一口サイズに切り分けたハンバーグを二階堂の前に差し出す一葉さん。さすがに面食らったようだが当初の目的は達せられるので大人しくパクリと食べた。

「うわっ……ナニコレすごく美味しい」

「だよね哀ちゃん！　このハンバーグめっさ美味しいよね！」

　二階堂の手を握ってブンブンと振る大槻さん。そしてしれっと『哀ちゃん』呼びか。懐ふところに飛び込み、距離を詰めるのが上手うまいんだよな、大槻さんは。

　ただし、やられる方はあまりの出来事にびっくりするので今の二階堂のように目を丸くする。俺もそうだったし。あまり見ない動揺する二階堂が面白くて我慢できずに笑いがこぼれてしまった。

「……なに笑っているんだよ、吉住？」

　それだけのことで不機嫌さを全開にして睨にらむのはやめてくれませんかね。女の子に睨まれて喜ぶような性格じゃないんだよ、俺は。

「……勇也君、二階堂さんととても仲がよろしいんですね。お二人はどういうご関係なんですか？」

　一葉さんが頰を膨らませながらジト目で尋ねてくる。

「どういう関係もなにも、隣の席に座っているただのクラスメイトだよ。それ以上でも以下でもない。そうだよね、吉住？」

　二階堂の言葉に噓はない。噓はないが言葉の節々に棘を感じるのはなぜだろう。一葉さんの目つきが鋭くなったような気もするし、なんだよこの状況は。

「あ、あぁ。そうだな。二階堂とはただのクラスメイトだから。安心してよ、一葉さん」

「そんなことよりも。私はこのお弁当について聞かせてほしいかな。お揃いの弁当箱に中身もまったく同じ。これってどういうことなの？」

　躊躇ためらうことなく懐に切り込んでくる二階堂。固かた唾ずをのんで見守る伸二と大槻さん。俺がなんて答えようか悩んでいると一葉さんが不敵に笑いながらその問いかけに答えた。

「何って……勇也君お手製の愛夫弁当ですよ？」

　それが何か？　と言った一葉さんの表情はどこか勝ち誇っているように見えた。いや、待て。どうしてそんな挑発的な態度をとるんだ!?　一葉さんらしくないぞ！　やばい、二階堂のこめかみがピクピクと揺れている。これは頭に来ている証拠だぞ。

「落ち着け、二階堂！　愛夫弁当って言ってもこれは単に昨日の残り物を詰めただけだ。だからそんな大したものじゃ───」

「そもそも。このハンバーグを作ったのは一葉さんなんだろう？　それを吉住が今朝詰めた。これが何を意味するのか、とても気になるね」

　あっ、自爆した。今の俺の言い分はほとんど答えを言っているようなものじゃないか。現に二階堂はいつの間にか名探偵から尋問官にジョブチェンジしている。これはまずい！

「何を意味するも何も決まっているじゃないですか。だって私と勇也君は同どう棲せいしているんですから。ね、勇也君？」

　ぎょっと目を見開く二階堂に、わぉとアメリカンなリアクションをする伸二と大槻さん。ちなみに俺は全力で頭を抱えた。

「吉住……どういうことかちゃんと説明してくれるよね？」

　口元こそ笑っているが目は笑っていない。背後に夜や叉しゃの幻影をまとった二階堂の圧力に俺は力なく頷うなずくしかなかった。

　楽しい昼休みが一転して大嵐になった瞬間である。
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「走れ走れ！　ぶっ倒れるまで走り続けろ！」

「今のボール追い付けるだろう!?　なんで諦めたんだよ、吉住！」

「日暮ともども、リア充は爆発しやがれコンチクショウ！」

　放課後。サッカー部の練習は何故なぜか気合が入っていた。今日は珍しく紅白戦をしているのだが───ちなみに俺は赤組───俺に対する扱いが敵味方関係なくとてつもなく酷ひどかった。おい、最後の言葉を言ったのは誰だ？　せめて私し怨えんを隠す努力はしてくれ。

「はぁ……はぁ……くそっ。先輩達気合入れすぎだろう」

　ゴールポストに手をつきながら俺は乱れた息を整える。なんだよ今のパスは。カウンターを仕掛けるのはいいとしてもＤＦラインからロングパス一本とか信じられない。球足が速すぎる上に精度も低いから尚質たちが悪い。追い付けるはずもなく、おかげで無駄に走らされることになった。

「まぁ原因は間違いなく……ったく、なんで見ているんだよ、一葉さん」

　そう。先輩達の突然のやる気の源は教室の窓からグラウンドを笑顔で眺めている一葉さんだ。あっ、目が合った。手を振るんじゃないよ。ちょっと嬉しいけどそれを見た先輩達の視線に殺気が籠るから。

「勇也君、ファイト！」

　手を振るだけにしておいてくれませんかねぇ!?　個人的に応援されるとされなかった先輩達の闘志にガソリンぶちまけることになって益ます々ます俺への当たりが強くなるんですけど。

「日本一可愛い彼女に愛されていると大変だね、勇也」

「うるせぇよ、伸二。それにまだ彼女じゃないって言ってんだろうが」

「一時的とはいえ一つ屋根の下で暮らしておいてまだ付き合っていないとか……変なところで頑固だよね、勇也は。さっさと素直になればいいのに」

　一葉さんのあの爆弾発言を受けて俺は仕方なく事情を話すことにした。と言ってももしもの時を想定して作った物語だが。脚本家は桜さくら子こさん。その内容はこんな感じだ。




　俺の両親が知らないところで多額の借金を作っており、家に帰ったらもぬけの殻になっていた。

　呆ぼう然ぜんとしているところに消費者金融の怖いお兄さん（タカさん）達が取り立てにやってきた。これはヤバイと思っていたところに父の旧友であり一葉さんのお母さんでもある弁護士の桜子さんがやって来て助けてくれた。

　だが借金返済のために家は手放さなければならなくなった。両親は蒸発し、住む場所も失って何が何だかわからず困惑する俺に桜子さんは「両親が帰ってくるまで家うちで暮らすといいわ。むしろそうするようにあなたのお父さんに泣いて頼まれたから」と言ってくれて今に至る。終わり。




　ちなみにこの作り話を聞いた時の一葉さんの感想は、

「私が勇也君を助けてくださいってお願いしたのにお母さんの功績になってませんか!?　これはおかしいです！　書き直しを要求します！」

　もちろんこの意見は却下された。一葉さんの言う通りにしたら色々誇張されかねない。

　噓うそをつくならすべてを噓で塗り固めるのではなく、適度に真実をちりばめることで信じられやすくなると桜子さんは言っていたがその通り、誰一人として疑うことはなかった。一葉さんただ一人不満そうにしていたけどな。

　ちなみに二階堂は、

「……二人は一つ屋根の下で暮らしているけど付き合っているわけじゃないってことでいいのかな？」

　と釈然としない様子で尋ねてきたので俺はもちろんそうだと即答した。その後、二階堂は口を閉ざし、午後の授業中もずっと静かで話しかけても空返事だった。

「というか、伸二。なんでお前がここにいるんだよ。守備はどうした？」

「大丈夫だよ。先輩達は一葉さんにいい所を見せようとすごく張り切っているから僕や勇也がいなくても守れるって」

「それは攻撃している白組も同じだろうに。まったく。普段からこれくらいやる気を出してくれたら都大会も勝ち抜けるんじゃないか？」

　今一やる気がないのだ、我がサッカー部は。でも個人の能力が低いわけではないから伸二のような突出した天才パサーがいれば、なんちゃってストライカーの俺でも十分得点は取れる。あとは守備が成熟すればいい線まで行ける目はある。

「勇也が一葉さんと付き合って、彼女にサッカー部のマネージャーになってもらえたら多分全国制覇できるんじゃない？」

「ハハハ。冗談はよし子さん。一葉さんがマネージャーになったら俺の気が休まらねぇよ。それより、無駄口はこの辺で終わりにして点を取りに行くぞ」

　冬だというのに走り回ったせいで汗をかいて湿った前髪をかき上げながら相棒に拳を向ける。伸二はひゅぅと口笛を一つ吹いてからトンと拳を合わせた。

「そうだね、ここらで一葉さんに勇也のカッコイイところを見せておこうか。おぜん立ては任せてよ、ストライカー」

「ハッ。別にさっきから大きな声で声援を送ってくれている一葉さんに良いい格好見せようなんて思ってないんだからな！　紅白戦に勝ちたいだけだからな！」

「はいはい。ツンデレ、ツンデレ。むきになる勇也、可か愛わいいなぁ」

　笑いながら走り出す伸二。おい、それはどういう意味だ！

「勇也く────ん!!　頑張れぇ────！」

　窓から応援の声を出すな。なんで今日に限って応援なんてするんだよ。これまでは気付かれないように黙って見ていたんじゃなかったのかよ。だけど───

「───応援されるのは悪い気がしないな」

　声援は時として実力以上の力を発揮させるという。なら今日は一葉さんの声を聞きながら、行けるところまで行ってみますか！

　その後。俺は伸二からの絶妙なパスをもらって得点を重ねて、紅白戦は赤組の３対０で勝利に終わった。全ての得点を叩き出してハットトリックを果たした俺は先輩達から称賛されることはなく、むしろ嫉妬の視線を向けられた。解げせぬ。

「きゃぁぁぁぁぁぁぁ勇也君カッコイィイイィィィイ!!!」

　なるほど。一葉さんが全力ではしゃいでいるせいか。というか一葉さん、キャラ崩壊していませんか？　そんなハイテンションでしたっけ？　俺の居残り練習を静かに見ていたんじゃありませんでしたか？

「愛されてるね、勇也」

「お黙りなさい、シン君」

　ニヤニヤしているバカップルの片割れにして最高の相棒である伸二の笑顔が、この時ばかりは無性に腹が立った。
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　その日の夜。風ふ呂ろから上がった俺は冷蔵庫に入っているアイスを食べようとリビングに向かうと意外な光景に出会った。

「ふぅ……ふぅ……ふぅ……」

　一ひとつ葉ばさんは前腕と肘、そしてつま先を地面につきカラダを浮かせるエクササイズ、俗に言うプランクを行っていた。

　どうやらスマホでトレーニング動画を流しているようで、その指示に従ってお尻を上げるメニューや片足を上げてキープするメニューを黙々とこなしている。

「ふぅ……これで今日のノルマは完了……」

　最後まで俺に気付くことなく一葉さんは全てのプログラムを終えたようだ。激しい運動をしたわけではないが額には汗が滲にじんでいるのがわかる。

「お疲れさま、一葉さん。はい、これでも飲んで休憩して」

「ありがとうございます。はぁ……運動後の水分補給はたまりませんね───って勇ゆう也や君!?　いつからそこに!?」

　そこまで驚くことないじゃないか。いつからいたかと聞かれても、時間にしてもせいぜい五分くらいじゃないか？　それにしてもすごいな、一葉さん。俺も部活でプランクをしたことがあるのであれの辛つらさは身に染しみている。

「いえ、そんなことないですよ。毎日の日課ですから」

　そう言ってにこっと笑う一葉さん。なんてことない風に話しているが、こうした努力の積み重ねが日本一可愛い女子高生に選ばれた秘ひ訣けつだったのかと俺は理解した。女神のような完璧なプロポーションは一日にしてならず。となるとプランクの他にも色々なことをしているんだろうな。俺、気になります。

「プランク以外にしていることですか？　それは……内緒ですっ」

　しぃーと可愛くポージングする一葉さん。なんだよ、教えてくれたっていいじゃないか。別に減るもんじゃないんだし。

「女の子は秘密があることで綺き麗れいになるんです！　だから勇也君でも教えられません」

　そう話しながらお茶を飲み干した一葉さんは立ち上がった。向かう先はお風呂場だろう。運動して搔かいた汗を流してゆっくりして来てくださいな。

「はい、そうさせてもらいます。あっ、なんなら勇也君も一緒に入ります？　むしろ入りませんか!?　背中流してください！」

「……早く行ってきなさい」

　俺は呆あきれながら背中を押してリビングから追い出した。勇也君のいけずぅという嘆きの声が聞こえたが聞こえないふりをした。
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「なぁ、二に階かい堂どう。いえ、二階堂さん。これは一体全体どういうことなのでしょうか？」

　愛夫弁当騒動から数日後の昼休み。この時間まで朝の挨あい拶さつ以外会話をしていない隣席の二階堂が無言ですぅと俺に和柄の包み箱を差し出してきた。その様子を振り向きながら見ていた伸しん二じは驚きのあまり口をあんぐりと開けていた。ちなみに教室にいる生徒からは羨せん望ぼうやら嫉妬やらが入り混じった視線を向けられている。

「見ればわかるだろう？　私の手作りのお弁当だよ。と言っても余り物を詰めただけだけど」

　アハハと苦笑いをしながら答える二階堂の頰は心なしか赤いがそれはきっと暖房が効きすぎて暑いからということにして、俺は戸惑いながらそれを受け取った。




『二階堂さんの手作り弁当ですって!?　なんて羨ましい……！』

『どうしよう……どうやったらあのお弁当を食べられるのかな？　吉よし住ずみ君を倒す？』

『吉住の野郎……一ひとつ葉ばさんだけでなく二階堂さんからも手作りのお弁当をもらうだと？　許さねぇ……絶対に許さねぇ……』




　うん、全部無視だな。っておい、笑顔でクラスメイトファンに手を振るな。余計に燃えるだろう！

「別にいいじゃないか。一種のサービスみたいなものさ」

　さすが王子様。満面の笑みを浮かべて手を振るだけで胸を押さえて卒倒する女子生徒がチラホラ。漫画でしか見ない光景だな。

「それにしても。二階堂が弁当を作って来るなんて珍しいな。どういう風の吹き回しだ？」

「フフッ。そうだね……あえて理由を言うなら吉住への嫌がらせかな？」

「……なんだよ、その無駄に凝った嫌がらせは。嫌がらせで弁当作って来るなんて聞いたことないぞ？」

　呆れながら言って二階堂を睨にらむが、彼女は全く意に介さず口笛を吹いて惚とぼける。そうこうしていると廊下からドタバタと駆け足が聞こえてきた。

「勇ゆう也や君！　一緒に昼ご飯の時間ですよ！」

　さながら駆け込みで電車に飛び乗るような勢いで教室に入ってきた一葉さん。その手には青とピンクのバッグが握られているが、俺が手にしている和柄の包みに気が付くと一瞬で頰を膨らませた。瞳もなぜか潤んでいる。可愛い。

「勇也君……その手に握っているものは何ですか？　もしかして───」

「一葉さんの想像通りだよ。一足遅かったね」

　フフッと笑い、ドヤ顔で言い切る二階堂。まさかこいつ、この嵐のような状況を作りたいがためにわざわざお弁当を作って来たのか？　そういうことならこれは確かに嫌がらせだが、何ともまぁ手間のかかることを。

「迂う闊かつでした……こんなことならやはり今朝は一緒に登校するべきでした」

　唇を嚙かみながら自分の選択を悔やむ一葉さん。いや、一緒に登校できるはずないでしょう。だってあなた、今日はいつも以上に起きるのが遅かったじゃないですか。

　俺が寝た後にこっそり寝室を抜け出して台所でゴソゴソと何かしていたのを気付かないと思っていたのか？　明日のお弁当は私が作りますから！　と張り切っていたけど、そのせいで遅刻しそうになったのでは申し訳ないので無理はしないでほしいな。

「ゆ、勇也君。私の作ったお弁当……食べてくれますよね？」

「えぇ───私が先に渡したんだから私のお弁当を食べるのが筋だと思うけどなぁ？」

　二階堂の奴やつ、完全に遊んでいるな。一葉さんは泣きそうなくらい真剣だが、二階堂はしてやったりのドヤ顔だ。ここはなんて答えるのが正解なんだ!?

「フッフッフッ。話は聞かせてもらったぜ、ヨッシー」

　あっ。今一番来てほしくないトラブルメーカーが無駄に自信満々な様子で会話に参入してきた。大おお槻つきさんは俺の前に立つと楓さんと二階堂にある提案をした。

「二人とも。どちらか一方のお弁当を食べてもらうのではなく、ここはヨッシーにどちらのお弁当が美味おいしいかジャッジしてもらうのはどうかな？」

「なるほど。それはいい考えですね。さすが秋あき穂ほちゃんです！」

「仕方ない。そこが妥協点だね。勝ち負けに興味はないけど吉住が食べてくれるなら是非もない」

　名案だと大槻さんを褒める一葉さんと白々しく頷うなずく二階堂。俺の意見はなしですか、そうですか。というか初めから二つとも食べると言っておけばよかったのでは？　そうすればジャッジをすることにはならなかったのでは!?

「どちらかを選ぼうとする勇也の姿勢、僕は好きだよ」

　伸二にポンと肩を叩たたかれて慰めの言葉をかけられる。他人ひと事ごとだと思って楽しみやがってちくしょう。
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　カフェテリアに移動した。席順は前回と異なり、一葉さん、一つ席を空けて二階堂が座り、対面に大槻さん、伸二、俺という並びだ。

「先行は私です！　はい、勇也君」

　ここに来るまでの道中でじゃんけんをして決めたらしく、まずは一葉さんが俺の前にお弁当を差し出して蓋を開いた。

「おぉ……！　これはまさにお弁当に入れてほしいおかずランキング上位の唐揚げと玉子焼きの黄金コンビ！　楓かえでちゃん、勝ちに来てるねぇ！」

　いや、勝ちにいくも何もこんなことになるなんて誰も予想していないんだから偶然だろう。え、偶然だよね？

　まぁ気にしても始まらないし、一葉さんの瞳が「早く食べて」と訴えているので俺は考えることをやめて唐揚げに手を伸ばした。

「ど、どうですか？　美味しいですか？」

　固かた唾ずをのんで見守る一葉さん。隣に座る二階堂は仇きゅう敵てきを睨むがごとく、目つきを鋭くして一葉さん作の唐揚げを睨みつけている。

「……うん、美味おいしい。なんか和風な旨うま味みと香りがするんだけど何か工夫した？」

「さすが勇也君です！　よく気が付きましたね！　そうです。揚げる前にかつお節をお肉に絡からめたんです！」

　唐揚げにかつお節とは意外な組み合わせではあるが、口の中に旨味が広がってすごく美味しい。どこでこんなレシピを学んだのだろう？

「それは……禁則事項ですっ」

　はい、可か愛わいい。もう禁則事項でいいや。お腹なかが空いていることもあり、あっという間に完食した。

「それじゃ次は私の番だね。吉住、残さず食べてくれよ？」

　続けて差し出された二階堂のお弁当箱。その中身は偶然にも一葉さんとまったく同じ唐揚げに玉子焼きの組み合わせだった。

「おっ……おぉ!!　まさかのおかず被かぶり！　これは予想外の展開だぞぉ！　唐揚げの完成度が勝負の分かれ目になりそうだぁ！」

　やかましい実況と解説をどうもありがとうございます、大槻さん。でも少しは静かにしてくれないかな？　落ち着いて食べられない。

「───!?　っえ、なんだろうこの味。美味しいけど食べたことない」

「下味にお味み噌そを使ったんだ。吉住の口に合ったみたいで安心したよ」

　思わず感嘆のため息がこぼれた。あっさりとした上品な風味と嚙んだ瞬間に口の中にほのかに薫るごまの香り。何かひと手間加えたのか？

「あぁ、それは揚げるときにごま油を混ぜたからだね」

　不敵に笑う二階堂。これはどちらも甲乙つけがたいぞ。というか二階堂、嫌がらせにしては本気出しすぎじゃないか？

「玉子焼きは少し焦げがあるけど───っあ……」

　さてどちらに軍配を上げようか悩みながら玉子焼きをパクリと食べた瞬間。俺は箸を落としそうになった。この味は───

「あれ？　もしかして美味しくない？　前に吉住が好きだって言っていた味つけで作ってみたんだけど……」

「いや、大丈夫。すごく美味しいから。うん、美味しいよ」

　随分前に話したことを覚えているんだな。

　結局俺は二階堂の作ったお弁当も残さず食べた。最後の方はお腹も膨れてきて大変だったがせっかく作ってくれたものを残すわけにはいかないから頑張った。

「さてさて、ヨッシー。ウキウキなお昼休みももうすぐ終わりが近づいてきているわけだけども。どっちが美味しかったか決めたかな？」

「……あぁ、決めたぞ」

「おっ、やるじゃないかヨッシー。それでは発表してください！　楓ちゃんか、それとも哀あいちゃんか!?　さぁ、どっちだ!?」

「……二階堂」

　フフンと勝ち誇る二階堂。崩れ落ちる一葉さん。

「お弁当対決を制したのは哀ちゃんだぁぁっ!!」

　大槻さんが叫ぶのと昼休みの終わりを告げるチャイムが鳴ったのは同時だった。
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　その日の夜。いつものように練習を終えて部活から帰宅した俺を待ち構えていたのは、ものすごく不機嫌なご様子の一葉さんだった。

　わざわざ玄関で出迎えてくれたのはいいがそのお顔はふくれっ面つら。つい指で押すとぷふぅと音を発するので思わず笑ってしまったが、それがさらに一葉さんの機嫌を損ねてしまった。

　それは食事中も続き、俺が声をかけても無言だし、プイッとそっぽを向いて目も合わせてくれない。これは困った。本当に困った。

「……どうしてですか？」

　夕飯を食べ終えて、食器を洗っていると一葉さんがボソッと呟つぶやいた。その声から不満たっぷりであることがひしひしと伝わってくる。

「どうして……二階堂さんのお弁当だったんですか？　そんなに美味しかったんですか、二階堂さんの唐揚げ」

　機嫌が悪いというよりもむしろ納得がいっていないという感じかな。俺も最初は一葉さんに軍配を上げるつもりでいた。唐揚げの好みで言えば一葉さん作の方が好きだ。だけど───

「理由は玉子焼き、かな。もちろん一葉さんの作った玉子焼きも美味しかったよ？　出汁だしも利きいていてどこかの料亭で出てくるような味だった。見た目も綺き麗れいだった」

「……それじゃ、二階堂さんの玉子焼きはどんな味だったんですか？」

「甘かったよ。砂糖を入れすぎじゃないかってくらいにものすごくね。昔母さんが作った玉子焼きにそっくりだった」

　少し焦げ付いた感じとかも含めて、二階堂が作った玉子焼きはあまりにも母さんが作ってくれた玉子焼きに味が似ていたのだ。

「でもこれは俺の好みを知っていた二階堂だから出来た事かな。前に話したことがあったんだよ。玉子焼きは甘い派か甘くない派かってね」

　確かあれは夏前の体育祭の頃か。お約束の弁当の中身の話になって、そこから話が広がって玉子焼きの好みの話になった。それで偶然俺と二階堂が甘い方が好きって知った。その時の会話を覚えていたのだろう。まさかここまで甘党だとは思わなかったが。

「それが二階堂のお弁当を選んだ理由かな。これがなければ一葉さんのお弁当を選んでいたよ」

「そうですか。そういうことならお弁当の件は納得します。ですが！　私が拗すねているのにはもう一つ理由があります！　むしろこっちの方が拗ねポイントの配点は高いです！」

　えぇ。お弁当が主たる拗ねた理由じゃないんですか？　というか拗ねポイントってなんですか？　配点は１００点満点中の何点なんですか？

「そうですね、お弁当が20点でこっちが80点といったところですかね。それだけとても重要かつ由々しき問題なんです！」

　えぇ!?　八割の得点配分とか超重要問題じゃないか！　ここを解決しないことには一葉さんの機嫌は絶対に直らないということか。それはいったい───!?

「どうして私は〝一葉さん〟で二階堂さんは〝二階堂〟なんですか!?」

「…………はい？」

　俺は言っている言葉の意味がわからず、呆ほうけた声を出してしまった。それが気に食わなかったのか一葉さんは地団駄を踏みながら抗議を続けた。

「二階堂さんは呼び捨てにしているのに私のことはさん付けなのはそこはかとなく壁を感じます！　私だって勇也君から〝楓〟って呼び捨てにされたいです！　むしろしてください！」

　俺くらいになると気が付くが、しれっと名前で呼んでほしいと要求してきているぞ、この人。さすがにそれは恥ずかしいから勘弁してほしい。

「そもそも、どうして二階堂さんのことは二階堂って呼んでいるんですか？　なにか理由でもあるんですか？」
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　そんなことを言われても理由なんてないと思う。距離の詰め方が上手うまいんだよ、二階堂は。

　二階堂とはたまたま席が隣になって、お互いスポーツをやっているということで話が弾み、そこに共通の趣味も加わって馬が合った。

　最初はお互い〝吉住君〟〝二階堂さん〟って呼んでいたけど二階堂は男より男らしい王子様気質だから、気が付けば気さくに〝吉住〟と呼ばれるようになっていた。だから俺も〝二階堂〟って自然と呼ぶようになっていた。

「むぅ……私も勇也君と心の距離を縮めたいです」

　何度見ても見飽きない一葉さんのフグ顔。だが今回はそれに加えて上目遣いという最大級のおまけつき。ドキッと心臓が高鳴るくらいの破壊力があり、俺は思わずたじろぐ。反則だろう、それは。

「私だってこう見えて勇気を出して〝勇也君〟と呼んでいるんですよ？　だから勇也君も私のことを名前で……〝楓〟って呼んでほしいです。ダメ……ですか？」

　上目遣いでつぶらな瞳を潤ませて俺を見つめてくる。ＣＭで一世を風ふう靡びしたチワワのような健けな気げなその姿に冬だというのに額に汗が滲にじみだす。ゴクリとつばを飲み込みながら、しばしの間、静寂がリビングに訪れる。

「……勇也君」

「んんっ…………くぅっ……」

　己の中でせめぎ合いながら、目の前の美少女からの健気な訴えにも抗あらがうという前ぜん代だい未み聞もんのにらめっこ。だがそれはすぐに終わりを迎える。この勝負、勝てるわけがない。

「わかった。わかりました。俺の負けだよ、楓さん」

　うわぁ、ナニコレ思っていた以上に恥ずかしい。絶対今の俺の顔は真っ赤になっている。火を噴くレベルの赤さだよ。でも楓さんも負けず劣らず収穫時のトマトのように頰が赤くなっていた。

「嬉うれしいです。ありがとうございます、勇也君」

　そう言う楓さんの、夕ゆう陽ひのように頰を染めながらはにかむ姿はまさしく天使であり、俺はただただ照れることしかできなかった。
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　フッフッフッと私は一人リビングで静かに笑う。

「ついに……ついに勇ゆう也や君に名前で呼んでもらえました。今日は記念日ですっ」

　恥じらいながら、でもしっかりと〝楓かえでさん〟と呼んでくれた。名前で呼んでもらっただけなのにこんなに嬉しい気持ちになるなんて。ニヤニヤが止まらない。

　そんな勇也君は只ただ今いま入浴中。この時間を利用して私は日課のトレーニングとお肌のコンディショニングをすることにした。

　そうは言ってもやっているのは、スチーマーという機械で顔全体に温かいスチームと冷たいミストを交互に浴びることと保湿用のフェイスマスクを着けることくらい。でもこれらを始めてから肌の艶とハリが良くなりもっちりとした豊潤肌になった気がする。これで勇也君にいつ触られても大丈夫です！　えへへ。

「はぁ……気持ちよかった。お待たせ、一ひとつ葉ばさん。お風ふ呂ろどうぞ───って、何その機械？」

　はっ!?　いけない。名前で呼ばれたことが嬉しかったのと色々考えていたら勇也君がお風呂から上がってしまいました！　お風呂上がりの勇也君の色気、たまらないです。しっとり濡ぬれた髪。ほんのり蒸気した肌。漂う爽やかな香り。じゅるり。

「どうしたの、一葉さん。ぼーっとしているけど大丈夫？　熱は……ないみたいだね」

「ひゃぅっ!?　勇也君!?　いきなり何を!?」

　ぴたっと私の額に手を当てて自分の額の温度と比べる勇也君。そんな不意打ちは卑ひ怯きょうでは!?　しかも顔も近いし安あん堵どの微笑は輝いて見えます！

「だ、大丈夫です！　何でもありませんから！　それよりもこの機械のことですよね!?　これはスチーマーという美容家電で───」

　突然の出来事に軽いパニック状態になりながら私は話した。勇也君はうんうんと頷うなずいたりへぇと驚いたり。こんな話を聞いて楽しいのかな？

「そうだね……楽しいというよりは嬉しいかな？　一葉さんの可か愛わいさは毎日の努力の積み重ねだって知ることが出来てさ。このことを知っているのは俺だけでしょう？　それがすごく嬉しいんだよね」

　頰をぽりぽりと搔かきながらはにかんだ笑顔で話す勇也君。あぁ、毎日頑張って来て良かったぁ。勇也君に可愛いって思ってもらえるのは何よりも嬉しいです。でも、一つだけ注文があります！

「な……何かな？」

　あっ、視線を逸そらしましたね？　ということは私の要望が何かはわかっているはずですがあえて言わせてもらいます！

「か・え・で。名前で呼ぶって約束ですよ？　もう忘れちゃったんですか？」

「……善処します」

　勇也君は俯うつむきながらか細い声で言った。その顔が紅葉したみたいになっているのがとても可愛かった。







[image: 第６話　さっさと素直になったらどう？]

　一ひとつ葉ばさん、ではなく楓かえでさんと呼ぶようになった夜に、可愛くあるために毎日頑張っていることを知った。やはり一葉楓は一日してならず。完璧な美少女であるためには見えないところで努力していたんだなと感動した。

　そして迎えた朝。いつもと同じ時間に起床して一人でこっそり登校しようと思っていたが、珍しいことに楓さんは早起きしてきた。昨日の天気予報では今日は一日快晴と言っていたけど、これから雪でも降るのかな？

「そ、それはあまりにも失礼ではありませんか!?　私だって頑張るときは頑張るんですよ！」

　トーストを齧かじりながらドンドンとテーブルを叩たたいて抗議する楓さん。心なしか目の下に隈くまが出来ているのが気になるが、あえてそこには言及しないようにしよう。起きられないからって寝てないなんてことないよな？

「せっかく勇ゆう也や君が私のことを名前で呼んでくれるようになったんですよ!?　その翌日は何としてでも勇也君と一緒に登校したかったんですぅ！」

「そんなこと言われても……さすがに恥ずかしいといいますかあらぬ誤解を生むといいますか……って、一葉さん？　どうしてそんな不満そうな顔をされているんですか？」

「むぅ……いいじゃないですか！　一緒に登校しましょうよぉ！　それに一葉さんじゃなくて楓さんです！」

「ご、ごめん……ごめんって、楓さん。今後気を付けるからガクガク揺らさないで！　脳が揺れるから！」

　胸倉を摑つかまれて前後に震度６くらいの勢いで揺さぶられる。止めてくれ、食べたばかりの食パンがせりあがってくるから！

「勇也君が！　一緒に！　登校するって言うまで！　揺らすのを止やめない！」

「わ、わかった……わかりました……一緒に登校しますから……というか楓さん、絞まってる。絞まっているから……！」

「本当ですか!?　その言葉に偽りはありませんか!?　というか今更取り下げることはできませんからね！」

「だ、大丈夫だから……取り下げないから……だから楓さん……お願いだからそろそろ放して……」

「えへへ。やりましたぁ。初めての勇也君と一緒の登校です！　これは記念すべき日ですね！　祝日にしたいくらいです！」

　ようやく解放されて俺は酸素を思い切り吸い込む。

　楓さんの言う通り、ある意味記念日というか記憶に残る一日になるだろう。日本一可愛い女子高生に選ばれた一葉楓が男と並んで登校してきたら間違いなく大騒動になる。あぁ、心臓が痛い。

「フフッ。そうと決まれば早く準備しないとですね！　いつもより気合を入れて準備しないと！」

「いや……別にそんな気合入れなくても……」

「いいえ！　勇也君はわかっていません！　女の子は常在戦場！　いついかなる時も好きな男の子の前では命がけなんです！」

　よし、わからん。わからんことを考えても時間の無駄だから俺は洗い物をさっさと済ませて死地へ赴くことへの覚悟を決める。

　だがそんなつかの間の平穏でさえ楓さんは与えてくれなかった。ドタバタと慌てた足音が聞こえてきて、勢いよく扉が開いた。

「勇也君！　どっちの下着が可愛いと思いますか!?」

「か、楓さん───!?　え、ナニ!?　なんで上半身裸なのさ!?　意味がわからないんだけどぉ!?」

　リビングに戻ってきた楓さんはつい先程まで着ていたはずのパジャマを脱いで上半身裸だった。一切の穢けがれなき新雪の柔肌と魅惑の果実を惜しげもなくさらけ出しているので一般的健全な男子高校生である俺には刺激が強すぎる！　不幸中の幸い（？）なのは両手にそれぞれ握られている下着のおかげで丸見えではないということだ。

「どうしましょう、勇也君。どっちの下着が可愛いと思いますか？」

「なんでそれを俺に聞くのさ!?　え、ほんとなんで!?」

「だって、今日は初めて勇也君と一緒に登校する日になるんですよ？　なら勝負下着を着けるのが当たり前ではないですか？」

　いや、そんな当たり前の話は聞いたことがない。そういうことは登校じゃなくてデートとかに気にするものじゃないのか!?

「私にとってはとても大事なことなんです！　さぁ、勇也君！　可愛いと思う方を選んでください！」

　ずいっと大きく一歩踏み出して接近してくる楓さん。その瞳は真剣そのもので身体からだから放たれる圧は尋常ではない。このまま答えなかったらどうなるのか。考えただけでも恐ろしい。俺はごくりとつばを飲み込んでそれぞれの下着を注視した。

　右手に握られているのは白地に水色のみずみずしさあふれるデザイン。蝶ちょうをモチーフにした流れる水のようなレース柄。花のアップリケも可愛くて印象的だ。

　対して左手に握られているのは情熱的なレッド。丁寧にあしらわれたプリント柄の花びらがカップ全体を埋め尽くしており、その色もシャンパンゴールドで実に艶美である。

　対照的な二種類の下着。正直に告白するとどちらを着ても間違いなく可愛くて綺き麗れいで魅惑的になること間違いなしだから選びにくいのだが、しいて言えば───

「赤い方……かな？」

「その心は!?」

「今日の楓さんのハイテンションには情熱の赤がピッタリかなって。もちろん青い方も可愛いと思うけどね」

「フフッ。わかりました！　では今日は赤い方にします！　明日は水色にしますね！　それじゃ着替えてきますので待っていてくださいね！」

　そしてまたドタバタと慌ただしく戻っていく楓さんの背中を見送り、俺はソファに力なく腰を落とした。なんだろう、まだ一日は始まったばかりというかそもそも始まったかどうかも怪しいのにどっと疲れが押し寄せてきた。

　この調子で今日一日、大丈夫だろうか。不安でいっぱいだ。




　　　　＊＊＊＊＊




　この不安は見事に的中した。

　教室に入るなり好奇の視線、嫉妬や憎ぞう悪おが混じった視線等々を浴びせられて俺の心は早くもグロッキーだ。

「おはよう、勇也。今日の主役になった気分はどう？」

　にやにやと人の悪い笑みを口元に浮かべながら話しかけてきたのは親友の伸しん二じ。どうやらすでに話はこいつの耳にも入っているようだ。最悪。

「おはよう、伸二。そうだな……この状況を一言で言えば地獄だよ」

「まぁ、仕方ないよ。だって一葉さんと仲なか睦むつまじそうに並んで登校してきたんだもん。こうなるくらいの覚悟はむしろしておくべきだったと思うよ？」

「……うるせぇよ。俺だって止めた方がいいって言ったんだ。でも楓さんが全然聞いてくれなかったんだよ」

「へぇ……楓さん、ねぇ。ふぅん……」

　あっ、やばい。楓さんと呼ばないと拗すねるから一葉さんと呼ばないように心がけていた弊害がこんな形で現れるなんて！　伸二の野郎、目が完全に新しいおもちゃを見つけた悪魔の顔になっている。

「もう。そういうところだよ、勇也」

　伸二の呆あきれ声が突き刺さる。唯一の救いは、みな興味こそあるが踏み込んで話を聞いていいのか二の足を踏んでいること。これなら朝礼のチャイムまで乗り切れる。そう思った矢先───

「おはよう、吉よし住ずみ」

　隣の席の王子様がやって来た。ドカン、と乱暴に鞄かばんを机に置くと勢いそのままに尋ねてきた。

「ねぇ、吉住。一葉さんと付き合い始めたって本当？」

「…………はい？」

　一緒に登校しただけでどうしてそういう話になっているんだ!?　いや、なるのか？　二に階かい堂どうはグイッと俺に顔を近づけながら、

「どうなんだ!?　告白されたけど返事はまだしていないって言っていたけど、今日一緒に登校したってことはつまりそういうことなのか!?」

　肩を摑んでガクガク揺らしてくる二階堂。この揺れは今朝の楓さんのそれに匹敵するレベルだ！

「吉住が親しみと愛情を込めて〝楓さん〟と呼んでいたって情報も上がっているんだ。さぁ、本当のことを教えろぉ！」

　駄々をこねるな！　肩を組んで密着するな！　顔が近い！　心なしかいい匂いもするから勘弁してくれ！




『二階堂さんと肩を組んでる吉住君が羨ましい……』

『私も王子と肩組みたい……いくら払ったら肩を抱いてくれるかな？』

『吉住の野郎……一葉さんだけじゃなく二階堂さんとまであんな……くそぉ！』

『ホント仲いいよな、あの二人。あれで付き合ってないから不思議だわ』




　いや、お金なんて払わなくても言えば肩なら抱いてくれると思うぞ？　サービス精神旺盛だからな、二階堂は。ってそうじゃない！

「ほれほれ、どうなんだよ？　さっさと白状したほうが楽になるぞぉ？」

「告白の返事は……まだしてない……」

　二階堂にだけ聞こえるように俺が呟つぶやいたのと同時に始業のチャイムが鳴った。何か言いたそうに口を開こうとしたがタイミングよく担任の梅うめ沢ざわ先生がやって来たので俺は解放された。助かった。

「昼休み、詳しく聞かせてもらうからね」

　まさか午前中の授業が終わってほしくないと思う日が来るなんてな。







　そして問題の昼休み突入。楓さん達のクラスの午前最後の授業は体育で、いつものようにチャイムが鳴った直後に来ることはなかった。そのせいで俺は二階堂に連行される羽目になったのだが。楓さん達が来たら後から行くと伝えておくように伸二に伝言を頼む。

「生きて帰ってくることを祈っているよ、勇也」

　ひらひらと適当に手を振って死地へと向かう俺を見送る伸二の笑顔が憎たらしい。後で覚悟しておけよ、ちくしょう。

　二階堂は無言で階段を上っていく。目的地は屋上か。真冬の今だとそこで昼食を食べる生徒はほとんどいないから話をするにはうってつけの場所だ。

　すれ違うたびに向けられる好奇の視線。今朝は楓さんと登校して今は二階堂と一緒にいるから無理もないか。あれ、これって傍はたから見ると俺はクソ野郎なのでは？

「ここなら気兼ねなく話せるね。さぁ、吉住。今朝の話の続きをしようか！」

　寒空の下。冷たい空気を吹き飛ばす張りのある声で二階堂が尋ねてきた。残念ながら逃げ場はない。俺は白いため息を吐き出した。

「朝言った通りだよ。楓さんと付き合っているわけじゃない。告白の返事はまだしてないし、今日一緒に登校したのだって楓さんがどうしてもって言ったからで……」

「……そもそも、どうして返事をしていないの？　お互い名前で呼び合うくらい親しい間柄なんでしょう？　それとも吉住には他に好きな人でもいるの？」

「楓さんからの告白に応えていないのは……怖いから、かな」

「……怖い？　吉住は一葉さんの思いに応えるだけじゃないか。それのどこか怖いの？」

「違うんだ、二階堂。俺が怖いのは失うことなんだ。ある日突然、一緒にいるのが当たり前だと思っていた人達がいなくなったように……またそうなるんじゃないかって」

　溶けることなく心の奥底に泥のように沈殿している、両親に捨てられたという事実が俺の中でトラウマになっている。大切に思っていた人が何の前触れもなくいなくなり、また一人になるのは嫌なんだ。

「だから気持ちに応えたくても……どうしても一歩踏み込めないんだ。それが告白の返事をしていない理由だよ」

　情けない理由だというのはわかっている。それが楓さんを傷つけているかもしれないことだって。それでも俺は怖いんだ。また一人になることが。

「確かに、家族が突然いなくなったら辛つらいよね。考えただけで胸が痛い。でもごめん。吉住が体験した辛さや寂しさを本当の意味で私は理解できない。私は吉住じゃないし、一葉さんのような関係者じゃないからね」

　薄情とは思わない。むしろ誠実だと俺は思う。同情するほうがかえって傷つけることを二階堂はわかっているのだ。

「だけどね、吉住。それでも言わせてもらうよ。キミ、馬鹿じゃないか？」

　二階堂は唇が白くなるまできつく嚙かみ締めて、大きく深呼吸をして肩を震わせながら言葉をつづけた。それはまるで感情の発露のような訴えだった。

「一葉さんがそういう子じゃないのは吉住が一番わかっているんじゃないの？　吉住と一緒にいたいと思ったから一つ屋根の下で暮らしているんじゃないの？　そんな子が吉住の前から姿を消すって本当に思っているの？」

　二階堂の発する一つ一つの言葉が胸に突き刺さる。彼女の言う通りだ。楓さんはあの人達とは違う。そんなことは俺が一番よくわかっているじゃないか。

「……そうだよな。二階堂の言う通りだ」

「わかればいいんだよ、わかれば。もう、吉住が想像以上にヘタレなことを言うから驚いたよ」

　腕を組み、フンッと鼻を鳴らして顔を逸そらす二階堂。

「さっさと素直になれ！」

　バシッと背中を叩たたかれるが地味に痛い。少しは手加減してくれと文句を言おうとしたら胸ポケットにしまっていたスマホが振動した。確認すると伸二から電話だった。突然なんだよ。

『もしもし、ヨッシー!?　緊急事態だよ！　いますぐ保健室に向かって！』

　第一声を発したのは親友の彼女。しかもかなり切羽詰まった様子だ。事態がいまいち吞のみ込めない。二階堂も怪け訝げんな顔をしている。

『あぁ、もう！　ヨッシーの大事な楓ちゃんが倒れたんだよ！　体育の授業が終わった途端にね！』

「楓さんが倒れた……!?」

『だから早く保健室に行ってあげて！　むしろさっさと行け！　ダッシュダッシュ！』

　スマホから耳を離し、保健室に向かう前にチラリと二階堂を見る。申し訳ないが時間が惜しい。

「私の話は終わりだよ。早く一葉さんの所に行ってあげて。きっと吉住が来るのを待っていると思うから」

「……悪いな、二階堂。ありがとう」

　礼を言ってから俺は屋上を後にした。

　心配だ。今朝は体調が悪そうには見えなかった。何事もなければいいのだが。一抹の不安を抱きながら俺は階段を駆け下りて、一心不乱に保健室を目指した。
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　さすがに屋上から一階の保健室まで全速力で走ったら疲れるな。真冬だというのに額にじんわりと滲にじんだ汗をぬぐいながら、深呼吸を繰り返して乱れた呼吸を整える。

「失礼します……」

　声を抑えて静かに中へと入る。誰も見当たらなかったが二つ並んでいるベッドのうちの片方のカーテンが引かれていた。俺はゆっくりと近づいて、そっとカーテンを開いた。

「大丈夫、楓かえでさん？」

「んぅ……ゆうや……くん？」

　熱があるのだろうか、楓さんの頰は真っ赤になっていた。触ってみると火傷やけどしそうなくらいの熱を帯びている。

「えへへ……勇ゆう也や君の手、ひんやりしていて気持ちいいです」

　笑みを浮かべるがそれがやせ我慢というのは一目瞭然だ。これだけ熱があれば声を出すのも辛いはずだ。

「大丈夫ですよ。ちょっと熱があるくらいなのですぐに良くなりますから。ひんやりシートを先生が買いに行ってくれているのでそれを貼って少し寝れば元気になります」

「ちなみに熱はどれくらい？」

「……３８・７度です……」

　それを大丈夫とは言わない。季節的にインフルエンザの可能性もある。これは早退して病院で診察してもらった方がいいな。

「大丈夫です！　これは風邪かぜでもなんでもなくて……ただの過労、と言いますか寝不足と言いますか……だから大丈夫なんです！」

　ガバッと身体からだを起こして必死にアピールする楓さんだが、高熱で無理をしたことで身体がふらついている。前のめりに倒れそうになる直前、俺はほとんど無意識に腕を伸ばして抱き留めた。

「まったく……全然大丈夫じゃないじゃないか。ほら、大人しく横になってなよ」

「……嫌です」

　寝かせようとしたら楓さんがぎゅっと腕にしがみついてきた。瞳を潤ませながら上目遣いで見つめられて心臓が高鳴り出す。学校の保健室という場所と腕に触れる楓さんの柔らかい果実の感触が相まってドキドキが止まらない。

「どこにもいかないでください……私の隣にいてください。私だけを……見てほしいです。そのためなら私……頑張りますから……」

　息苦しそうに浅く呼吸を繰り返しながら言葉を紡つむぐ楓さん。まるで泣きそうになるのを懸命に堪こらえているような姿を見て俺は安心した。

　完全無欠を地で行く女の子。成績優秀、運動神経もいい。さらにＳＮＳに写真や動画を投稿すれば１００％バズるスーパーインフルエンサー。日本一可か愛わいい女子高生にも選ばれたまさに完璧超人。神様に何物も与えられた天使のような女の子。

　でも本当は違う。完璧だと思われているのはその裏で努力をしているからだ。毎日トレーニングを欠かさず、美容にも気を遣っている。きっとそれ以外にも俺がまだ知らないだけでたくさん頑張っているのだろう。

　周囲からの期待に応えるために毎日地道に努力を重ねているのに、それをおくびにも出さない。まったく、困った人だ。

「大丈夫。大丈夫だから。俺はどこにもいかないから安心して」

「……ホントですか？　私の傍そばから……いなくなったりしないですか？」

　楓さんは俺の腰に腕を回して抱き着き、顔を胸にうずめながら不安そうな声で言った。そんな彼女の頭を優しく撫なでながら言葉を紡ぐ。

「いなくなったりしないよ。むしろもっと俺のことを頼ってよ。何なら甘えてくれてもいいからさ」

「……いいんですか？　勇也君にもっともっと甘えても……？　私、こう見えて甘えん坊さんですよ？」

「いいよ。たくさん甘えてくれ」

　えへへ、とまるで子猫のように胸に頰を擦すりつける楓さん。そんな彼女が愛おしくてそっと抱きしめ返して撫で続けた。

「お待たせ、一ひとつ葉ばさん！　おでこに貼る冷たいシート買ってき、た……よ…………」

　世界が止まった。そうだ。ここは学校の保健室だ。家じゃない。

　一瞬でドバッと背中に大量の冷や汗が湧いてきた。この場を乗り切るための言い訳をスパコン並みの速度で考える。だが人生で一、二を争うくらいに頭を回転させている俺のことなど知ったことではないといわんばかりに、楓さんは全く気にせず蕩とろけた顔でスリスリしている。ゴロニャーと可愛い声が聞こえてきそうである。うん、可愛い。

「え、えぇ……と。君は確か１年４組の吉よし住ずみ君、だったかな？　えぇ……と。ここでナニをしているのかな？」

　口角を引きつらせながら尋ねてくるのは保健室の三枝さえぐさ千ち佳か先生。新任の女性教諭。ロングヘアが目を惹ひく大人の女性。けれど何故なぜかマスコット的な可愛さがあって男女問わず人気があるとかないとか。って今はそんなことを考えている場合じゃない。

「えぇ、と……ですね……ちょっと楓さんが心配で様子を見に……ですね。はい、すみません」

　結論。素直に白旗を上げることにした。だって言い訳のしようがないもん。無理だよ、どう言い繕ってもこの状況を切り抜ける妙案を思いつけない。

「あぁ……千佳ちゃんせんせぇ。勇也君はですねぇ……えへへ。私の彼氏さんでぇ……将来の……えへっ」

　ダメだ、楓さんがポンコツさんになってしまった。将来の、に続く言葉が気になるが今はそれどころではない。ほら、三枝先生も困惑して───

「そっかぁ！　君が一葉さんの言っていた〝勇也君〟か！　うん！　うん！　大事な彼女が倒れたって聞いたら心配になるよね！」

　あれれ、おかしいぞぉ？　困惑してないぞぉ？　むしろテンション上がっているよぉ？　なんでだぁ!?

「ウフフッ。だってだってぇ。一葉さんてば〝勇也君〟って繰り返していたんだよぉ？　もう、先生テンション上がっちゃったよぉ！」

　そうなんですか？　楓さんが俺の名前を寝ぼけて呟つぶやいていたの？　ナニソレ嬉うれしいんだけど。というか三枝先生は大学を卒業した大人の女性だよね？　はしゃぎ方が俺達と変わらないんだけど。見た目とのギャップがヤバいな。

「一葉さんも愛されてるねぇ。お友達が連絡したら即飛んできてくれるなんて。ウッフッフッ。羨ましいなぁ……私なんて……はぁ……っち」

　あれれ、おかしいぞぉ？　三枝先生のテンション模様が急激に曇りだしたぞぉ？　しかも笑いが邪悪で陰鬱な感じになっているっ!?　あと最後の舌打ちは先生としてどうなんですかね!?

「はぁ……私もこんな一いち途ずな彼氏が欲しいなぁ……はぁ……」

　あっ、これはダメなパターンだ。完全にダメな方向にトリップしていらっしゃる。こんな狭い空間にポンコツ二人はある意味で地獄だ。

「あぁ……それで、三枝先生。結局のところ楓さんはどうなんでしょう？　風邪ですか？　病院に行った方がいいですか？」

「……あ、はいはい。一葉さんね。大丈夫です。ただの過労による発熱です。今日一日安静にしていればすぐに良くなると思いますよ」

　そうか。風邪じゃなくてただの過労か。ならしっかり休息をとればすぐに良くなるということか。安心した。ってなんで過労？

「そういうわけですから、吉住君は可及的速やかに教室へ戻ってください。もうすぐ昼休みが終わりますから」

　三枝先生がそう言った瞬間チャイムが鳴った。そうか、もうそんな時間か。なら急いで戻らないとな。そのためにはくっつき虫と化した甘えん坊さんを引きはがさないといけないのだが。

「嫌ですっ！　勇也君から離れません！　もうこのまま勇也君も保健室で休みましょう！　そうしましょう！」

　妙案です！　と瞳を輝かせる楓さん。確かにそれはナイスな提案だがこちらにいらっしゃる保健の先生が許してくれるだろうか。

「はいはい、それではごゆっくり……なんて言うと思いましたか!?　保健室はイチャイチャする場所ではありません！　一葉さんは大人しく横になって寝る！　吉住君はさっさと教室に戻って授業を受けてくる！　いいですね!?」

　シャァッとさながら猫が牙を剝むいて威嚇するように声を荒らげる三枝先生。一人ノリツッコミなんて愉快な人だなと思う反面、そのあまりの剣幕に驚いた俺は楓さんを慌ててベッドに寝かせる。

「失礼しましたっ！　それじゃ楓さん、ゆっくり休んでね！　三枝先生、あとはよろしくお願いします！」

「あぁ───！　勇也君！　行かないでくださいっ！」

　悲痛な楓さんの叫びを背中で聞きながら俺は急いで教室へと戻った。

　楓さんを支えられるような男になる。そのために俺も頑張らないと。
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　楓さんの体調を理由に部活を休むわけにもいかなかったので、俺は練習が終わったらすぐに帰宅することにした。早く帰って楓さんの看病をしなければ！

　急いで校門を出ようとしたら突然身体からだが後ろに引っ張られた。なんだ!?　と思って振り返るとふにっと頰に突き刺さるひんやり冷たい白魚のような美しい指。してやったりの表情を浮かべる楓さんが立っていた。

「お疲れ様です、勇也君。今日は居残り練習していかないんですか？」

「楓さんがどうしてここに!?　というか身体は大丈夫なの!?」

「はい、午後の授業を全部休むことになりましたが、そのおかげですっかり元気になりました！」

　確かに目の下にあった隈くまもなくなり、身体からは覇気が漲みなぎっているが病み上がりであることに変わりはない。俺のことは待たずに家で休んでいればいいものを。

「だって……どうしても勇也君と一緒に帰りたかったんだもん。ダメですか？」

　ダメじゃないです！　時折使う『だもん』と上目遣いのコンビネーションの前に抗あらがえる奴やつは存在しない。

「そ、それなら外で待っている事なかったんじゃないか？　教室で待っていればいいだろうに。メッセージを送ってくれたら迎えに行ったのに……」

　俺は呆あきれながらそっと楓さんの手を両手で包む。まだまだ寒い２月の夜に一人で待たせていたことに罪悪感を覚えて、せめてもの償いとして俺は彼女の手に温ぬくもりを与えていく。

「あ、あの……勇也、君？　と、突然、どうしたんですか……!?」

「うるさい。こんなに冷えているじゃないか。寒い中無理して外で俺を待っていた罰だよ」

　まったく。いくら校門の前だといっても楓さんのような美少女が一人で立っているのは危険だ。コートを羽織っていてもスカートだし、じっとしていたら寒いに決まっている。自分が倒れたことをもう忘れたのか？

　うぅ、と楓さんはうつむきながらうめき声を上げるがそんな抗議は聞き入れられない。人肌の温度になるまでこの手は離さない。

「もし……もし私が本当に風邪かぜをひいたら。その時は……勇也君が看病してくれますか？」

「バカ。そんなこと、わざわざ聞くことじゃないだろ？」

　当然じゃないか。良くなるまでずっとそばにいる。体調を崩して寝込んでいる楓さんを一人残して学校に行っても、家でどうしているかと気になって授業はもちろんのこと部活にだって集中できない。

「はい。これ使って。早く帰って今日は温かい物を食べよう。スーパーに寄って野菜とお肉を買って鍋でもしよう。明日はその残りとシメにおじや。どうかな？」

　夕飯の献立を話しながら、俺は自分の手袋を外して彼女に渡す。肌を刺す冷気に指先の感覚が急速に失われていく。

「ま、待ってください勇也君！　手袋を貸してくれるのは嬉しいですがこれでは勇也君の手が───！」

「俺は大丈夫だよ。ポケットに入れておけばなんてことはないから。そんなことを話しているくらいなら早く帰ろう。飯抜きは勘弁だぞ？」

「んぅ……わかりました。ならこうしましょう」

　楓さんは素早く俺の手を摑つかむとそのまま自分のコートのポケットに突っ込んだ。指と指が絡からんだ所謂いわゆる恋人つなぎの状態で。彼女の頰に季節外れの紅葉が訪れている。無論楓さんだけでなく俺のところにも。

「これなら勇也君の手も冷たくならないですよね？　手を繫つないでいても外からは見えないのでいいと思うんですけどどうですか？」

　どうですか、って瞳をキラキラさせて見つめないでくれ！　普通に手を握るだけでも沸騰しそうになるのに、さらにコートのポケットにしまうだと!?　外から見えないけど繫いでいるのは明らかだし、むしろ仲なか睦むつまじさが増すと思うんですが！

「……ついさっきまで散々私の手を握っていたのは勇也君じゃないですか。今更慌てても説得力ないですよ？」

「それはそうだけど……さすがにこれはちょっと……恥ずかしいというか……」

「それとも、勇也君は私と手を繫いで帰るのが嫌なんですか？　誰かに見られて困るんですか？」
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　嫌かどうかと聞かれたら嫌なはずがない。こうして指を絡めて手を繫ぐなんてことは恋人でないとしないことだし、その相手が楓さんなら泣いて喜ぶべきことだ。あれ、おかしいな。すでに絆ほだされていないか？

「さぁ、早くしないとスーパーが閉まっちゃいます。急ぎましょう！」

　駆け出す楓さんに遅れないように俺も歩調を合わせる。

　寒空の中。俺達は互いの手の温もりを感じながら家路についた。







[image: 第８話　２月のイベントと言えば!?]

　突然だが２月にある最大のイベントと言えば何を想像するだろうか。大多数の高校生が思い浮かべるのはあれしかない。

　そう、バレンタインである。お菓子メーカーの陰謀だとかもらえない男にとっては血を見る日だとか地獄だとか色々言われる、一年の中でも有数の大イベント。

　楓かえでさんと一緒に登校するようになって数日が経たったが、人の噂うわさも七十五日とはいかず俺と並んで歩いている楓さんの穏やかな表情を見た生徒達がざわつき、奇異や嫉妬の視線をひしひしと感じる。

　週半ばの昼休み。伸しん二じと大おお槻つきさん、そこに二に階かい堂どうを加えた五人のメンバーで昼食を食べていると楓さんがキョロキョロと何かを警戒するかのように周囲に視線を動かした。

「どうしたの、楓さん？」

「……やはり勇ゆう也や君のファンはいたようです。私を睨にらむ女子生徒が何人かいます……」

「それはさすがに気のせいじゃないか？　俺はどちらかと言えば目立たない方だぞ？」

　俺は汗と泥にまみれたサッカー小僧。クラスではいつも伸二と一緒にいるし、女子との交友関係も隣の席の二階堂と伸二を介しての大槻さんくらい。そんな俺に人気がある？　冗談だろう？

「もう……これだから勇也君は……あなたはもっと自分の魅力を自覚するべきです。いいですか。勇也君の在り方はとても素敵なんです。一つのことにひた向きになる姿、愚直に努力する姿勢、諦めない心。時折みせる何気ない優しさ。顔がいいとかそんなことよりも、勇也君の内面はとても素敵なんです。それに惹ひかれる女性がたくさんいることを自覚してください！」

　一気にまくし立てる楓さんに俺は圧倒されて、釈然としないが力なく頷うなずくしかなかった。その様子をカフェラテを飲みながら眺めていた二階堂は呆れた顔でボソッと呟つぶやいた。

「……ホント、吉よし住ずみのことをよく見ているんだなぁ」

「なんか言ったか、二階堂？」

「別にぃ。モテる男は大変だね、吉住」

　ニコッと笑って嫌味を言ってくる二階堂。どういう意味だよ。

「むむっ……この感じは……」

　楓さんは頭の中でキロリロリーンと音でも鳴り響いたのかはっとした表情で二階堂を見た。対する二階堂は不敵な笑みを返す。え、なにこの状況？

「ねぇ、ねぇ！　そんなことよりさ！　楓ちゃんと哀あいちゃんは来週のバレンタインはどうするかもう決めてたりする？」

　大槻さんのこの質問により緊張していた空気が弛し緩かんする。俺は心の中で親指を上げる。ナイスだ、大槻さん。

「もちろんです！　勇也君からのリクエストで、週末にチョコレートケーキを作る予定です！」

　この話をしたのは実は昨夜のことだ。どんなチョコがいいですかと楓さんに聞かれたので、何気なくケーキがいいかなって答えたらそういうことになった。

「ほへぇ……私はケーキなんて作れないやぁ。すごいね、楓ちゃん」

「勇也君が食べたいって言ったので望みは叶かなえてあげたいなぁって思っただけですよ。私も初めてなので失敗しないか不安ですけどね」

　苦笑いする楓さん。俺は無理して作らなくてもいいと言ったのだが何事も挑戦ですと言って折れなかった。

「哀ちゃんは？　何か作ったりするの？」

「私は特に考えてないかな」

　カフェラテを飲みながら素っ気なく答える二階堂。その中身はすでに空っぽになっていて空気を吸っていることに気が付いているのだろうか？

「それならさ！　週末楓ちゃんの家で一緒にチョコレート作りするのなんてどうかな!?　友チョコとかも作らないといけないからみんなでまとめて作らない!?」

　大槻さん、滅多なことを言うんじゃありません！　楓さんの家でチョコレート作りをするということはすなわち俺と楓さんが二人で住んでいるという事実がばれかねない。なぜならあの家には楓さんのご両親が住んでいる痕跡がないのだから。

　俺は楓さんにアイコンタクトを送る。

『わかっているよね、楓さん？』

『わかっていますよ、勇也君。私に任せてください』

　ふぅ。これで一安心だ。と思ったのも束つかの間まのこと。

「いいですね、チョコレート作り。ぜひ一緒に作りましょう」

「わぁい！　さすが楓ちゃん！　話がわかるぅ！」

　どうしてそうなった!?　ここは断るところだろう!?　どうしてどや顔でサムズアップしているんですか!?　違うな、間違っているぞ、楓！

「そういうことなら、僕も一ひとつ葉ばさんの家に行っていいのかな？　その日の夜はみんなでご飯かな？」

　伸二、お前まで何を言っているんだ!?　ダメだ！　それだけは絶対にダメだ！　一緒にご飯なんてことになったら───！

「そうですね。勇也君達が部活でいない間にチョコを作っておいて、夕飯を用意して待っていますね。リクエストがあれば言ってください」

「はい！　はい！　ハンバーグがいいですっ！　楓ちゃんお手製のハンバーグが食べたい！」

「フフッ。わかりました」

　あぁ、おしまいだぁ。これで楓さんと二人で住んでいることがバレてしまう。

「楽しみだね、勇也」

「…‥あぁ、そうだな」

　親友の確信犯的な笑顔がむかつく。

「哀ちゃんも一緒にどう？　二人が来るまでプチ女子会やろうよ！　楓ちゃんもいいよね？」

「え？　えぇ……もちろんです。二階堂さんも一緒にどうですか？」

「誘ってくれたのは嬉うれしいけど私はパス。週末は外せない用事があるんだ」

　静かにそう言って、二階堂はガタッと音を鳴らして立ち上がった。まだ昼休みが終わるまでは時間があるが、もう教室に戻るのか？

「うん。この後の英語の授業で小テストがあるのを思い出したから念のため確認しておこうと思ってね」

　噓うそ!?　この後の英語の授業で小テストあるの!?　同類の伸二の顔を見ると顔面蒼白だ。そんな絶望している俺達をしり目に二階堂はバイバイと笑顔で手を振ってスタスタと教室へと戻った。その背をじっと見つめる楓さんはまるで永遠のライバルを見つけたみたいだった。
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　迎えた週末。俺は朝からサッカー部の練習があるので早々に家を出たのだが、

「はい、勇也君。お弁当です」

「えっ？　今日もわざわざお弁当作ってくれたの？」

　なんと楓さんがお弁当を用意していた。

「用意したといっても昨日の生姜しょうが焼きの残りと野菜炒いためを昨夜のうちに詰めておいただけです。ただご飯は今朝炊いたので美味おいしいはずです」

「いや、それでも嬉しいよ。ありがとう、楓さん」

「部活、頑張ってきてくださいね？」

「あぁ。これなら一日頑張れそうだよ」

「フフッ。でも今日くらいは居残り練習しないで日ひ暮ぐれ君と一緒に帰ってきてほしいです。勇也君に食べてほしいんです。私のき・も・ち、をね」

　言いながら蠱こ惑わく的な笑みを浮かべて俺の心臓近くでのの字を書く楓さん。朝から刺激が強すぎやしませんかね楓さん!?

　真冬だというのに体温が急上昇していき、心臓が早鐘を打つ。本能が悪魔的なことを囁ささやくがぐっとこらえる。

「本当ならいってらっしゃいのチューを要求したいところですが、まだ我慢しておきます。そうなる日が来るのを待っていますね」

　わざとだ。俺をドキドキさせて困らせようとわざとしているに違いない。けど俺は気付いている。楓さんが少し無理をしていることに。何故なぜなら彼女の頰は少し赤らんでいる！　行ってきますのチューとか自分で言っておきながら恥ずかしくなっている証拠だ。ならばここは反撃するところだ。やられっぱなしの俺ではない！

「……行ってきます、楓さん」

「───へっ？」

　名前を呼び、彼女の前髪をサッとずらしながらおでこにキスを落とす。突然の出来事に楓さんが呆ほうけている隙に、俺はもう一度「行ってきます」と言ってから家を出た。

「お……お、おでこに……チュー……」

　閉まる扉の隙間から、楓さんがおでこを触りながら呆ぼう然ぜんとしているのが見えた。人をドキドキさせていいのは、ドキドキさせられる覚悟がある人だけだよ、楓さん。心の中で悪逆皇帝の物まねをしながら、俺はエレベーターを待つ。

「きゃぁぁああああああ勇也君にチューされたぁぁぁぁぁ────!!」

　楓さんの悲鳴のような歓声がエントランスにまで響き渡った。
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　楓さんにお願いされた通り、この日は早々に帰ることにした。

　その道中、伸二に今朝楓さんのおでこにキスをしたって話をしたら普通のキスよりそっちの方が恥ずかしいと呆あきれながら言われた。解げせぬ。

「これじゃ二人がバカップルになるのも時間の問題かもね。一葉さんは勇也大好きオーラを隠す気ないみたいだし、そのうち勇也も……」

　盛大にため息をつくんじゃない。バカップルには多分、きっと、maybe、ならないから大丈夫だ。

「もし来年二人が同じクラスになったらどうなることやら。一葉さんでも嫉妬するのかなぁ？」

　想像してみる。例えば俺が体育とかで活躍して女子生徒から歓声を浴びて笑顔で手を振ったらどうなるか。いや、違うな。楓さんの場合誰よりも大きな声で俺に声援を送ってくれるだろう。

　じゃあ俺が楓さん以外の女子と仲良く話していたら？　そう言えば前に二階堂と話していたらふくれっ面つらをされたことがあったな。お弁当対決で二階堂の勝利と答えた日の夜にも拗すねられたか。

「モテる男は大変だね、勇也」

「……うるせぇよ」

　そんな他愛たわいもないことを話しているとあっという間に家に着いた。改めて見上げてみると首が痛くなるな、このタワーマンション。伸二はあんぐり口を開けて間抜け面をしている。

「す、すごいね……ここが二人の愛の巣か……」

「愛の巣言うなよ。ほら、呆けてないで行くぞ。楓さんからまだですか連絡が何通も来ているからな」

　一体どんな食事が出てくるのか、とても楽しみだ。にしてもエレベーターでガクガク震える伸二が小鹿みたいで可か愛わいい。まぁ最初来た時は俺も同じ気持ちだったよ。

　ガチャリと鍵を開けてただいまと言いながら入ろうとすると、なんとびっくり。玄関にはエプロン姿の楓さんが立っていて───

「お帰りなさいあなた！　お風ふ呂ろにする？　ご飯にする？　それともわ・た・し？」

　エプロンを身に着けた日本一可愛い新妻にとびきりの笑顔で迎えられた。うん、すごく似合っていて可愛い。
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　今日の楓さんの服装は首元まで暖かそうなハイネックのセーターと綺麗な足を惜しげもなく披露するミニスカートの組み合わせ。可愛さと色気を同時に演出しており、さらに身に着けている花柄のエプロンが新妻感も醸かもし出だすという無敵の三段構え。

「どうしたんですか？　ご飯ですか？　お風呂ですか？　それとも、私を食べて……くれますか？」

　あまりの事態に俺の脳内処理が追い付かない。とりあえず隣で笑いをこらえている伸二を小突きながら、首をコテッとして瞳を潤ませて答えを待っている楓さんに一言。

「それじゃ……楓さんで」

　一番選択されないと思っている選択肢を選び、制服のブレザーを脱ぎながらあえて素っ気なく答える。伸二が驚きを漏らさぬよう口を押さえているのを視界の端で捉えながら、俺は靴を脱いで楓さんの目の前に立つ。

「ちょ……えっ？　ゆ、勇也君!?」

「食べてほしいんでしょ？　ならお望み通り……食べてあげるよ、楓さん」

　肩に手を置きながら静かに言うと楓さんが顔を朱に染めてあたふたし始める。表情がコロコロと変わるのが面白くて、可愛くて、思わず口元がにやけてしまう。だが、このからかい好きの女子高生に負けっぱなしは悔しい。仕返しをさせていただこうか！

「ゆ、勇也君───!?　えっ、ここでただいまのチューですか!?　ひ、日暮君もいるんですよ!?　き、聞いてますかぁ!?」

「うるさいよ。静かにして」

　ゆっくりと顔を近づけていく。百面相になっていた楓さんは覚悟を決めたようにキュッと目をつぶり、せがむように少しすぼめた唇をプルプルと震わせながら寄せてくる。心臓がズキンと大きく跳ねた。なんて可愛いんだろう。肩に置いていた右手が自然と腰へとさがり、このまま抱きしめてキスを───

「楓ちゃ───ん？　何してるのぉ───？　って、はぁっ!?」

　俺の暴走にストップをかける救世主が登場した。

「はいっ!!??　あああああ秋あき穂ほちゃん!!??　こ、これ別に何にも……べべべ別にキスはしてないからね!?　勇也君がキスしようとしてくれたんだけどまだしてないからね!?」

　俺の身体からだに両手を回し、胸に顔を密着させてしどろもどろに弁明しても意味不明だし説得力もないですよ、楓さん。

　大槻さんは玄関に迎えに行った楓さんが中々戻って来ないのが気になって様子を見に来たのだろう。そこでまさかただいまのキスの場面に出くわすとは思わず、驚いて声を上げてしまったようだ。だが敢あえて言おう。ありがとう大槻さん。

「ねぇねぇシン君！　二人はチューしたの!?　チューしたの!?　どうなの!?」

「それは秋穂……ご飯食べながら話した方が面白いんじゃない？　なんで勇也が大胆な行動に出たのか僕も聞きたいからね」

　そうだねっ！　と同意する大槻さん。おい伸二！　俺に何を話させるつもりだ!?　家主である俺達を置いてリビングに行くな！

「悪いけど先にリビングで待っているから、勇也は一葉さんと話してから来るんだよ。まぁ、好きな子をいつまでも抱きしめたい気持ちはわかるけどほどほどにね」

「お、お前───！」

　悪魔的な笑みを残し、伸二は大槻さんに案内されてリビングへと向かった。玄関に残された俺と楓さんは指摘された通り傍はたから見ればまだ抱き合ったままだ。俺の右手も彼女の腰に回されているから反論のしようがない。

「あぁ……楓さん。早く二人のところに行かないか？　夕飯の準備は終わっているんだよね？」

「……嫌です……」

「嫌ですって……そんな、どうして……」

「勇也君がいけないんです……私をこんなにドキドキさせるから。私が勇也君のことをドキドキさせたかったのに……ほんと、ずるいです」

　より一層強く俺の身体に回した腕に力を込める楓さん。俺は腰から手を離し、両手を上げて降参のポーズをとる。

「悪かった。俺もつい調子に乗っちゃって……どうしたら機嫌を直してくれるのか教えてほしいな」

「……キス。キスしてくれたら許してあげます」

　ごくりと俺はつばを飲み込む。俺の初めてのキスをこんな形で？　いいのか？　いや、ダメだろう!?　だって俺はまだ告白をしてないんだぞ!?

「フフッ。冗談です。キスはまた今度でいいですよ。その代わり……抱きしめてください。ぎゅっと力を込めて。誰にも渡さないという思いを込めて……私のことを抱きしめて、勇也君」

　わかった。楓さんのことは離さない。叶かなうなら、俺とずっと一緒にいてほしい。そんな思いを込めて優しく、しかし力強く抱きしめる。

　あぁもう、ちくしょう。これだと完全に恋人同士じゃねぇか。まだ好きって言う前に抱きしめるって順番違うだろうが。それを言ったら同どう棲せいしているのが可笑おかしいって話だけど。

　それにしてもなんて幸せなのだろう。柔らかくて温ぬくもりに溢あふれる身体を抱きしめているだけなのに夢見心地だ。それにいつもの柑かん橘きつ系の爽やかな香りに混じってチョコレートの甘い香りがまた何とも言えない新鮮味を与えてくれる。

「ゆ、勇也君？　あの……そ、そろそろ……恥ずかしいです……」

「んぅん……もう少し……このままで……」

「もう……仕方ないですね」

　楓さんは呆れたように、けれど優しい声音で言いながら身体を寄せる。この感触、心地、これは癖になる。あぁ、ずっとこうしていたい───

「ねぇ、ねぇ、シン君。私達は一体何を見せられているのかな？」

「そうだね。一言で言えば愛し合う二人の抱擁、って題材の名画かな？　記念に残しておこうっと」

「あっ、私も撮る！」

　この二人のシャッター音が静寂な玄関に鳴り響いたおかげで我に返り、慌てて離れたのだが顔の火ほ照てりと心臓の高鳴りは簡単には鎮しずまってくれなかった。
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「どうどう？　ばっちり撮れていると思わない？」

「完璧です。秋穂ちゃん、あとでその写真を送ってください。待ち受けにします」

　今日の夕飯はすき焼きだった。やっぱり寒い日にみんなで食べるものと言えば鍋だよね！　という大槻さんの一声で決まったそうだ。

　見るからに高級そうな美しい霜降り和牛。食べればしっかりとした肉質がありながらとろけるような甘み、それでいてしつこさのない後味なのでいくらでも食べられる。

「勇也も写真欲しい？　あとで送ろうか？」

「頼むから今すぐ消してくれ」

「なんで？　この時の勇也と一葉さん、すごく幸せそうな顔をしているよ」

　やぁめぇろぉ！　わかっている！　わかっているさ！　確かに楓さんを抱きしめていた時はこれ以上ないくらい幸せだったさ！　だけど平常心を取り戻したこの冷静な状態で考えてみると、あの行為は恥ずかしくて死にたくなる。しかも台詞せりふも色々ヤバかったはずだ。

「勇也君に『食べてほしいんでしょ？　ならお望み通り……食べてあげるよ、楓さん』って言われたときは思わずキャ────って叫びたくなりました。しかも普段より少し低い声だったんですけどそれがまたとてもカッコよかったです！」

「わぁお！　そこでわざと声のトーンを下げるとはイケメン度高いですな……」

「そうなんです！　そのあと抱きしめてくださいって言ったらとても優しく、でも力強く抱きしめてくれて……はぁ……幸せでしたぁ」

　女三人寄れば姦かしましいと言うが二人でも十分姦しい。自分がしでかしたことで騒ぎ立てられて俺の心はグロッキー寸前。タオルを投げ込んではくれないんだろうか。

「二人の気が済むまで我慢するしかないね。ほら、そんなことよりお肉食べよう！　こんなお肉滅多に食べられないよ！」

　あぁ、伸二。お前がいてくれてよかったよ。もしこの場にお前がいなかったらと想像しただけでも恐ろしい。

「ハハハ。大おお袈げ裟さだなぁ。好きな女の子を抱きしめて、幸せだなぁって思うのは何もおかしなことじゃないよ」

　肉を頰張りながら伸二は言う。そんなことは俺だってわかっている。男ならみんなが喜ぶシチュエーションには間違いないが、忘れられない事実がある。それが俺の心に住み着いている。離さないでと叫びたいのはむしろ俺の方だ。

「この先どうするのかは勇也次第だから僕は何も言えないけれど。あえて言わせてもらうなら、一葉さんは大丈夫だよ、ってことかな」

「伸二……お前……」

「勇也は相棒だからね。考えていることはなんとなくわかるよ。だから勇也。勇気出して飛び込んでみたらいいと思うよ」

　うん、美味おいしい！　と言いながら、小さな身体のどこに詰め込んでいるのかと不思議になるくらい、伸二は肉を平らげていく。俺は苦笑いをしながら深くため息をついた。やれやれ、親友にはお見通しか。

「ああもう！　俺も食うぞ！　楓さん、肉と野菜追加してくれっ！　大槻さん！　写真を送るのはいいけど楓さんにだけにしてくれよ！　ばら撒まいたら承知しないからな!?」

　とりあえず今は肉を食う！　美味しい物を食べて英気を養い戦いに備える。自分の気持ちに少し素直になる戦いだ。楓さんにばかりグイグイ来られて照れ顔を晒さらすなら、俺も同じくらいグイグイいって照れさせてやる。

「フフッ。たくさん食べるのはいいですけど、このあとデザートが待っていますのでほどほどにお願いしますね？　少し早いバレンタインデーが待っていますからね」

　女神のような微笑を浮かべて楓さんが言った。そうだった。すき焼きに気をとられていたけど今日のメインはお肉ではなく二人が作ったバレンタインデーのチョコレートだ。

「勇也君のために愛情たっぷり込めて作ったので、楽しみにしていてくださいね」

　もうその言葉だけで胸が幸せでいっぱいになりそうだ。







　夕飯の後片付けは男二人ですることになった。楓さん達からはゆっくりしていてと言われたのだが、チョコだけでなく夕飯も作ってもらった上に後片付けまでお願いするのは申し訳なかった。

「美味しかったね、すき焼き。お弁当でわかっていたけど一葉さん、本当に料理上手なんだね」

「そうだな。正直家で出てくるレベルの味じゃないな。店を出せると本気で思うよ。ただ一つを除いてね」

　伸二と並んで食器を洗いながら、俺は初めて楓さんが夕飯を作ってくれた時のことを思い出す。その日は俺の希望通り、煮込みハンバーグを作ってくれた。味は絶品で感動したのだが食卓に出されたのが───

「鍋ごとテーブルに置いたの!?　噓うそでしょう？　お皿に盛り付けるとかじゃなくて？」

「そうなんだよ。びっくりだろう？　楓さんのことだから盛り付けもばっちり決めてくるんだろうなぁって思っていたらまさかの鍋ごと豪快にドカン、だからな」

　当たり前のようにどや顔で鍋ごと持ってきた楓さんに説明するのが大変だった。その時の楓さんの言葉にもまた驚かされた。




『洗い物が減るからいいと思うんですけど、ダメですか？』




「ハッハッハッ！　すごいや一葉さん！　確かにその通りだけどそのままは独創的だね」

「だろう！　伸二もそう思うよな？　それなのに楓さんはきょとんとした顔をするもんだから次第に俺が間違っているのか？　って思うようになってきて大変だった……」

　ただ俺の涙ながらの説得によって楓さんは盛り付けることを覚えた！　時々鍋ごと持ってきたい衝動に襲われているが懸命に堪こらえているので、この調子ならその衝動は自然と消えていくことだろう。

「もう！　勇也君、恥ずかしいことを勝手にばらさないでください！　日暮君に笑われてしまったじゃないですか！　あ、秋穂ちゃんも笑いすぎですよ！」

　二人がいるのにこの話をしないわけにはいかないだろう。抱擁写真に気をとられていたが楓さんの『鍋ごと配膳』は鉄板級のネタだ。話をしないわけがない。

「ねぇヨッシー！　その時の写真はないの？　それって初めてヨッシーに楓ちゃんが手料理をふるまった時の話なんだよね？　一枚くらい撮ってないの？」

　よくぞ聞いてくれました大槻さん！　しっかりと撮ってありますとも！　見てくれこのどや顔を！　えっへんと胸を張っていたり、何枚も写真を撮られていい加減恥ずかしくなってはにかんだ笑顔をみせたり、どの楓さんも飛び切り可か愛わいいだろう？　俺のお気に入りだ。

「あぁ……うん、よく撮れてるね。撮れているけどこれは……」

「写真のピントがどれも一葉さんに合っていて料理は完全についでだね。勇也、ナチュラルに惚気のろけるのは止やめてくれない？」

「うぅ……勇也君のばかぁ……二人だけの秘密って言ったじゃないですか……」

　顔を真っ赤にして恥ずかしがっている姿なんて最高じゃないか！　そう思うだろう、伸二？

「ハハハ……そうだね」

　そうだろう、そうだろう。普段学校では見せないふにゃけた顔をする楓さんは可愛くていいだろう？　おい、どうして目を逸そらして苦笑いしているんだ。

「あぁ、勇也。自分しか知らない彼女の可愛い一面を自慢したい気持ちはよくわかるけどそろそろ勘弁してあげたら？　一葉さんを見てごらんよ。いい加減沸騰して倒れるんじゃないかな？」

　呆あきれながら言う伸二に促されて楓さんを見ると、顔から湯気が出ているんじゃないかってくらい真っ赤な顔をしている。心なしか肩も震えている。あと伸二、まだ彼女じゃないからな。

「うぅ……秋穂ちゃん。勇也君が……勇也君がぁ……！」

「よしよし。大丈夫、大丈夫だよ、楓ちゃん。無自覚お惚気マンが彼氏だと苦労するよね」

　はぁ!?　別に惚気てないんだが!?　お前達二人に家での楓さんがいかに可愛いかを知ってもらいたいだけなんだけど!?

「……無自覚な惚気はきついよ、勇也」

　伸二、お前もか！

「はいはい。ヨッシーが楓ちゃんのことが大好きなのはよくわかったから。そろそろ今日のメインに移ろうよ！」

　大槻さんの言葉で意識を取り戻した楓さんがビシッと俺を指差して宣言した。

「今度は勇也君がドキドキする番です！　私の愛情たっぷりのバレンタインチョコを受け取ってください！」

　まだ朱色の顔で格好つけてもむしろ可愛いだけだが、楓さんにドキドキさせると宣言されて、俺は緊張しながら席に着いた。

　やばい、すでに心臓が口から飛び出そうになるくらい高鳴っている。女の子からバレンタインチョコをもらうのは初めてのことじゃないのにどうしてだ。

　ちらりと横目で隣に座る伸二を窺うと、彼は普段と変わらない柔和な笑みを浮かべていた。何故なぜだ、お前は緊張しないのか？

「緊張？　どうして？　むしろ楽しみで仕方ないでしょう。大好きな彼女がどんなチョコレートをくれるのか気になってワクワクが止まらないよ」

　これが学園一のバカップルと呼ばれる男の余裕というものか。俺には無理だ。気を張っていないとどうにかなってしまいそうなくらい胸が痛い。

「はいは───い！　お待たせしました男子諸君！　と言ってもシン君とヨッシーしかいないけど。可愛い女の子から特別手作りバレンタインチョコレートが欲しいかぁ───!!??」

　ノリノリで拳を天に掲げる大槻さん。テンション高くないか？　楓さんもニコニコ顔で楽しそうだ。

「秋穂の手作りチョコレートが欲しい───!!」

　伸二は満面の笑みを浮かべて同じように拳を掲げている。順応早くない？　あれ、楓さんどうしてそんな不満そうな顔をされているんですか？　プイッてそっぽ向かないでくれませんか？

「ヘイ、ヨッシー！　ヨッシーは楓ちゃんのバレンタインチョコが食べたくないのかぁ───!!??」

「食べてくれないんですか……？」

　大槻さんのハイテンションとは対照的に、すごく悲しそうに呟つぶやく楓さん。待て、どうして俺が悪者になっているんだ!?　食べたくない？　ふざけるな。そんなわけあるか。俺はやけくそ気味に叫んだ。

「た、食べたいに決まってんだろう───!!」

「うぉおお!!　ヨッシーよく言ったぁぁぁぁ!!!　それじゃ時間もそろそろまずいから早速渡して行くよぉ!!」

　どこからそんな元気が湧いてくるんだろうと不思議に思うが、これが大槻さんの平常運転か。そんな彼女が伸二の前に突き出したのはリボンの巻かれた可愛らしいピンク色の包装箱。メッセージ付きのシールには大槻さんの手書きで『ハッピーバレンタイン！』と書かれていた。

「うわぁ……！　ありがとう秋穂。ねぇ、開けてもいい？」

「フッフッフ。もちろんだぜ、シン君！」

　サムズアップしながら答える大槻さん。伸二はウキウキと身体からだを揺らしながらゆっくりとリボンを外し、包装を剝がしていく。箱を開けた中に入っていたのは───

「シン君の好きなガトーショコラだよ！　少し苦めにしてあるから甘いのが苦手なシン君でも食べられると思う。さぁ、召し上がれぃ！」

「……いや、今は止めておくよ。あとでゆっくり食べるよ。勇也と一葉さんの前でイチャイチャするわけにはいかないでしょう？」

　おいこら伸二！　人の家で何をしようって言うんだ!?　あれか、もしかして食べさせ合いとかするのか!?　そんなことお父さんは許しませんよ!?

「はいはい。落ち着いて勇也。君にはまだ刺激が強すぎるからここではしないから安心してよ。それよりもほら、一葉さんが待っているよ？」

「勇也君、そろそろいいですか？　頑張って作ったので……その、食べてほしいです」

　もじもじしながら楓さんが持ってきたお皿の上には薄くカットされたチョコレートケーキがあった。鼻孔をつく豊潤な甘い香り。それでいてほのかに漂う爽やかな香り。お店で買ってきたのではと一瞬思ってしまうほどの完成度に思わず息を吞のむ。

「チョコレートのスポンジとムース、クリームの三層です。間にはオレンジのクリームをアクセントに入れています。上はキャラメルでコーティングしました」

　解説をしてくれるがただただ啞あ然ぜんとするばかりだ。ここまで本格的なものを作るとは予想外だ。高級洋菓子店で並んでいても遜色がないんじゃないか？

「ど、どうですか……？　口に合いますか？」

「う、うん……美味おいしいよ。すごく、美味しい。こんなに美味しいチョコレートケーキは初めてだよ。ありがとう、楓さん」

「ヨッシーそれだけ!?　食レポ下手へたかよぉ！　もっと何かあるでしょう!?　ほら絞り出して！」

　うるさいよ大槻さん！　俺だって何か気の利きいたことを言えたらって思うけど言葉が出てこないんだよ。楓さんも瞳をうるうるさせてこっちを見ないでくれ。伸二のにやけ面が腹立つなぁ。

「なんていうんだろうな。味はもちろんなんだけど、これだけの物を作ってもらえたことがすごく嬉うれしいかな。だってお菓子の手作りって大変だろう？　それなのに一からこれだけの物を作ってくれるなんて思ってもみなかった。それだけ思われているのかって思うと嬉しくなるというか……」

　同時に申し訳なくもなる、という言葉は吞み込んだ。一歩。そう、俺が一歩前に踏み出せばいいんだ。心に棘とげのように刺さっている恐怖がそれを躊躇ためらわせるが、変わらないといけない。

「ありがとう楓さん。俺のためにこんな美味しいケーキを作ってくれて。気持ちがすごく伝わってくるよ。これからもよろしくね」

「……勇也君……はい！　こちらこそよろしくお願いします！」

　はにかみながら俺は言い、オレンジの酸味とチョコレートの甘みを堪たん能のうする。口の中で二つの味が奏かなでるハーモニー。そこに加わる楓さんの思いも嚙かみ締めながら味わって食べる。気付けば皿の上のケーキはなくなっていた。もっと食べたかったな。

「フフッ。大丈夫ですよ。まだたくさんありますから。おかわりしますか？」

「あぁ……食べたいけどやめておくよ。明日また夜食べるよ。いいかな？」

「もちろんです。一緒に食べましょうね。あーんしてあげますよ」

「ハハハ。なら俺もあーんってして食べさせ合いでもしようか？」

　何気なく発した言葉に楓さんが大きく目を見開く。それだけではない。この部屋の空気が固まった。あ、今俺とんでもないこと言ったかも───？

「ねぇねぇシン君。聞きましたか今のヨッシーの発言。あーんして食べさせ合いしようか、だって。惚気かな？」

「確かに聞いたよ、秋穂。勇也があーんして食べさせ合いをしようだって。録音しておけばよかったかな」

　お黙りなさいそこの二人！　というかそろそろ帰ってくれませんかね!?

「そうだね、シン君。これ以上いると若い二人の邪魔になるので私達はお暇いとますると致しましょうかね」

「そうだね、秋穂。二人きりの甘い夜を邪魔したら悪いから、僕達は帰るとしようか」

　電光石火の早はや業わざで帰り支度を整えると、伸二と大槻さんバカップルは笑顔で帰っていった。あまりの手て際ぎわの良さにポカンとしていると、俺のスマホに伸二からメッセージが届いた。




『くれぐれも優しくするんだよ、勇也』

「余計なお世話だ馬鹿野郎！」

　スマホを投げつけたくなるのを我慢して、俺はリビングに戻った。楓さんはまだフリーズしていた。

　やれやれ、いい加減再起動してください。







　楓さんはすぐに正気を取り戻した。静かになったリビングで温かいお茶を飲みながらくつろいでいると、楓さんがテーブルにあったお皿をじっと見つめてから、意を決したように言った。

「勇也君。私もチョコレートケーキ食べたくなっちゃいました！　食べてもいいですか？」

「うん？　別にいいけど、なんで聞くの？」

「だって……これは勇也君のために作ったものなので、私が食べたら本末転倒じゃないですか？」

　まぁそう言われればそうかもしれないけれど、先ほど楓さん自身が言っていたようにたくさんあるならむしろ一緒に食べた方がいい。ちまちま食べてダメにする方が悪だ。けれど時間は22時になろうとしている。こんな時間に甘い物を食べて大丈夫なのか？

「大丈夫です！　甘いものはいくら食べても絶対正義なんです！　それに私、太りませんので！」

　世の女性達の歯は軋ぎしりが聞こえてきそうなセリフを、たたき上げのスキルを武器に活躍する某ドクターのようにビシッと言う。まぁ一緒に暮らしてわかったことだが、楓さんはよく食べる。でも魅惑の体型は一切変わらないどころか心なしか胸部装甲が強化されているようにさえ思える。気のせいだよな？

「あぁ……そう言えばなんだか最近下着がきつくなってきたんですよねぇ。勇也君はどんなものが好みですか？」

　ぶはぁぁ!!??　はいぃいい!!??　なんですって、まだ成長しているですって!?　というかセーターの胸元をクイッとしながら前のめりにならないでくれますか!?　刺激が！　刺激が強い!!

「どうせなら勇也君の好みに合わせたいと思うんですけど、どうですか？　私にどんな下着を着けてほしいですか？」

　小悪魔的な微笑を浮かべながらテーブルを跨またぐ勢いで身を寄せてくる。俺は全力で明後日あさっての方向に首ごと回して視界に入らないようにする。入らないようにするのだが楓さんが絶妙な位置に移動して視線の中に映りこんでくる。

「やっぱり清せい楚そな白系ですか？　エプロンのような花柄は可か愛わいいですよねぇ。それとも爽やかな水色？　明るい色は気分が晴れやかになりますね！　それともそれとも！　大人なイメージの黒はどうですか？　色気が増して勇也君を誘惑です！　誘惑と言えばピンク？　言いますよね、ピンクはいんら」

「スト────プ!!　それ以上は言わせないから！　というかケーキ食べるんだよね!?　持ってくるから席に座って大人しくしていてくださいっ！」

　楓さんの口から淫乱、なんて言葉を出させてなるものか。俺は会話をぶった切ってテーブルの皿を持って席を立つ。ニヤニヤと楽しそうに笑っている楓さんが憎たらしい。俺の反応を見て楽しんでいやがったな。見てろよ。

　冷蔵庫の中にあるケーキを取り出す。こうしてみるとやっぱり買ってきたのでは、と勘違いしてしまうくらい綺き麗れいにデコレーションされている。切り分けるためとは言え包丁を入れるのが躊躇われる。

　形が崩れないように細心の注意を払いながら切り、お皿に載せる。フォークはテーブルの上に残っているからわざわざ持っていかなくていいか。

「はい、ケーキ持ってきたよ。食べたかったんだよね？」

「ありがとうございます。あれ、フォークはどこですか？」

「あぁ、これ使いなよ。わざわざ新しく持ってくることないだろう？」

　はい、と俺は自分が使っていたそれを楓さんに渡すのだが、再び彼女はフリーズしてしまった。クックックッ。計画通り。だがこれで終わりではないぞ。男の夢で散々からかった罪を償わせてやるのだ！

「はい、楓さん。あ───ん？」

「───はいぃ!?　ゆゆゆゆうやくん!?　何を言っていらっしゃるんですか!?　しょ、正気ですかっ!?」

　わざとらしく言いながら俺はケーキにフォークを入れて食べやすいサイズに切る。動揺スイッチ全開で慌てふためく楓さんの口元にゆっくりと運ぶ。

「うぅ……うぅ……」

　目をキョロキョロと左右に振り、俯うつむいて肩をプルプルと震わせたかと思えば拳を作って声にならない声を上げて天井を見上げる。そんなに葛藤するものだろうか。まぁ見ている分には可愛いから全然かまわないんだけど。

「あ、あ───んっ」

　意を決して、楓さんはフォークに刺さっているケーキをパクリと食べた。その顔は色づいた紅葉もみじのように真っ赤に染まっていた。

「どう？　美味しい？」

「…………わかりません。ドキドキしすぎて……味がわからないです」

　楓さんは俯きながらか細い声でそう言った。あーんくらいで味がわからなくなるくらいドキドキするものか？

「だってこれ……か、間接キス……初めての……勇也君とキス、なんだもん……ドキドキするに決まっているじゃないですかぁ……」

　上目遣いで恥ずかしそうに言ってから、口にフォークを入れて上目遣いで見つめてくる楓さんの破壊力は間違いなく戦略級。一撃で戦況をひっくり返す切り札。ダメ押しに使われた『だもん』の銃撃は俺の心を木こっ端ぱみじんに吹き飛ばすには十分。つまり、俺の顔も茹ゆでだこになったってわけだ。

「あ、いや……その、これはからかわれたことへの仕返しに、サプライズであーんをしてあげたら楓さんの照れ顔が見られるかなって思っただけでして！　それに間接キスでそこまで驚かれるなんて思ってなく───んんっ!?」

　俺がバタバタと身振り手振りで弁明しているところに無言で楓さんがケーキを突っ込んできた。しかもつい先ほどまで楓さんが口に含んでいたフォークが今は俺の口の中。おかしい、さっき食べた時よりもチョコが甘く感じる。そして顔が熱い。心臓が痛い。

「勇也君にもわかってほしいです。好きな人と間接的でもキスをして……恥ずかしくならないわけがないってことを。でもそれと同じくらい……嬉しいことを……」

　瞳に膜を張りながら訴えかけられて、俺はただただ頷うなずく事しかできなかった。何故なぜならこれは想像以上に恥ずかしい。あーんのし合いに間接キスが加わればそれはもうキスと同じくらい恥ずかしい。でも、楓さんの言う通り。なんだか心が満たされる。

「勇也君はズルいです。どうしてこうも簡単に私のことをドキドキさせるんですか……あーんだって私から勇也君にしてあげてドキドキさせたかったのに……ズルいです！」

「いや、ズルいとかズルくないとかの問題じゃなくてさ？　というか、そういうことなら楓さんだって結構ズルいと思うぞ!?　いや、もう楓さんの存在自体がズルいよ！」

「な、なんですかそれ!?　私の存在がズルってひどくないですか!?」

「当然だろう！　そもそも、憧れていた可愛い女子といきなり一緒に住むことになった時から俺は嬉うれしいのと恥ずかしいので毎日ドキドキしているんだよ！　むしろしていない日はないんだよ！　それくらいわかれ……バカ」

　言ってから恥ずかしくなって俺は席を立った。勢いで楓さんに憧れていたなんて言ってしまった数秒前の自分を殴りたい。穴があったら入りたいとはまさにこのこと。こういう時は風ふ呂ろだ。風呂に逃げよう。風呂は一日の出来事を洗い流す神聖な場所だ。

「ダメ……！　行かないで、勇也君」

　風呂の準備に行こうと浴室へ向かおうとしたとき、楓さんが俺の背中に抱き着いてきた。

「一人にしないでください。今一人にされたら……」

「……されたら、どうなるの？」

　俺はごくりとつばを飲み込んで楓さんの言葉を待つ。

「今一人にされたら……嬉しくて飛んだり跳ねたりしちゃいます」

　てへ、と最後に付け加えた。

　あまりの可愛さに眩暈めまいを覚えた。そして飛んだり跳ねたりされたら困るので、楓さんの気の済むまで一緒にソファに座って、ダラダラと少し早いバレンタインの夜を過ごしたのだった。







　楓さんと何をするでもなくくつろいでいるだけで時間はあっという間に過ぎていき、慌てて就寝準備を終えた頃には日付が変わっていた。

「楓さん……待ってなくてよかったのに……」

「いいんです。私が勇也君を待ちたかっただけなので。お風呂、気持ちよかったですか？」

「それはもう。疲れもとれたし、明日も頑張れそうだよ」

　ちなみに俺はからかうつもりで混浴を提案したのだが『そういう冗談はやめてください』と言われてしまった。普段なら一緒に入りたいです！　と主張してくる楓さんにしては珍しく、逆に驚いた。ただそのおかげでのんびり寛くつろぐことができたのだが。

「フフッ。それは良かったです。さぁ、そろそろ寝ましょうか」

　楓さんが手元のリモコンで照明の明かりを落とす。火ほ照てる身体からだのまま布ふ団とんに入ったので熱がこもって仕方ないが足元が冷えて眠れないよりは断然いい。

　今日も色々あった。すき焼きは美味おいしかったし、楓さんからのバレンタインチョコの手作りケーキは絶品だった。それに加えてあーんをし合って間接キスまで───やばい。考えるな。眠れなくなる。

「ねぇ……勇也君。起きていますか？」

「うん。起きているけど、どうかした？」

　何かあってはいけない上に、彼女の寝顔を見ていたら眠気はどこかに吹き飛んでしまうので俺はいつも楓さんに背を向けて寝ていた。だから当然彼女からの問いにも振り返ることなく答えたのだが、それがいけなかった。

「少し……近くで……勇也君のそばで、寝てもいいですか？」

　いつの間にか移動していた楓さんが後ろから抱き着いてきた。普段よりも蕩とろけた甘い声で尋ねられ、ふわりと香る檸檬れもんの香りが心安らかにさせ、しかし同時に俺の脳を混乱させる。背中越しに伝わる楓さんの温ぬくもりと男を狂わす柔らかな感触。腰にぎゅっと巻き付けられた腕が緊張で微かすかに震えているのが伝わってくる。心臓も壊れそうなくらい大きく脈打っているのがわかる。

「あぁ……いいよ」

　一生懸命、精一杯の勇気を振り絞った楓さんのお願いを、俺は断ることが出来なかった。いや、むしろこのまま振り返って抱きしめたい。そんな衝動に襲われている。

「私ね、今日とても幸せでした。大好きな人にぎゅって抱きしめてもらって、頑張って作ったお菓子を美味しいって褒めてくれて、食べさせてくれて。しかも間接キスも出来ました。もう死んでもいいくらい、幸せな一日でした」

　楓さんの告白に俺の胸も高鳴り始める。止やめてくれ。嬉しいけど、止めてくれ。

「でも……もっと味わいたいって思ってしまうんです。大好きな人にぎゅってされながら眠れたらどんなに幸せだろうって……」

　ズルい。楓さんは本当にズルい。そんな風に泣きそうな声で甘えられたらわがままを叶かなえてあげたくなるじゃないか。

「……今日はありがとう、楓さん」

　身体を正面に向けて優しく楓さんを抱きしめるとびくりと楓さんの肩が跳ねた。けれどすぐに頰を俺の胸に寄せて蕩けた笑みを浮かべる。
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「えへへ……勇也君、とても温かいです。それに良いい匂い……今日はいつも以上にぐっすり眠れそうです」

　そうですか。俺は多分朝まで眠れそうにありませんよ。

　でも。あなたが幸せを感じてくれるなら俺はそれでいい。あなたが喜んでくれるなら俺はそれでいい。俺も、あなたと一緒にいられて───

「おやすみなさい、勇也君。大好きです」







[image: 第９話　二階堂の告白？]

　ついにやってきたバレンタインデー当日の朝。

　男子はみんなそわそわしていていつも以上に落ち着きがない。対する女子は仲良く友達同士で個包装されたチョコを交換し合って楽しそうにしているが、その瞳の奥には炎を宿し、互いに牽けん制せいし合っている。

「朝から締まりのない顔だね、吉よし住ずみ」

　机で突っ伏している俺に二に階かい堂どうが呆あきれたような口調で声をかけてきた。毎朝爽やかな顔をしているがその秘ひ訣けつはどこにあるんですか？

「さぁ？　規則正しい生活をすることじゃないかな？」

　ものすごく適当な回答をいただきました。どうもありがとうございます。

「どういたしまして。それより、どうだった？」

「……ん？　何の話だ？」

「惚とぼけないで。チョコレートの話だよ。どうだったの、一ひとつ葉ばさんの手作りチョコレートケーキは。週末に作るって話だったろう？　美味しかった？」

「あ、あぁ。それはまぁ……美味しかったよ」

　どうしてそんなことを二階堂が気にするのかわからないが、俺は素直に答えることにした。

「そっか。それはよかったね」

　舌打ちこそしなかったが、二階堂は唇をキュッと嚙かみながら呟つぶやいた。なんだろう、先ほどから声に棘とげを感じるんだが、気のせいか？

「目の前でだらしなく緩んだ顔を見せられてイラッとしただけだよ」

「ハハハ……朝から辛辣だな」

「因果応報だね。あぁ……こんなことなら作ってこなくてよかったかなぁ」

　わざとらしく盛大にため息をつきながら、二階堂は鞄かばんの中から丁寧にラッピングされた小さな箱を俺の胸に押し付けてきた。これはもしかして？

「隣の席に座っているよしみ。あと一葉さんのチョコレートが万が一美味しくなくて吉住が落ち込んでいた時のために作ってみたけど……徒労だったね」

　フッと笑って肩をすくめる二階堂。本命でも義理でもないが、なんにしても俺のために作ってくれたことに変わりない。

「そっか。わざわざありがとな、二階堂」

「随分素直になったね。私ももっと早く気付いていればなぁ……」

　俯うつむきながら呟いた言葉をしっかりと聞き取ることはできなかった。ただ二階堂の顔にはどこか哀愁のようなものが漂っていた。

「どうした、二階堂？」

「別に、吉住が気にすることじゃないよ。チョコレート、早く鞄にしまって。そろそろ彼女が来る時間でしょ？」

　時計を見ると確かに楓かえでさんと大おお槻つきさんが始業前に遊びにやって来る頃合いだ。でもここで隠したとしても気付かれないなんてことはない。ならいっそのこと早いこと自白したいのだが。

「痴話げんかに巻き込まれたくないだけ。そのくらいわかれよ、馬鹿」

　そう言い残して二階堂は教室の外へと向かって歩き出した。どこに行く気だ？

「フフッ。それを女子に聞くのはマナー違反では？」

「……すみませんでした」

　フフッと鼻で笑い、二階堂は教室から出ていった。その背中をぼんやりと見送ってから、俺は貰もらった小箱を形が崩れないように鞄の中へとしまった。それにしても二階堂はいったい何を考えているんだ？　あいつの意図がまったくもってわからない。

「おはよう、勇ゆう也や。朝から変な顔をしているけど何かあったの？」

「おはよう、伸しん二じ。朝から失礼な奴やつだな、お前は。なんもねぇよ」

　登校してきた伸二に開幕から悪口を言われて若干傷ついたが、心の広い俺は怒ったりしない。反射的に手刀を落としそうになったが我慢した。それにしてもタイミングが良すぎるだろう。鞄にしまうのがあと少し遅かったら面倒なことになっていたぞ。

「そっかぁ。教室の前で二階堂さんとすれ違ったんだけどね。なんか様子がおかしかったから、勇也が何かしたんじゃないかって思ったんだけど……」

「……二階堂が？　そんな馬鹿な。お前の見間違いじゃないのか？」

「そう……ならいいんだけどね。ところで話は変わるけど、来週の課外合宿すっごい楽しみだね！　この時期に合宿なんて珍しいけどスキーに星空観察。絶対楽しいよ！」

「いや、変えすぎだろう……まぁそうだな。俺、スキーやったことないからうまく滑れるか不安だわ。というか星空観察ってなんだよ……青春の押し売りか？」

「勇也君からの押し売りなら喜んで私が買い占めますよ？」

　うわぁ！　どこから湧いて出てきたんですか楓さん？　しかもいつものように大槻さんも一緒ですか。

「来週から始まる三日間の課外合宿。残念ながらクラスが違うのでバス移動は別々ですけど、現地では一緒に過ごしましょうね！」

「そうだな……別々なのは少し寂しいけど、まぁ現地に着けばどうとでもなるか。うん、楽しみにしてるよ、楓さん。一緒に星を見ようか」

「は……はい！　私も勇也君と星空一緒に見るの楽しみです！」

　家で見る笑顔も良いが、学校で見られる楓さんの満面の笑みというのもまた良い。新鮮というか、違った味わいがあるというか。

「ねぇねぇ、シン君。突如始まったこの甘あま々あまな空気は何かな？　男子生徒がみんなゾンビみたいな顔をしているんだけど？」

「仕方ないよ、秋あき穂ほ。あの二人は僕らが付き合いだした時と同じ状態だから。男子は死んだ顔になっているけど女子はなんか羨ましそうに見てるね」

「何だかんだ言ってヨッシーはカッコいいからねぇ……楓ちゃんがここに来たのだって本当は───」

「秋穂ちゃん！　それ以上はダメです！　そのことは言わないと約束しましたよね!?　あなたの口はヘリウムですか!?」

　空気より口が軽いってか。大槻さんに相談事はできないことがこれでわかった。まぁする機会なんてそうそうないと思うけど。

「えぇ───！　いいじゃん別に。ヨッシーが哀あいちゃんからバレンタインチョコを貰ってデレデレしないか心配だったって言ってもいいじゃん」

　えっ？　もしかして楓さんは二階堂が俺にチョコレートを準備してくることを予見していたのか？

「あぁああぁぁ秋穂ちゃんのバカぁあっ!!　なんでばらすんですか!?　これじゃ私が束縛系彼女って勇也君に誤解されるじゃないですか！」

　いや、別にそこは誤解しないけどね。だって外堀の埋め方強引だったし。それに束縛も裏を返せばそれだけ慕われている証拠になるから悪い気はしない。でもどうしよう。このタイミングで二階堂から貰っていることを話したらきっと間違いなく面倒なことになる。

「聞いてください勇也君！　私の勘が警報を鳴らしているんです！　きっと二階堂さんは……」

　バシッと俺の肩に摑つかみかかってくる楓さんは不安と焦あせりがごちゃ混ぜになっている複雑な表情をしていた。

「───私がどうかした？」

　噂うわさをすればなんとやら。両手いっぱいに小袋を抱えて二階堂が戻ってきた。突然の帰還にびっくりした楓さんはサッと俺の背中に身を隠した。その大量の小包は一体全体どうしたんだよ？

「あぁこれ？　トイレから戻ってくる時に渡されたんだよ。どうだ、すごいだろう？」

　二階堂は苦笑いしながらそっとプレゼント達を机に置く。確かにすごい数だな。一体どれだけのファンがいるんだ？

「あ、あの！　二階堂哀さんはいますか!?」

　噂をすれば影。扉の前で一人の女子生徒が二階堂の名を叫んだ。その手には可か愛わいいピンク色の包み紙。

「あぁ、私ならここだよ。何か用かな？」

　ゆっくりと手を振りながら二階堂は女子生徒の方へと歩み寄る。そして腕を組んで優しく微ほほ笑えむその姿はまさにイケメン王子だな。

「あ、あああの！　二階堂さんのためにチョコレート作って来たので受け取ってください！」

　ガバッと頭を下げながら押し付けるように二階堂に包みを渡す女子生徒。二階堂がとった行動は、

「私のためにありがとう。もしかして手作り？」

「は、はい!!　一生懸命作ったんですけど美味おいしいかどうかは……」

「フフッ。君が一生懸命作ってくれたなら美味しくないはずがない。大事に食べるよ。ありがとう」

　そう言って二階堂は女子生徒の髪をそっと撫なでる。撫でられた子は顔をリンゴの様に真っ赤にしながらもう一度頭を下げて走り去っていった。二階堂が王子様と言われる所以ゆえんを久々に目の当たりにしたがいつ見ても心臓に悪い。

「……なんだよ、吉住。何か言いたいことでもあるのか？」

「いや、別に全然。モテる女子は大変だな」

「私も渡す側なんだけどね。ホント、おかしな話さ」

　そう言って肩をすくめて自嘲する二階堂。まぁ二階堂は女の子だけど王子様な雰囲気があるからな。スタイルも良いいし、バスケ部期待のエースだし、立ち振る舞いも凛りんとしているのでさながら王子様だ。女子に人気があるのも頷うなずける。

「誰が王子様だよ。私にだってお姫様願望くらいはあるよ？」

　心外だと言わんばかりに腕を組んでふんっと鼻を鳴らす。へぇ、二階堂にもお姫様願望があるのか。その相手役はさぞかし大変だろうな。いつの間にか立場が逆転しているなんてこともありそうだ。

「私だってこう見えて乙女なんだけど……試してみる？」

「……そういうところだぞ、二階堂」

　俺は思わず顔を手で覆った。口調や仕草がいちいち様になっているから面と向かってやられたら冗談だとわかっていてもさすがに照れる。楓さんの場合は可愛くてキュンとするが、二階堂の場合はカッコいいからドキッとする。

「んぅ……二人はやっぱり仲良しさんですね……」

　背中に隠れていた楓さんがわずかに頰を膨らませながらボソッと呟いた。それに対して一瞬目を丸くしたがすぐにニヤリと笑う二階堂。

　むぅと精一杯警戒する子猫のような楓さんと余よ裕ゆう綽しゃく々しゃくの成せい猫びょうのような二階堂。まるで縄張り争いだな。なんだよ、この状況は。

「いや、これは縄張り争いというよりもご主人様争奪戦では？」

　黙れ、そして笑うな、伸二。これ以上話をややこしい方向に持っていこうとするんじゃない。

「フフッ。私と吉住は隣の席のただの友人。一葉さんが想像しているような関係じゃないよ。そうだよね、吉住？」

　ふっと身体からだから力を抜いて柔和な笑みを浮かべながら二階堂は俺に目配せをしてきた。そこで俺に振るのはどうかと思うぞ？　まぁチョコレートは貰ったとはいえ二階堂の言葉はその通りなので素直に首を縦に振った。

　けれど楓さんは何かを感じ取ったのか威嚇から怪け訝げんな表情へと変わる。その真意を確かめるか逡しゅん巡じゅんしていると無情にもタイムアップを告げる鐘が鳴る。

「はいはい。予鈴が鳴ったからそろそろ教室に戻るよ楓ちゃん！　それじゃ次はお昼休みにね！」

「ちょ、ちょっと！　引っ張らないでください秋穂ちゃん！　それじゃ勇也君！　また後で！」

　大槻さんに首根っこを摑まれて連行されて行く楓さんを、手を振って見送った。なんだよ、二階堂。文句でもあるのか？

「……別に、何も」

　お願いです、二階堂さん。その凍いてつくようなジト目はやめてください。伸二からも何か言ってやってくれよ。

「勇也が全面的に悪いね。無自覚にストロベリーな空気を出すくせにハッキリしないから」

　ストロベリーな空気ってなんだよ!?　説明しろ、伸二！

「そうだね、日ひ暮ぐれの言う通りだ。この甲か斐い性しょうなしめ」

　ふっと笑った二階堂の顔はしかしどこか哀愁を帯びていた。
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　ストロベリーな空間を無自覚に出すなと言われてから四時間後の昼休み。俺達はカフェテリアで昼食を食べていた。二階堂は「ごめん、私はパス」とのこと。

　会話の話題は来週から始まる二泊三日の課外合宿の件だ。

　宿泊するのはパスポートのいらない英国というコンセプトのもと、広大な敷しき地ちに中世英国の街並みを再現したリゾート施設。ドラマの撮影地で使われたことで観光地としても有名な場所である。

　俺は生まれてこの方スノースポーツに縁がないので、その辺の装備は何一つ持っていない。早急に準備をしなければ。夏のバイトの分の貯金で足りるだろうか。

「あっ、勇也君のウェア一式は用意しておきましたから安心してください。ちなみに私とペアルックです！」

　気付いたら楓さんに用意されていました。どんなものかと尋ねたら写真を見せてくれた。シンプルな青と水色という同系色での大胆なカラーブロックが特徴のデザインだ。ちなみに楓さんは赤とピンク。

「お父さんに話したら喜んで買ってくれました！　これでいつか一緒に滑りに行けるな！　ってはしゃいでいましたよ」

「マジか……てことは俺もある程度滑れるようにならないとダメってことじゃないか。どうしよう、楓さん」

「大丈夫です！　当日は私が手取り足取りマンツーマンで指導しますから！　私に任せてください！」

　おぉ、なんて頼もしいお言葉なんだ！　楓先生、是非とも初心者の私に指導のほどよろしくお願いします！

「フフッ。優しく丁寧に教えてあげますから安心してください。えへへ……危うく転びそうになる勇也君を抱き留めて雪の上で抱き合う……ぐへへ……」

　よし。楓先生の前では意地でも転ばないように気を付けよう。倒れる時は前のめりだ！　とよく言うが、楓さんの前では恥ずかしがらずに尻もちをつこう。二人きりの時はまだしも衆人環視の前で、しかも雪の上で転び倒れて抱き合うなんて恥ずかしさが限界突破だ。

「ストロベリーな空気を抑えることはできないんだね、勇也。僕からはもう何も言えないや」

「ヨッシーが相当の天然さんだったなんて思わなかったよ。楓ちゃん、頑張ってね！」

「無理です……予想していない時に飛んでくるので耐えられません……」

　はぅと顔だけでなく耳まで真っ赤にして楓さんは俯うつむいた。別におかしなことは言っていないと思うんだけど、教えて伸二先輩！

「いやさ、みんなの前だと抱き合うのが恥ずかしいけど二人きりならいいか、ってさらっと言われたら誰だって恥ずかしくなるでしょ？　聞いているこっちもなんだか恥ずかしくなるよ」

「そうだぞ、ヨッシー！　君の無意識なストロベリー発言のおかげで私達のライフはもう０だよ！　この場にいない哀ちゃんが羨ましいよぉ！」

　ぐはぁっと吐血の真ま似ね事ごとをしてテーブルに突っ伏す大槻さん。もしこの場に二階堂がいたらアルカイックスマイルを浮かべて『他所よそでやってくれるかな』と言ってくることだろう。

「…………」

　そんなことを考えたところで、昼食の誘いを断った時に二階堂が一瞬見せた寂しそうな顔が頭をよぎった。

「勇也君？　どうしたんですか？」

　楓さんが怪訝な顔で話しかけてきた。そんな彼女に心配しないでと笑いかけてから俺は立ち上がった。

「ごめん、ちょっと用事を思い出したから先に教室に戻るね。楓さん、また後でね」

「勇也君……今日も一緒に帰れますか？」

　歩き出そうとした俺の袖を摑つかみ、俯きながら消え入りそうな声で尋ねてくる楓さん。そんな彼女の頭をポンポンと優しく撫でる。

「もちろんだよ。今日も一緒に帰ろうね」

「───はいっ！」

　どんよりと覆っていた雲は消えて楓さんの表情に晴天のような笑顔が戻る。もう一度彼女の頭を撫でてから、俺はカフェテリアを離れてある場所へと向かった。
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　寒空の下。私は屋上で佇たたずんでいた。雲一つない澄んだ晴天だが、肌を突き刺すような真冬の冷たい空気をわざわざ浴びようなんて考える生徒はそうそういない。だからこそ私は誰にも邪魔されることなく一人になることが出来た。

「はぁ……私もなりたかったなぁ。お姫様に」

　ため息をこぼしながら私は空を見上げた。趣味が合って話しやすい隣の席の男の子だと思っていたのに、まさかそれが〝好きな男の子〟になるなんて思わなかった。

「我ながら自覚するのに時間がかかったなぁ。しかも気付いた時には手遅れとはね」

　自嘲しながら前髪をかき上げる。吉住と一緒にいるのはすごく居心地が良かった。話も弾むしノリもいい。反応も可か愛わいいからついからかってしまう、まるで親友のような存在。そのはずだったのに、すべては一葉さんの登場で変わってしまった。

「鳶とんびに油あげを攫さらわれるとはこのことかな？　いや、そもそも油あげの存在を認識していなかった私の落ち度だな」

　一葉さんと話している時の吉住は自然体で表情も豊かで、私が見たことないくらい幸せそうな顔をしていた。そんな彼の姿を見て、私はすごく悲しくなった。そしてそんな彼の隣で微ほほ笑えむ一葉さんに嫉妬した。

　もっと早く自分の気持ちに気付いていれば、吉住の隣にいたのはもしかしたらと考えてしまうが、そんなことをいくら言っても後の祭り。

　そもそも私は一葉さんの様に可愛くないし愛あい嬌きょうもない。それにあの二人はまるで長年連れ添ったパートナーの様で付け入る隙がない。

「チョコレート……渡すんじゃなかったかな」

　いつものように冗談めかして適当なことを言って無理やり押し付けたが、あなたのことを想おもって一生懸命作ったと言えたらよかったのに。

「ホント……情けないなぁ……」

　ズキズキと痛む胸元をきつく挿さえる。お願いだから鎮しずまってくれ。このまま教室に戻ったら吉住に気付かれるかもしれない。それは、嫌だ。

「───見つけた。やっぱりここにいたんだな、二階堂」

「よ、吉住!?　どうしてここに……」

　振り返ると、今一番会いたくない男が屋上の扉の前に立っていた。彼は呆あきれた様子でため息をつきながら答えた。

「友達が辛つらそうにしているのに気付いたのに放置できるほど俺は薄情じゃないんだよ」

　珍しくぶっきらぼうに答えるがそれは彼なりの照れ隠し。そんな彼の優しさを嬉うれしく思うと同時にそれを独占できないことが悔しい。

「……フフッ。よく見ているんだな。最近の吉住は一葉さんのことしか眼中にないのかと思っていたんだけど」

　泣き崩れそうになる心に鞭むちを打ち、私はいつものように嫌味を言う。彼はフェンスに寄りかかって口を尖とがらせながら言った。

「まぁ確かにそうかもしれないけど、だからと言って気付かないってわけじゃない。伊達だてに一年近く友達やってないからな」

　見ていないようでちゃんと見ているんだな。私はあなたのお姫様じゃないけど、今くらいは少し甘えてもいいよね？

「ねぇ、吉住。一つ、聞いてもいいかな？」

「もちろんいいけど……改まってどうした？」

「フフッ。気にしないで。ねぇ、吉住。もしも私が吉住のことを好きって言ったらどうする？」

　吉住は私のあまりにも唐突な質問に目をぱちくりとさせている。そういう戸惑った顔も可愛く見えるのは恋をしているからかな。

「いや……え、二階堂さん？　あなた何を言っているんですか？」

「え、もしかして聞こえてなかった？　ならもう一度言おうか？」

「大丈夫！　うん、ちゃんと聞こえていたから繰り返さなくていい！」

　顔をわずかに赤らめながら顔をそむける吉住。彼は落ち着くために何度か深呼吸を繰り返してから顔を上げた。吉住の表情は真剣なものになっていた。

「……質問の答えだけど───ごめん、二階堂。その気持ちには応えられない。俺にはその……好きな人がいるから」

　吉住がこう答えることはわかっていたじゃないか。むしろここまではっきり言われるといっそ清すが々すがしいくらいだ。でもどうしてかな。やっぱり胸が痛いな。でもそれを表に出すわけにはいかない。

「ハハハッ！　神妙な顔をしないでくれ。冗談のつもりで尋ねたのにこれじゃまるで私が告白して振られたみたいじゃないか」

　いつものように笑いながら背中をバシバシと叩たたいた。

「冗談でも言っていいことと悪いことがあるぞ!?　ま、まさかこの冗談を言うためにわざと朝からおかしな態度をとっていたとか言わないよな？」

「あっ、バレた？」

　てへっと舌を出して笑ってみせると吉住は顔を真っ赤にして激怒した。だがその抗議は一切受け入れず、肩を抱き寄せて強引に話題を変えた。

「それはそうと。一葉さんとはどうなの？　まだうじうじ悩んでいるの？」

「いや……もう悩んでない。ただタイミングをいつにしようかってだけだ。ってか近い！　離れろ！」

　ふむ。タイミングか。吉住なりにムードとか考えているのか。そういうことなら私の理想を全部話してみるか。こら、ジタバタ暴れるな。

「私が嬉しいのはロマンティックな状況かな。例えば……星空の下でとか？　満天の星に見守られながら告白されるなんて考えるだけでキュンキュンする」

　耳元で囁ささやくように言うと吉住は顔を真っ赤にしながら驚いている。でもまだ話は終わりじゃない。

「告白された後は優しく抱擁してほしいな。それでもう一度、今度は耳元で好きだって囁いてほしい」

　最後にふぅと吐息を吹きかけたところで吉住が私の拘束を解いて飛び退のいた。

「い、いきなり何するんだよ!?　びっくりするだろうが！」

　耳を押さえながら女の子みたいな悲鳴に近い声で怒る吉住。

「フフッ。私なりの実技講座だよ。どう？　参考になった？」

「そ、それはまぁ……一応、それなりには……ちくしょう。これだから王子様は困る」

　いまだに頰だけでなく耳まで真っ赤にしながらぶつぶつと恨み言を呟つぶやいている吉住に、私はとっておきの情報をプレゼントする。

「ちなみにだけど。来週の課外合宿の時、星空観察の時間があるよ？」

「……そうか！　課外合宿！」

　気付いたみたいだね。告白をするのにこの課外合宿というイベントはうってつけだ。部活の先輩から聞いた話では、一年生の時のこのイベントで付き合い始めるカップルは多いらしい。

「ありがとう、二階堂。おかげで決心がついたよ」

「それは何より。告白、頑張ってね」

「はぁ……にしても二階堂が元気なようで安心したよ。まさか俺を驚かせるためのドッキリだったとはな。金輪際やめてくれよ？　心臓に悪い」

　やれやれと肩をすくめながら吉住は階段の方へと歩き出した。そうか、もうすぐ昼休みが終わる時間か。
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「どうした？　そろそろ戻らないと授業に遅れるぞ？」

「そうだね。なら一緒に教室に戻ろうか……ねぇ、吉住」

「ん？　どうした？」

「ううん、なんでもない。バレンタインのお返し、楽しみにしているからね！　飛び切りのプレゼントよろしく！」

　パンッと背中を叩いて私は階段を駆け下りる。後ろから吉住の怒声が聞こえてくるのが心地良い。

　本当はね、吉住。私は真まっ直すぐなキミのことが好きだ。残念ながらこの気持ちは届かなかったけど、好きになったことは後悔してない。だから───

「これからもよろしくね、吉住！」
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　部活を終えて俺は白い息を吐きながら校門へと急ぐ。凍えるような寒さの中、彼女がきっと待っているはずだ。

「───っあ、勇也君」

　俺の接近に気が付いた楓さんがさっと振り向いた。その顔はどこかほっとしたような様子だった。それにしてもよく俺の接近に気が付いたな。驚かせようと思って息を殺して静かに近づいたつもりなんだけど。

「フフッ。わかりますよ。勇也君が近づいて来ているぞってビビッと来ましたから」

　楓さんにそんな特殊なセンサーが搭載されているなんて知らなかった。これでは俺が後ろからこっそり忍び寄って抱きしめることができないじゃないか。

「フフッ。安心してください。そういう時は気付かないふりをしますから。というか今すぐにでも後ろから抱きしめてくれていいんですよ？」

「……いや、それはちょっと……」

　だってここ学校だよ？　人はもうほとんど残っていないが学校で抱きしめるのはさすがにダメだろう。

「嫌です……今すぐ抱きしめてください……」

　袖を摑つかみながら空気に溶けて消えてなくなりそうな声で囁く楓さん。その瞳から雫しずくが零こぼれそうになっている。

「勇也君……隣にいてください……私の隣で……ずっと一緒に……」

　気が付いたら俺は楓さんのことを抱きしめていた。力を込めて、離さないという思いを込めて。

「もちろんだよ。俺は楓さんの隣にずっといるよ。だから安心して」

　不安で泣きじゃくる赤子をあやすように優しく撫なでる。俺が楓さんの隣からいなくなるなんてことはありえないし、むしろそれは俺の台詞せりふだ。

　あなたにどれだけ俺の心が救われたことか。あなたと出会い、一緒に過ごしたことで今の俺があるのに。どうしてそんな風に思うのか。

「だって……勇也君は自分が思っている以上に魅力的な人ですから」

「んん？　どういうこと？」

　俺は頭の上に？マークを浮かべながら尋ねると、楓さんは拗すねたように口を尖とがらせた。えっ、一転して拗ねモードに突入ですか？

「……勇也君。二階堂さんからチョコレートもらいましたよね？」

　ギクッ!?　ど、どうしてそれを楓さんが知っているんだ!?

「……女の勘です」

　私は怒っていますとアピールするように頰を膨らませるので、俺はどうしたものかと頭をフル回転させる。

「うぅ……やっぱり貰もらっていたんですね。私が睨にらんだ通り二階堂さんは───」

　二階堂がどうしたというのか？　あいつとは別に何もないし、それどころか今日は寒空の下で説教をされたからな。まぁそのおかげで決心がついたんだが。

「勇也君、何の決心がついたんですか？　あっ、もしかして───！」

「教えませ───ん！　内緒で───す！　ほら、お腹なかも空いたしそろそろ帰るよ！」

　名残惜しいが楓さんをそっと離して歩き出す。いい加減恥ずかしくなったし、追及されても面倒だからな。

「あぁ！　どうして逃げるんですかぁ！　せめて手を繫つなぎましょうよ！」

　俺が答えるよりも早く楓さんは手を摑み、指を絡からませてくる。そしてニヤニヤ顔で見つめてくる。

「ウフフ。ついに勇也君も決心してくれたんですね……」

　その笑い方、申し訳ないけどなんか気持ち悪いよ楓さん。

「私は嬉うれしいんです。これまで逃げ続けていた勇也君がついに私と一緒にお風ふ呂ろに入ってくれることを決意してくれたことが！」

「…………はい？」

　たっぷりの間をおいて我ながら間の抜けた反応を返した。この人は何を言っているのだろうか？

「寒い日はやっぱり混浴に限りますよね！　お家うちのお風呂なのが残念ですが、いつか二人で旅館に泊まって一緒に入る時の予行演習です！」

　ふんす、と鼻息を荒くしながら拳を作る楓さん。きっと彼女の頭の中では具体的なイメージが浮かんでいることだろう。その証拠に頰を赤くして身体からだをくねくねとさせている。

「ウヘヘヘ……身体を洗いっこして、勇也君にぎゅって抱きしめてもらいながら湯船に浸つかる……ウヘヘヘ……最高かよ」

「……いい加減にしなさい」

　さすがに妄想が過ぎるのでチョップを落として現実に引き戻す。でも楓さんと洗いっこか。ヤバい、ちょっと考えただけでも鼻血が出そう。

「うぅ……何するんですかぁ。一緒にお風呂に入りましょうよぉ。勇也君の背中を流させてくださいよぉ」

「……それはいつかのお楽しみということで。ほら、そろそろ帰らないと遅くなるから行くよ」

　楓さんの顔を見ないようにしながら早足で歩く。変なことを考えてしまったせいで恥ずかしくて直視できない。

「……離さないでくださいね、勇也君」

「もちろん。言われなくても離さないよ」

　ぎゅっとお互いに力を込めて手を握り、俺達は帰途についた。
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　就寝前。リビングでくつろぎながら俺は二階堂から貰ったチョコレートの包みを開けた。ちなみに楓さんは只ただ今いま入浴中。一緒に入りましょうよと叫ばれたが丁重にお断りして浴室に押し込んだ。

　箱の上には一枚のカードがあった。綺き麗れいな字で『温めてから食べてね』と書かれていた。

「……隣の席に座っているよしみとは思えない完成度だな、これ」

　満を持して蓋を開けるとそこに入っていたのは見た目も綺麗なフォンダンショコラ。しかも可か愛わいいハート型。どんな顔をして二階堂が作ったのかすごく気になるところではあるが、まずは指示通りにするために皿の上に移してレンジで温める。

　ほのかに熱を帯びたケーキに緊張しながらそっとフォークを刺しこんで切った瞬間、とろりとチョコが溶け出してきた。幸福へと誘いざなう香りが鼻び腔こうをくすぐると同時にその凝った趣向に思わず笑いが零れる。

「言っていることとやっていることが滅め茶ちゃ苦く茶ちゃだぞ、二階堂」

　零れたチョコをすくってケーキにかけながら頰張る。しっとりした生地の食感と相まってとても美味おいしい。サイズも小さめだったのですぐに食べ切ることが出来たのだが───

「───流石さすがに甘すぎるよ、二階堂」

　どんなチョコよりも甘く、いつまでも口の中に残って強制的に余韻に浸らせる。二階堂らしいバレンタインプレゼントだった。
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　ついに迎えた課外合宿当日の朝。俺と楓かえでさんはいつものように一緒に学校に向かっていた。

　合宿先へはクラスごとに乗車して三時間半のバス旅になるが、楓さんはそれがご不満のようで。

「あのですね、楓さん。そんなに強くしがみつかれたら歩きづらいんですけど？　荷物もあるんですよ？」

「……嫌です。これから三時間以上、勇ゆう也や君と一緒にいられなくなるんです。せっかくのバス旅なのに別々なんてあんまりです。寂しいです」

　言いたいことはわかるけどね。でも普段からクラスが違うし、俺は部活をやっているから学校で一緒にいられる時間なんてもっと少ないじゃないか。それと比べたら三時間なんてあっという間じゃないか？

「違うんです！　普段と違うからこそこの移動の時間は耐えられないんです！　一緒にバスの中でお話したり景色見たり肩に頭をコテッと乗せて寝てみたり……色々したかったんです！　先生も頭固すぎです！」

　先生は悪くないよ？　むしろ生徒が自由にバスに乗ったら点呼を取るのも面倒になるから仕方ないと思う。まぁ点呼なんて隣に座っている同士で確認し合うだけだからどうとでもなると思うんだけど、それは言わないでおこう。

「むぅ……勇也君の薄情者……」

　俺だって出来ることなら楓さんと一緒にいたい。それくらい俺の中で彼女の存在が大きなものになっている。同じ時を過ごし、抱きしめ合って眠りについたあの日からその思いが加速している。待て、ということはこの二泊三日の二日間は楓さんの温ぬくもりを感じることが出来ずに就寝するということか!?

「もう私……勇也君がいないと満足できない身体になっちゃった……」

「よし！　言い方に気を付けようか！　間違っていないかもしれないけど誤解を生むから訂正しような!?」

　ベッドの真ん中で二人並んで寝るようになってから一週間以上。最初の数日はドキドキしてまともに寝ることができなかったが、今ではすっかり俺も慣れて楓さんの温もりを感じて眠りにつくことの安心感を覚えてしまったので、彼女無しでは満足できない身体になっていると言っても過言ではない。

「でもその言い方だとあらぬ誤解をみんながするからやめてね!?　浮かれて色々喋しゃべらないでね!?」

「わかってますよ。その辺はちゃんと気を付けます。勇也君こそ、日ひ暮ぐれ君の誘導に乗せられて口を割らないように気を付けてくださいね？　まぁ私は別にかまわないんですけど」

　バスの座席は自由だったので俺は伸しん二じと一緒に座ることにした。むしろ伸二以外の男子と一緒に座るのは苦痛を通り越して拷問だし、逃げ場のない空間で質問攻めに合うこと間違いなしだ。

「私の隣は秋あき穂ほちゃんなので、移動中はガールズトークに花を咲かせる予定です。お互いの彼氏の良いい所自慢をしようってことになってます」

　何それ、俺と伸二の話を当人がいないところでするの？　バスの中ってことは必然的に周りに座っている女子にも聞こえるどころか話に参加してくるよね？　え、俺のことをどんな風に話をするつもりなの？

「そうですねぇ……誰よりもひた向きに努力が出来る人。絶望にも屈しない強い心を持っている人。気遣いが出来る人。料理が上手な人。素直じゃない、不器用なところがあるけど大切に思ってくれているのが伝わるとても優しい人、等々ですかね？　あれ、どうしたんですか勇也君。なんで顔をそむけるんですか？　こっちを向いてくれませんか？」

　無理です。向けません。なんでそうポンポンと褒める言葉が口から飛び出してくるんですか？　すごく恥ずかしいんですけど。冷え込んだ冬の朝とは思えないくらい頰に熱が集中している。何なら耳まで熱いぞ。どうしてくれるんだ。もうすぐ学校に着くのに！

「フフッ。それは常日ごろから勇也君のことを想おもっているからですよ。勇也君が日暮君に私のどこが好きか聞かれたらなんて答えてくれるんですかね。楽しみです」

　ちょっと待て。その言い方はおかしくないか!?　俺の知らないところで話が進んでいるんじゃないだろうなぁ!?

「それは答えられません。禁則事項です。バスの移動が始まってからのお楽しみってことで」

　何それ怖い！　バスの中で俺は伸二に何を聞かれるの!?

　課外合宿は波乱になる。しかもそれはすでに始まっている。

「楽しみですね、課外合宿！」

「そうだな。今の話を聞かなかったことにすれば楽しみだ」

　まぁ何を聞かれたところでいいさ。開き直って堂々と答えてやるさ。覚悟してろよ楓さん！
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　校長先生のありがたいお言葉を寒空の下で聞かされたおかげで、すっかり身体が冷えてしまった。こういう時くらい短くまとめて話してくれないものだろうか。まぁどうでもいいことはさておいて、俺達は目的地に向かうべくバスに乗り込む。その直前、楓さんが今生の別れの様に手を握って中々離してくれなくて困惑した。

「大好きな一ひとつ葉ばさんと別々だからって泣くなよ？」

　人の悪そうな笑みを浮かべながら二に階かい堂どうが声をかけてきた。子供の一人旅じゃあるまいし、泣いたりするわけないだろう。まぁ寂しいのは認めるが。

「素直になれって言ったけどまさかここまでになるとはね。焚たきつけたのは失敗だったかな」

　わざとらしくため息をつきながら二階堂はバスに乗った。ちなみに彼女の相席は保健室の三枝さえぐさ先生だ。我がクラスの担任、梅うめ沢ざわ先生（40代独身）から相席を提案されてどう断ろうか頭を悩ませていたところを二階堂が声をかけて一緒に座ることにしたのだという。

「ありがと、二階堂さん。おかげで助かったわ」

「気にしないでください、三枝先生。私も一人でどうしようかと悩んでいたんです。それに色々話を聞いてほしかったんです」

「あら、私でよければいくらでも話を聞きますよ？　もしかして恋の悩みとか？」

「えぇ……まぁ、そんなところです」

「意外と馬が合うんだな、あの二人」

　座るや否いなや非常に気になる会話を始めている二階堂と三枝先生を横目に見ながら、俺と伸二も席に座った。場所は彼女たちの数席後ろ。位置的にはバスの真ん中付近。目立たず当たり障さわりのない場所だから会話を盗み聞きされる心配もない。

「バスの中での会話なんて聞かれることないと思うけどなぁ。気にしすぎじゃない？」

　誰のせいでここまで敏感になっていると思っている!?　お前達がよからぬことを企たくらんでいるからだろう!?

「何のことかな？　それに何も特別な事じゃないと思うけど？　お互いの彼女のどんなところが好きかを話すなんてさ。それとも勇也は夜、みんなの前で話がしたいの？」

　それは嫌だなぁ。宿泊するコテージは四人一部屋だ。寝室が二部屋あって寝るときは別々になるのだが、どうせリビングで集まって談笑することになるだろう。幸いなことに伸二以外の二人も彼女持ちなので余計な嫉妬はないと思うが、それでもあれやこれや聞かれるはずだ。それは勘弁願いたい。

「いや、待て。ということはコテージでは話さないけどお前には今話すってことか？　俺はそれ自体を丁重にお断りしたいんだが？」

「つれないこと言わないでさ。移動中は暇なんだから色々聞かせてよ。それとも勇也は僕の秋穂自慢を聞きたいの？　それならそれでかまわないけど……覚悟してね？」

　伸二の大おお槻つきさん自慢を聞くのはある種の拷問に近い。なにせ一々感想と同意を求めてくるのだ。幸せそうな顔で語るものだからはいとイエス、可か愛わいいな、以外の返答が出来ない。それを三時間近く隣の席でやられるくらいなら───

「わかったよ。お前の口車に乗ってやるよ」

　覚悟しやがれ。お前がその気なら俺だって多少本気を出して楓さん自慢をしてやるからな。悶もだえる覚悟は出来ているんだろうな？

　点呼が終わり、バスが走り出す。バスガイドさんのアナウンスを聞きながら、俺は何を話そうか吟味した。
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　出発して一時間半が経過して目的地まで折り返しを過ぎた頃。隣に座る伸二の様子がどこかおかしい。何故なぜだ。

「ね、ねぇ勇也……僕が悪かったからそろそろ許してくれないかな？」

「はぁ？　許すも何もないだろう？　そもそもお前が聞いてきたことだろうが」

　俺は伸二の作戦に乗っかって楓さんの魅力的な部分を懇切丁寧に説明した。伸二は一度我が家に来ているから楓さんのギャップを目撃しているので今更な部分はあるが、からかってくるのに反撃するとすぐに照れることの具体例───特にバレンタインの夜の話───を交えて話した。

「ハ、ハハハ……ごめん。勇也。マジでごめん。これ以上はダメだ。聞いていられない。ここまで重症だったとは思わなかった。僕が舐なめてたよ……」

「あぁ？　そりゃどういう意味だよ？」

　伸二を問いただそうと思ったら、バスがサービスエリアに入った。ここで十五分ほど休憩するそうだ。停車するや否や伸二は俺から逃げるように外に出て行った。

　脱だっ兎との如ごとく逃げだした伸二を追いかけてバスから飛び降りたが、すでに奴やつは人混みの中に消えていた。くそっ、なんてスピードだ。

「まさか吉よし住ずみがここまで骨抜きになっていたとはね……」

　後ろから降りてきた二階堂が呆あきれたような声で言った。

「はぁ……本当に一葉さんが羨ましい。こんな風に男の子から思われたらすごく幸せだろうなぁ……はぁ……私の春は何処どこに……」

　しょんぼり肩を落としながら覚おぼ束つかない足取りで三枝先生もバスから降りてきた。これはどういうことだか説明してくれ二階堂。三枝先生にいったい何があった？

「あぁ……うん。吉住が気にすることじゃないよ。ほら、三枝先生。行きましょう。飲み物買ってあげますから元気出してください」

　はい、と力なく返事をする三枝先生の手を引いて歩いていく二階堂。これではどちらが引率者で生徒かわからないな。

「あっ……勇也君……！」

「あ、楓さん。お疲れ。バスの中はどうだった？　酔ったりしなかった？」

「う、うん。大丈夫。秋穂ちゃんと話したり音楽聞いたりしていたから。ゆ、勇也君はどうだった？」

　なんだろう、心なしか楓さんの顔が赤いような？　それにしてもその質問は困るな。この一時間半は楓さんの可愛い所を伸二に話していただけだからな。

「あ、あぁ……うん。楓さんの言っていた通り、伸二から色々聞かれたけど大丈夫だったよ。むしろ伸二の自慢話を聞く方が辛つらかったかな。アハハハ！」

　笑ってごまかすことにした。もう楓さんがいない生活は考えられない、って伸二に話したなんて言えないよなぁ。俺はまだ楓さんに心を込めて『好きです』とさえ言えていないのに最も早はやプロポーズだし。

「そ、そうなんだ！　そそそそれは大変だったね！　あっ、私お手洗い行きたかったんだ！　じゃまた向こうでね！」

　手を振って猛ダッシュで楓さんはトイレへと走っていった。なんだろう、この一人取り残された感は。

「いや───ヨッシーも隅に置けませんなぁ！　よっ、このお惚気のろけ大魔神！」

「───大槻さん？　っえ、お惚気大魔神？　なにそれどういう意味？」

　バシンと背中を叩たたきながら声をかけてきたのは大槻さん。地味に痛かったんだけど。

「こっちの話、こっちの話！　楓ちゃんは愛されてんなぁって思ってさ！　じゃぁまたね、ヨッシー！」

　ナハハハと大笑いしながら大槻さんは楓さんの背中を追った。なんだろう、俺の知らないところで何かよからぬことが起きているのかもしれない。

「……伸二を問い詰めればいい話か」

　今は逃げられたとしても帰ってきた時があいつの最後だ。何を企んでいたのか全て白状させてやる。

「ごめん、勇也。僕らが悪かった。本当にごめん」

　伸二は戻って来るなり俺からの問いかけに対してひたすら謝罪して仕舞いにはイヤホンを付けて音楽を聴き出した。

　結局真相を確かめることができないまま目的地に到着した。
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　目的地に到着した俺達は荷物を持ったままマナーハウスという場所でこの施設と今日の流れの説明を聞いていた。

　この後の予定はまず宿泊するコテージに各自移動して荷に解ほどきと着替え。一時間後に再びマナーハウスに集合して予あらかじめ決めた英国の文化体験を受ける。その後は夕食、自由時間を経て22時に就寝。

　マナーハウスがどんな場所かというと、端的にイメージするならホグ〇ーツ魔法学校のような感じだ。集合場所になっている広い講義室や食堂はあの世界をそのまま再現していると言っても過言ではない。

　さらに言えば、コテージの寝室のクローゼットの中には彼らが羽織るようなローブもあった。なりきりセットかよ。

「この後の英国体験はクッキングだよね？　何を作るのかなぁ。楽しみだね、勇ゆう也や」

「作るのはスコーンかショートブレッドのどっちかだって書いてあるぞ？　その場で決めるらしいな。ただ全部英語で説明されるみたいだから結構大変そうだぞ、これ」

　この施設の売りである英国の文化体験だが、講師は外国人で進行は全て英語で行われる。コミュニケーションを取りたければどんなに拙つたなくても英語を使わなければならない。

「まぁ楓かえでさんが任せてください！　って自信満々だったから大丈夫だろう。気楽にいこうぜ」

　制服から私服に着替えて、俺と伸しん二じはコテージのリビングでくつろぐことにした。時刻は14時前。ルームメイトの二人は備え付けのソファでだらけて刑事ドラマの再放送を楽しそうに見ていた。

「おぉー日ひ暮ぐれに吉よし住ずみ。お前達も一緒に見ようぜ」

「俺は違うのがいいんだけど……これ何度も観みたし……」

　何度見てもいいじゃんか！　と叫びながらリモコンを胸に抱えたのが茂も木ぎ大だい地ち。野球部に所属しているが坊ぼう主ずじゃない。坊主にして勝てるなら苦労はしないという監督の考えだ。彼女は中学の後輩で今年うちに入学予定らしい。

　対して茂木にリモコンを奪われて渋々引き下がったのが坂さか口ぐち水みな都と。眼め鏡がねをかけた天然パーマで少し覇気がないが、幅広い知識を持っている歩くネタの宝物庫にしてコミュ力の塊。彼女は別の高校に通う幼おさな馴な染じみ。ラブコメ主人公と呼ばれている。

「吉住と日暮はクッキングだったよな？　男でクッキング選ぶとかお前達くらいじゃないか？」

　うるせぇな。仕方ないだろう、楓さんと大おお槻つきさんが声を揃そろえてクッキングがいいって言ったんだから。

　俺も伸二も何でもよかったから反対しなかったけど、ふたを開けてみたら案の定圧倒的な女子率というかカップル率の高さに驚いた。

　ちなみに二に階かい堂どうは英会話を選択した。その理由を尋ねると、すべてを凍いてつかせる絶対零度の瞳を向けられた。そして一言。




『何が悲しくてバカップルの中に交じらないといけないんだよ』




　すみませんと素直に謝罪しました。あの時の二階堂は本当に怖かった。王子様というよりあれは魔王様だ。

「あぁ……こんなことなら俺もクッキングにしておくんだったぜ。一ひとつ葉ばさんのエプロン姿なんて一生かかっても見られないかもしれないからな！」

　残念だったな、茂木。俺はもう何度も楓さんの可か愛わいいエプロン姿を見ているぞ。俺のために料理を作ってくれている後ろ姿もな。新妻感があっていつ見ても幸せな気持ちになっている。

「クソがぁ！　吉住！　あとで一葉さんとのことを色々聞かせてもらうからな!?　覚悟しておけよ!?」

「…………茂木。悪いことは言わないからそれは聞かない方がいいよ……」

「ん？　どういう意味だよ日暮？」

「あぁ……なんて言うか、話を聞いたら多分君は死ぬ。糖分過多で、悶もだえて、そして絶望して死ぬ。これは体験者である僕からの忠告だよ」

　悲壮な表情、そしてバカップルとして有名な伸二からの忠告に不吉なものを感じ取ったのか、茂木はこくりと頷うなずいた。これで余計な詮索は避けられそうだ。お前も聞いてくるなよ、坂口。

　それにしてもその言い方はひどくないか、伸二？　俺がいつお前を絶望に突き落としたよ。お前だって大概だろうが。

「うるさい。目の前でごく自然にあーんし合おうねって話を聞かされた僕と秋あき穂ほの気持ちがわかるか!?　ストロベリー空間を見せつけられた僕と秋穂の気持ちを考えてみろ！　甘すぎて胸焼けしたよ！」

　なんだよ！　悪いかよ!?　そもそもあれはお前らが先に食べさせ合いしようとか、俺の前では見せられないとか過激な発言をしたのが原因だろうが！　俺のせいにするなよこのバカップル！

「わかった……うん、すげぇよくわかった。バカップルで有名な日暮にそこまで言わせるくらい、吉住と一葉さんはラブラブってことだな。そういうことだな？」

「そういうこと。残念だけどあまり深入りしない方がいいよ。どうしても聞きたいなら止めないけどね……」

　伸二の追い打ちを食らって茂木は黙ってテレビに集中することにしたようだ。坂口は興味がなかったのか俺達に見向きもせずにドラマを見ていた。

「さて、時間はあるけど先にマナーハウスで待っていようか。早く秋穂に会いたいし、勇也も一葉さんと話したいだろう？」

　そうだな。ここで時間を潰すのもありだけど、出来るなら楓さんと一緒にいたいかな。メッセージを入れるとすぐに返信が来た。楓さんも同じ気持ちだったようだ。嬉うれしいなぁ。

「というわけだから、僕と勇也は先に行っているから戸締りよろしくね」

　俺と伸二はコテージを出た。おう、と返事をした茂木の顔はげんなりしていた。
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「勇也く───ん！　こっちです！」

　名前を呼ばれた方に視線を向ける。楓さんが満面の笑みで大きく手を振っていた。彼女も制服から動きやすそうな私服に着替えていた。今日のお召し物は落ち着いた色合いのロングスリットのニットセーターにプリーツスカートの組み合わせ。スリットから見えるスカートがゆらゆら揺れて可愛い。

「どうですか？　このお洋服、可愛くないですか？」

　その場で腰に手を置いてモデルのようにポージングを決める楓さん。さすが全国女子高生ミスコンを勝ち抜いただけのことはある。立ち姿は様になっている。

「もちろん似合ってるよ。同じ高校生とは思えないくらい、大人びて見えるかな」

「むむっ。勇也君、それはどういう意味ですか？　それは私が老ふけているって意味ですか？　どうなんですか？」

　どうしてそういう解釈になるのか。俺は大人びて見えると言っただけで老けているなんて一言も言ってない。むしろ大人びて綺き麗れいに見えるからドキドキするというか、隣で歩いていたら歳としの差カップルに見えるのでは？　その場合俺は年下系彼氏で甘えてもいいですか？

「もう……そういうことなら初めから言ってください。でも私が勇也君の年上彼女ですか。えへへ。いいですね、それ」

　いけない。あのにやけた顔は楓さんがよからぬことを考えて妄想している時に見せるサインだ。今彼女の頭の中では年上になった自分が年下の俺を甘やかしたり誘惑とかしている情景を思い浮かべているに違いない。

　戦々恐々と身構えている俺の方にゆっくりと近付いてくる楓さん。この講義室、階段状になっているから位置的に俺は楓さんを見上げるような形になる。

「ねぇ……勇也君。おねぇさんにたくさん甘えていいんだぞぉ？」

　顔を近づけて耳元で甘ったるい声で囁ささやき、最後に吐息を吹きかけてきた。普段とは違う、艶のある大人びた音色。身体からだに電流が駆け巡りぞくぞくと震える。頰は熱を帯びて心臓は最高速度で鼓動して息も荒くなる。

「楓さん!?　今のなに!?　びっくりしたんだけど!?」

「勇也君が年上のお姉さんに甘やかされたいなぁって顔をしていたからやってみたんですけど、ダメでしたか？」

　ダメじゃないです！　むしろありがとうございます！　って俺は何を考えているんだ！　流されてはいけない。ここは毅き然ぜんとした態度を見せなければ楓さんはさらに調子に乗って第二波を仕掛けてくる。

「それじゃぁ……この合宿が終わったら、たくさん……たくさん、可愛がってあげますね？」

　か・え・で・さ───ん!!　追い打ちの破壊力が高すぎる！　俺の肩に両手を置いて抱きしめるような姿勢でそんな蕩とろけるような誘惑をしないでください！　心臓が破裂する。精神が崩壊する。

　俺はごくりと唾を飲み込んで、フフッ、と妖しい笑みを浮かべて勝ち誇った態度をみせている楓さんをギャフンと言わせるための言葉を考える。

「お姉さんに全部任せてくれていいですからね、ゆーくん。お姉さんがたくさん愛めでてあげますからね」

「か、楓さん!?　どどどどうしたのさ!?　さっきからおかしいぞ!?」

「えぇ？　どうもしていませんよ？　私はゆーくんのことが大好きなだけです。いけませんか？」

　このままでは楓さんの愛情に吞のみ込まれてしまう。ほんの少しだけ、彼女の方に身体を傾けて、ニットでより強調された果実の上に頭を垂れて甘えたくなる。いいのかな？　いいよね？

「はいはい！　盛り上がっているところ悪いけどその辺にしてね、お二人さん！　さすがに二人だけの空間をこれ以上見せられたら糖分過多で急死するよ！」

「そうだよ、勇也。気持ちはわかるけど少しは自重しないと」

　大槻さんが楓さんの、伸二が俺の首根っこを摑つかんで引き剝がした。何してくれんだよ！　と文句を言いたいところではあるが冷静に考えたらかなりヤバイ。幸いなことにこの場にいるのは俺達四人以外だと施設スタッフの外国人講師くらい。

「楓ちゃん！　いくら彼氏のことが大好きでもさすがにＴＰＯはわきまえないとダメだよ！　反省して！」

「……はい。反省します……」

　大槻さんに説教されてしょぼんとなる楓さん。散々バカップルと言われてきた大槻さんが言えたことではないと思うのだが、確かにさっきの楓さんは頭のネジが何本か外れていた。

「まぁ仕方ないよ。ここは家でもなければ学校でもないからね。一葉さんも少し浮かれていたんだよ、きっと」

「まぁ、そうだな。そういうときもあるわな……」

　浮かれる、にしては普段と違い過ぎたと思うけどな。もしこれが家だったら、俺はきっと全力で楓さんに抱き着いていたかもしれない。

「僕らとダブルデート出来る日はもうすぐかな？」

「……うるせぇよ」

　ダブルデートも悪くないがせっかくの時間は二人だけで過ごさせてくれよ。なんて言えるはずもなく、俺は高鳴る心臓を落ち着かせようと深呼吸を繰り返す。

「うぅ……秋穂ちゃんがいじめます。勇也君、助けてください！」

　大槻さんの楓さんへの説教はまだ続いていたようだ。

「……自じ業ごう自じ得とくだよ、楓さん」

　まぁすごくドキドキしたし、今度は二人きりの時にしてほしいかな。
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　俺、楓さん、伸二、大槻さんの四人はスコーン作りに精を出していた。貸し与えられたエプロン姿で一生懸命スコーンの生地をこねている楓さんはとても楽しそうな笑みを浮かべている。

　作業に集中しないといけないのだが俺と伸二の手は止まりがちだ。なにせ目の前で作業している二人が仲なか睦むつまじそうにしているのを眺めているだけで心が温かくなるのだ。ずっと眺めていたい。

「フフッ。どうしたんですか、勇也君。もしかして私に見み惚とれています？」

「シン君、私に見惚れているのかな？」

　案の定、二人がニヤニヤした顔で追及してきた。こういう時の楓さんは厄介だ。答えるまでじっと視線を送って来るし、恥ずかしいから答えずにいると涙目になって拗すねてしまう。だから俺はすぐに白旗を上げることにしている。

「あぁ、そうだよ。楓さん達があまりに楽しそうにしているから二人して見惚れてました。悪いですか？」

「ちょ、勇也!?　何言っているのさ！　僕は別に───」

　お黙り、伸二君！　大人しく俺に任せてお前は頷うなずいていればいいんだよ！　これ以上追及されて楓さん達にいいようにからかわれるくらいなら素直に吐いた方がいいんだよ。

「そ、そうですか……全然、悪くないです……はい」

「シ、シン君もそういうところがあるんだね！　アハハ……知らなかったなぁ」

　いつも見ている笑顔と違う、この場所だからこそ見ることのできる特別な表情に心ときめかない男子がいようか。もしいるというならそいつの目は節穴だ！

「か、楓ちゃん……バスの中で聞いて思ったけど、ヨッシーにいつもこんな風に言われているの？　ヤバくない？」

「ようやくわかってくれましたか……そうなんです。勇也君は天然さんなんです。普通なら恥ずかしくて言わないことをサラッと言うんです。おかげでいつも困らされています」

　楓さん、それはどういう意味ですか？　見惚れていることを素直に言うことのどこがおかしいですかね？

　それと気になることが一つ。バスの中で何を聞いていたんですか、お二人さん？

「……勇也。そろそろ黙ろうか？」

　顔こそ笑っているが目は笑っていない、怒気を孕はらんだ笑顔を伸二が向けてくる。それに怖いからバシンッ、バシンッ、とこねている生地を乱暴に叩たたきつけないでもらえますか？




「勇也が黙って作業してくれたら止めるよ？」

「俺が何をしたっていうんだよ、全く……」

　解げせない話だが、これ以上伸二を怒らせると本気でヤバいので俺は口を閉じて作業に集中することにした。

　けれど、教室内の女子たちの感嘆のため息まじりの呟つぶやきが耳に入る。




『いいなぁ、一葉さん。私もあんな風にストレートに思いをぶつけられてみたい』

『気取らずに当たり前のようにサラッと言うんだから吉住君マジイケメン……』




　対して数少ない男子からは敗北宣言が聞こえてきた。




『俺にはできねぇよ……恥ずかしすぎて死ぬわ……』

『これが日本一可か愛わいい女子高生の一葉さんを陥落させた男の技量か……俺には無理だぁ』




「Enjoying your youth now.（青春真まっ只ただ中なかだねぇ）」

　講師の先生からのダメ押しの一撃を食らい、俺はスコーンが完成するまで無言を貫くことにした。
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「はぁ……一日疲れたなぁ……」

　コテージのソファに身体を預けながら俺は大きく背中を伸ばした。首をぐるりと回すとボキボキッと音が鳴る。慣れない長時間移動からのお菓子作りで思いのほか疲労がたまっている。こういう時、普段ならお風ふ呂ろにのんびり浸つかるのだが悲しいことにこの施設に大浴場はない。備え付けのユニットバスでは疲れは取れない。

「早く帰って風呂に入りたいなぁ……」

　ちなみに今このコテージにいるのは何故なぜか俺だけだ。伸二は大槻さんとイチャ話イチャししててくると言って出ていったし、茂木と坂口は別の男子のコテージに遊びに行った。俺も楓さんと話をしたかったが、彼女には何かやりたいことがあるようで。おかげで俺は一人寂しくお留守番だ。

「まぁ何にしても……明日だな……」

　決戦は丸一日後。夕食後に控える星空観察。その時が運命の分かれ道だ。伸二曰いわく、勝ちが決まった戦いに何をビビっているんだよ、とのこと。それでも緊張はする。面と向かって女子に告白するなんてこれが初めてなんだから。

「はぁ……眠れる気がしねぇなぁ……」

「───私がいないと寂しくて眠れませんか？」

　あぁ、そうだな。楓さんが隣にいてくれたら多分快適な睡眠をとることが出来るな。何なら抱き枕とかにしたら最高だわ。

「私も……勇也君がいないと寂しくて眠れませんよ？」

　あれ、俺は誰と会話しているんだ？　と疑問に思った瞬間、ふにゅっとした魅惑の感触、ふわりとした柑かん橘きつの香りに背中から包まれた。顔を上げるとそこいたのは他の誰でもない、楓さんだった。

「えっ!?　どういうこと!?　なんで楓さんがここにいるわけ!?」

「フフフ。ダメですか？　勇也君に会いたくて来ちゃいました」

　嬉うれしい。会いたいと思っていたからすごく嬉しい。でもコテージにいる俺のところに来るのは反則じゃないか？　というかこっそり忍び寄って後ろから抱きしめるなんて卑ひ怯きょうでは？

「今夜は勇也君のことをギュッとしながら眠れないので、今のうちに勇也君成分を補充したかったんです」

　俺を抱きしめる楓さんの力がさらに強くなる。俺はその腕にそっと触れてこの甘美な感触に身を委ねることにした。だって俺も、楓さんのことを抱きしめたかったから。

「すごく落ち着きます。やっぱり一日の最後は勇也君をギュッてしないと終わりませんね」

「あぁ……そうだね。俺も楓さんに抱きしめられるのは……その……好きだよ」

　このシチュエーションはなんだ!?　なんで俺の心がときめいているんだ!?　そもそも不意打ちのバックハグは男がやるものじゃないのかよ！　俺が楓さんを後ろから包み込みたいのになんで包み込まれているんだよ！　色々当たって気持ちいいけどさ！

「あ、ありがとうございます……私もその……勇也君をぎゅぅっとするの好きですよ？　アハハ、意識すると照れちゃいますね」

　顔を真っ赤にして言わないでくれよ、楓さん！　めっちゃ照れるじゃないですか!?　そう言いながら離す気配はないし、なんならさらに強く抱きしめてくるし、でも苦しくなくてむしろ心地いいとか反則だ。

「ねぇ、勇也君。さっき呟いていましたけど、明日何かするんですか？」

　耳元に顔を近づけながら楓さんが尋ねてきた。その目元は柔らかく、でも口角は小悪魔が微ほほ笑えむように吊つり上がっている。聞いていたというのか、俺の独り言を!?

「そう言えば明日は星空観察ですね？　その時になにかサプライズしてくれるんですか？」

「そ、それは……明日になってからのお楽しみということで……」

　プイッと顔をそむけながら俺はぶっきらぼうに答えた。言えるはずがない。明日の夜、星空の下であなたに告白するんですよだなんて……。

「フフフッ。わかりました。なら明日のサプライズ、楽しみにしていますね」

　そして楓さんは俺の頰に口づけをして身体からだを離した。失われた温ぬくもりを名残惜しみつつ、頰に感じた柔らかい感触に頭の中は軽いパニック状態だ。

「よし！　勇也君成分を満タンまで補充出来ました！　これでぐっすり眠れそうです！」

　あなたの不意打ちのキスのせいで俺はドキドキしすぎて眠れなくなりそうですけどね!?

「えへへ。明日のスキーも楽しみにしてます！　それじゃ、おやすみなさい」

「あ、あぁ……おやすみ、楓さん」

　楓さんは風のようにコテージを去っていった。俺は口づけされた頰をさすりながらソファに撃沈した。

「色々不意打ちはズルいよ、楓さん……」







[image: 第12話　課外合宿二日目　雪上のストロベリーハグと覚悟を決める夜]

　課外合宿二日目。今日は朝からスキーで夕食後の夜に星空観察が待っている。俺にとっての運命の日だ。

「ふふーん。スキー、楽しみですね。勇ゆう也や君は初心者ですから私が専属で教えてあげますね！」

　スキー板を左肩で担かつぎ、右手にはストックを持ちながら楓かえでさんは上機嫌に話す。なんなら語尾に♪がつきそうなくらいテンションが高い。




『一ひとつ葉ばさんと吉よし住ずみ君のスキーウェア、あれってお揃そろいだよね？　ペアルックだよね？　羨ましいなぁ』

『一葉さんってあんな風に笑うんだね。吉住君もすごく自然体だし……ほんと、お似合いのカップルだね』

『吉住君、ペアルック恥ずかしくないのかな？』




　女子達のひそひそ話が聞こえてくるが、一つ訂正させてほしい。ペアルックは十分恥ずかしいからね!?　まぁお似合いのカップルと言われるのは悪い気はしないのだが、告白するのは今夜なんだよなぁ。

「思いつめた顔をしてどうしたんですか、勇也君？　もしかしてスキーをするのが怖いとか？　大丈夫ですよ、雪は友達ですから！」

　ボールは友達！　みたいに言わないでくれますか？　いくら雪の上でも自ら進んで転ぶのは怖いんだぞ？

「フフッ。言いましたよね？　勇也君が転んでも私がちゃんと受け止めるって。だから安心して、私の胸に飛び込んできてくださいね？」

　そうしたいのは山々だし、なんなら楓さんの胸に頭から飛び込みたい欲望はあるけど、あなたは転んだ俺を助けてそのまま雪の上で抱き合って───とか蕩とろけた顔で色々妄想していましたよね？




『クソがぁ……吉住の野郎、調子に乗りやがって……！』

『そのポジション俺と代わってくれよぉぉぉぉ───！』

『処す？　ねぇ、吉住のこと処す？』




　黙れ、男子ども！　調子に乗っていないし譲るつもりもないからな！

「今日は勇也君が百面相ですね。照れたと思ったら眉間にしわを寄せて怒ったり。なんか新鮮です」

「別に照れてないし怒ってもない。楓さんの気のせいでは？」

「フフッ。ならそういうことにしてあげますね。ほら、早く行きましょう！　ゲレンデが私達を待っています！」

　危ないから板を担ぎながら俺の腕に組みつかないでくれ！　あと厚手のウェアを着ていると言ってもあなたの豊満な果実の感触は隠しきれていない！　羨ましそうなため息と憎ぞう悪おを孕はらんだ歯は軋ぎしりが聞こえてくる。そんなものは全部無視だ。







　慣れない板を両足に付けてぶらぶらとさせながらリフトで雪山を登っていく感覚は言い知れぬ恐怖を覚える。落ちたりしないよな？

「フフッ。リフトは落ちたりしないので大丈夫ですよ。止まったりはしますけど」

「ベ、別に怖くなんかないですよ？　ビビってもいないしね。か、楓さんの気のせいじゃないですかね？」

　え、止まったりするの？　それはちょっと勘弁してほしいな。

「……ふぅーん。そうですか。なら……えいっ！」

「ひゃぁぁぁ!!??　ななななにするんだよ!?」

　楓さん、あんたバカぁ!?　いきなり肩を摑つかんで揺らすとか何考えてるの!?　落ちたらどうすんの!?　いくら下がふかふかな雪だからってこの高さから落ちたら危ないよ!?

「ご、ごめんなさい。まさかそこまで驚くとは思わなくて……やっぱり怖かったんですね」

「いきなり楓さんが驚かしたからだよ!?　勘違いしないでよね！」

「……本当にごめんなさい。大丈夫ですよ。怖くありません。手を握っていてあげるので安心してください」

　だから怖くないって言っているだろう！　それなのにどうしてそんな憐あわれみのような視線を送るんだよ！　まぁリフトに座っている分には手を繫つないでいようが誰にも見られることはないから恥ずかしくはないし、それになにより楓さんと手を繫げるのはすごく嬉しい。

「フフッ。勇也君なら気付いていると思いますが、リフトは乗るより降りるほうが難しいですからね？　タイミングよく降りないとすってんころりん、ですからね？」

「……マジで？」

「はい、マジです。しかもリフトの前で転ぶと危ないのでリフト全体が緊急停止します。そうすると勇也君が起き上がって退避するまで他の利用者は空中に取り残されることになりますから、責任重大ですよ？」

　楓さん、どうしてニヤニヤしながら不安を煽あおるようなことを言うんですか？　俺がビビって生まれたての小鹿のようにぶるぶる震える様子を見て楽しんでいるんですか？

「もう、そんな深刻にならなくても大丈夫ですから。私が勇也君の手をしっかり握って一緒に降りますから安心してください。私に全てを委ねてくださいね……ゆ・う・や・君」

　身動きできないリフトで耳ふぅーはダメ！　追い打ちで耳たぶをはむっと甘あま嚙がみするのはもっとダメ！

「いいいいきなり何するんだよ!?　びっくりするだろう!?」

「勇也君の耳たぶがそこにあったのでつい……ダメでした？」

「ダメですぅっ!!!　今俺達はリフトで移動しているんですよ!?　何かあったらどうするんですか!?　やるならせめて二人きりの部屋でしませんかねぇ!?　それなら俺だって喜んで───」

　喜んで俺だって楓さんの耳を甘嚙みする、と言いそうになって俺は口を押さえた。ダメだ、それを言うのは今夜の結果次第だ。じゃないと俺の心が晴れない。

「喜んで……勇也君は私に何をするんですか？　教えてくださいよ。気になって夜しか眠れません」

「夜、眠れるならいいじゃないか……じゃなくて！　時と場所を考えてくれってこと！　ここじゃなかったら……もっとしてほしい……あぁなし！　今のなし！　忘れてくれ！」

「───フフッ。それじゃ、お家うちに帰ったら、たくさんはむはむしてあげますね？」

　楓さんの笑みは誘惑する魔女のように妖よう艶えんで、俺の視線をくぎ付けにして離さない。そして、やると言った以上必ず実行に移すのが一葉楓という人だ。

「さて、帰ってからのお楽しみが出来たところで。勇也君、心の準備はいいですか？」

「えぇっ!?　耳を甘嚙みされる覚悟を今からしておけと!?　それはいくら何でも早すぎじゃないか!?」

「フフッ。違いますよ。リフトを降りる準備です。ゴールは目の前ですよ？」

　あっ、本当だ。どうしよう、楓さんのせいで頭の中でシミュレーションが全くできてない。俺の頭が一面に広がる銀世界と同じく真っ白になる。

「勇也君。私の手を握ってください───はい、これで大丈夫。私に合わせて板を地面に付けて勢いよく立ち上がってください。そうすれば自然と滑り出しますから」

　優しく、諭すように楓さんに言われ、俺はこくりと頷うなずいた。この手を握っていればきっと大丈夫だ。

「さぁ……行きますよ───はいっ！」

　楓さんの掛け声に合わせて立ち上がる。俺はタイミングが少し遅れ、楓さんに手を引かれる形になってバランスを崩しそうになったところでリフトにお尻を叩たたかれてなんとか転ばずに勢いに乗り、ゲレンデに出ることが出来た。

「勇也君、上手うまくいきましたね！」

「ハハハ……ケツを叩かれたけどな。まぁ転ぶよりはましかな」

　なんだかやり切った感があるがまだスタート地点に立っただけ。ここからが本番だ。

「大丈夫です！　楓先生に任せてください！　勇也君を立派なスキーヤーにしてあげますね！」

「お手柔らかにお願いしますね、楓先生」

　いつ楓さんのお父さんとスキーをする時が来てもいいように頑張るぞ！
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「板を八の字に構えてゆっくりと滑ってみてください。大丈夫です。下で練習した通りにやればちゃんと停とまれますから」

「あ、あぁ……わかってる。八の字で滑る。停まるときはぐっと内側に力をいれる。うん、きっと大丈夫」

「フフッ。緊張することはありません。もし怖くなったら腰から後ろに向かって倒れてください。スピードが出ても慌てないことです。いいですね？」

　俺はこくりと頷くが初心者向けの緩やかなコースと言っても十分怖い。けれど楓先生はゴーグルを装備して颯さっ爽そうと滑り出した。うわぁ、足を綺き麗れいに揃えた二の字走行だ。風を切るように滑降していく楓さんは控えめに言ってすごくカッコいい。

「ゆうやく───ん!!　ここまで来てくださぁい！」

　マジかよ。あっという間に下まで到達してるよ、楓さん。笑顔で大きく手を振ってくれているけど正直に言えばすごく恥ずかしい。だって周囲の目線が俺に集中しているんだもん。

　このゲレンデには俺達以外に家族連れも多くいる。しかもここは初心者向けのコース。必然的に年齢層は低い。

「ゆうやく───ん？　どうしたんですぁ───？　はぁ──やぁ──くぅ───!!」

　楓先生、これ以上俺を辱はずかしめないでください。ほら、周りのお父さんお母さんお子様たちが微ほほ笑えましい顔で俺を見てくるじゃないか。うぅ、怖いけど行くしかない！

　気分は機動戦士のエースパイロット。心中で声高に発進と叫んでからおっかなびっくり斜面を滑っていく。

「その調子です！　勇也君上手ですっ！」

　本当ですか、先生！　上手うまく滑れていますか!?　我ながらぎこちない構えだし、真まっ直すぐにしか進めない。えぇと、曲がりたい時は曲がりたい方向とは逆の足を前に出せばいいんだったよな？　それか曲がりたい方とは逆の足に体重をかけるんだったか？　慣れるまでは素直に足を前に出してみよう。というわけでまずは左足を前へ。

「いいですよ！　ちゃんと右に曲がれています！　次は左に曲がってみてください！」

　わかりましたよ、先生。左に曲がるなら前に出すのは右足。おぉー簡単に方向転換出来たぞ！

「ハハハ！　案外簡単に曲がれるんだな！　これなら大丈夫そうだよ、楓さん！」

　初めてなのにうまく滑れてしまったことで俺は少し調子に乗ってしまった。左右に上手く曲がれたので今度はスピードを出してみようと、事前に動画で見たように前傾姿勢をとってみた。

「───勇也君!?　ダメです、危ないですよ！」

「平気、平気！　何とかなるって！」

　結論から言おう。何とかなりませんでした。身体からだを前に倒した途端、ぐんぐんと加速していくスピード。突然のことにパニックとなり足に変な力を入れてしまったのか、気付けば右方向に曲がっていた。楓さんが待つゴールはすぐそこだが、同時に安全用に張られたネットが迫る。楓さんが何か叫んでいるけどよく聞こえない。

「うわぁっ───!!」

「勇也君───!!」

　それなりの速度で俺はネットに突っ込んで雪の中に倒れこんだ。ただ幸いなことにこの雪壁は新雪のように柔らかかったから痛くもなんともない。

　むくりと身体を起こそうとするが板が邪魔をして中々立ち上がれない。必死に名前を呼ぶ楓さんに無事を知らせるために手を振ろうとしたとき、

「勇也君───！」

「───楓さん!?」

　気がついたら楓さんが斜面を駆け上がり、俺の胸に飛び込んできた。抱きとめることはできたが、おかげで俺はまた雪の中に埋もれることになった。

「もう！　どうしてスピードを出そうとしたんですか!?　怪け我がでもしたらどうするんですか!?」

「ご、ごめん。なんか大丈夫かなって思って……」

「勇也君のバカ……」

　最後は力なく言って、楓さんは俺の胸の中に顔をうずめた。参ったな。家族連れの方達からは微笑ましい視線を送られるし、リフトを待っていた同級生男子からは殺意を向けられるし、女子は顔を赤くして黄色い歓声を上げている。

「あぁ……楓さん。そろそろ起きないと他の人達の迷惑になるから。その……離れてくれますか？」

「……嫌です。離れません」

「わがまま言わないでくれよ。もうこんなことしないって約束するから。だから今は離れてくれ。家に帰ったらいくらでもギュッてするからさ」

　言いながら、俺は楓さんの頭をポンポンと撫なでる。さすがに衆人環視の中で思い切り抱きしめるのは憚はばかられるがこれくらいなら大丈夫だろう。楓さんと雪の上で密着するのは悪くないしむしろ離れたくないけれど、さすがにそろそろ理性が限界だ。

「今の言葉……忘れないでくださいね？　家に帰ったら私の気の済むまでギュッてして頭ナデナデしてもらいますからね？　約束ですよ？　破ったら針千本ですからね？」

「お、男に二言はないさ。だから早く立ってくれ。立ってください、お願いします」

　仕方ないですね、と頰を赤くしながら楓さんは立ち上がると俺に手を差し伸べてきた。少し恥ずかしさを覚えながらその手を摑つかむと引っ張り上げてくれた。おかげで無事起き上がることができた。

「もし私が転んだら、今度は勇也君が抱き着きに来てくださいね？」

　耳元で囁ささやくと、楓さんはぴょこぴょこと小走りで斜面を降りていく。一気に俺の頰が熱を帯びたのは言うまでもなく、この仕返しは必ず今夜してやると誓った。
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　楓さんによる特別個人レッスンを受けた俺は最終的に中級コースをなんとか滑りきることが出来るくらいにはなった。何度も転びはしたが最初にネットに突っ込んだ以外は派手な転倒はなく、楓さんが抱き着いてくるようなことはなかった。

　時刻は現在19時半過ぎ。運命の決戦まで残り30分。今は星空観察の集合までコテージで暇を潰していた。

　夕食は昨日も話題になったステーキ。男子のテンションは非常に高かった。確かに見たことがないくらいの分厚さ。それでいてすぅっとナイフが入っていく柔らかさ。口に入れた瞬間に広がる肉の甘み。デザートまで食べ終えた時には疲れも吹き飛ぶ満腹感と幸福感に心が満たされた。

「あぁ……幸せだぁ。スキーは散々だったけど美味うまい肉が食べられてよかったぁ」

「誰かさん達がクソ甘い空間を作ってくれたから最悪だったけど、お肉が美味おいしかったから差し引きゼロだな」

　同席している茂も木ぎと坂さか口ぐちが俺を半眼で睨にらんでくる。俺が甘い空間を作っていた？　何を言っているんだ。終始楓さんに笑われて、情けない姿をさらしていたのに？

「僕も遠目から見ていたけど、君達があのゲレンデで二人だけの空間を作っていたのは間違いないよ。というか所かまわずイチャイチャし過ぎだよ」

「そんなはずないだろう？　俺がいつも通り一方的にからかわれていただけだぞ？」

「バカップルはみんなそう言うんだよ。リフトで密着したり、派手に転んだ勇也を心配した一葉さんに抱き着かれて頭ポンポンしたり、その他た諸もろ々もろ目撃情報が上がっているんだ。残念ながら有罪だよ、勇也」

　そうだ、そうだと言わんばかりに頷く茂木＆坂口。というか伸しん二じはまるでその場で目撃していたかのような物言いだ。もしかして近くにいたのか？

「……ほら見ろ、これだよ。僕と秋あき穂ほがすぐ後ろのリフトに乗っていることすら忘れて二人の世界に浸っていたんだ。降りたらすぐに二人で滑り出しちゃったからそんなことだろうと思っていたけど……」

　言われてみれば伸二と大おお槻つきさんも一緒に並んでリフトを待っていたな。なるほど、だから全部見ることが出来たのか。それなら黙ってないで声をかけろよ。

「話しかけられるわけないだろう!?　君達の二人の世界はいつもそうだけど、他を寄せ付けない結界なんだよ！　それに、もし話しかけたら絶対不機嫌になるよね？　邪魔するなよって目で見てくるよね？」

「……なるな。間違いなく」

　どっちが不機嫌になるか？　そんなの二人ともに決まっているだろうが。

「ほら見ろ、バカップル。いや、勇也と一葉さんはもうその域じゃない。二代目とか生ぬるいね。そうだな……何かいい呼び名ないか？」

「ジェラ男製造器とかはどうだ？　二人の仲なか睦むつまじい姿を見せつけられてジェラシーを抱く男達が急増中だぞ？」

　茂木はへらへらと笑いながら言う。ジェラ男製造器ってなんだよ。それを言うなら伸二と大槻さんのコンビだってこれまで十分すぎるくらいジェラシーを抱かせるラブラブぶりだったじゃないか。俺と楓さんにだけ当てはめるのはおかしくないか!?

「俺としては糖分過多被害者の会を結成したいんだけど……」

　坂口は真面目な顔で言うが被害者の会ってなんだよ。俺と楓さんがイチャイチャしているのを見たり聞いたりしてあまりの甘さに胸焼けすることを訴えるってか？

「二人ともいいね。僕はそうだな……メオトップルとか？　胸焼けするならムカップルとか？」

　あだ名を考えるって楽しいね！　と笑う伸二。それから三人はやいのやいのとバカップルに代わる俺と楓さんの異名作りに花を咲かせた。解げせぬ。

　だが今の俺に彼らに構っている余裕は正直ない。寝室に一人戻って告白のシミュレーションを行う。

「そっと手を握って、驚いたところに肩に手を置いて、目を見て、あなたのことが好きですって言う。大丈夫、難しいことはない。大丈夫……楓さんならきっと……」

　呪文のように何度も唱えて、俺は決戦に備える。告白ってこんなに緊張するんだな。




　　　　＊＊＊＊＊




　時間はあっという間に過ぎていく。閉じこもっていても煮詰まるだけ。それなら外の空気を吸って昂たかぶる気持ちを落ち着かせよう。そう思って俺は三人に断って先にコテージを出ることにしたのだが、その時の伸二の全てを悟っているような顔がムカついた。

　空を見上げれば闇夜に広がるは無数の星。都会では決して見ることのできない幻想風景。この下で俺は楓さんに───

「あっ、勇也君……」

　呆ほうけながらマナーハウスへ歩いていると声を掛けられる。俺のことを名前で呼ぶ女子は一人しかいない。

「楓さん。あれ、大槻さんや他のみんなは？」

「秋穂ちゃん達はギリギリまでテレビ観みるって。私は星を観たくて先に出たんだけど、勇也君こそどうしたんですか？　日ひ暮ぐれ君たちは一緒じゃないんですか？」

「……伸二達ならくだらない話をしているよ。みんなして俺のことを虐いじめるから嫌になって外に出てきた」

　愛あい想そ笑わらいを浮かべて誤魔化した。まさかあなたへの告白の練習をしていて頭が沸騰しそうになったから冷ましに来ました、なんて言えるはずがない。それに虐められているのは本当のことだ。

「むむっ。勇也君を虐めるなんて酷ひどいですね。どんなことを言われたんですか？　私、気になります！」

「……メオトップル」

　ぐいっと身体を寄せてくる楓さんに小さな声で答えた。あぁ、いつもの楓さんの香り。落ち着く良いい匂い。

「……はい？　メオ……なんですか、それ？」

「だから、メオトップルだよ。俺と楓さんのことらしい。バカップルを超える言葉を色々考えてんだよ、あいつら」

　まったく。俺はまだ告白してないのにどうしてバカップルとか言われなきゃいけないんだ。そういうことでいじるのは今夜以降にしてくれ。

「日暮君たちにも困ったものですね。でも私も秋穂ちゃんに散々言われました。私達が後ろにいるのに平気でイチャつき始めるなぁって。リフトでのことを言っているみたいでしたが、別に普通でしたよね、私達」

　そうだな。俺と楓さんにしてみればリフトでのやり取りはいつもと変わらないやり取りだ。普段一緒のベッドで寝ている上に、時たま抱き合って寝ているなんて知られたらどうなることやら。

「周りが何と言おうと関係ないですよね。というわけで勇也君、はい」

　すっと楓さんが手を伸ばしてきた。皆まで言われなくてもわかる。俺はその手をとり、指を絡からめて握りしめる。

「フフッ。コートはないので隠せませんが、たまにはいいですね」

「……そうだな」

　いっそのことこの場で告白をしてしまいたかったが、残念ながらタイムアップだ。集合時間が差し迫ってきたのでコテージからぞろぞろと生徒が出て来はじめた。

「星空観察、楽しみですね」

「……そうだな」

　同じ言葉を繰り返しながら、楓さんの手を握る力を少し強める。どうかこの後も、この手を握れますように。そう願いを込めて。

　私はどこにも行きませんよ、勇也君。

　楓さんの優しい声音の呟つぶやきが聞こえた気がした。







　マナーハウスでの簡単な講義を受け終えると、みなそれぞれ好きな場所で星を観ることになっている。俺と楓さん、伸二と大槻さんの四人は見晴らしのいい高台へと移動した。

「安心して、勇也。頃合いを見て僕と秋穂はいなくなって君達メオトップル二人にするからね」

「結局お前が言い出したメオトップルに決まったのか……」

　空を見上げながらキャッキャッと騒ぐ楓さんと大槻さんの後ろを歩きながら、伸二が先ほどのお馬鹿な会議で正式に決まった名称を口にした。夫婦めおとのような仲睦まじいカップルというのが語源らしい。心底どうでもいい。

「ラブラブな新婚みたいだもん、勇也と一葉さん」

　嬉き々きとして話す伸二の頭に手刀を落とす。何が夫婦だ馬鹿野郎。俺の一世一代の大勝負に水を差しに来るな。さっさと消えろ。

「はいはい。わかりました。邪魔者はすぐいなくなりますよ───頑張れよ、勇也」

　ポンと背中を叩たたかれる。少し離れてしているこの会話は、今にも心臓が張り裂けそうなくらい不安で緊張している俺を和ませようとする伸二なりの優しさだろう。

「一葉さんもなんだかそわそわしているからね。秋穂なりに落ち着かせようとしているんだと思う。ほんと、世話が焼けるよ。それもこれも勇也がいけないんだからね？」

「……うるせぇよ。そんなことは言われなくてもわかってるよ」

　楓さんが時折チラチラと振り返り、俺に視線を向けてくる。その瞳が訴えていることはただ一つ。隣に来てほしいんだろう？　わかってるよ、楓さん。今行くから。

「二人のところに行くぞ、伸二。そろそろお前も大槻さんとイチャイチャしたいだろう？」

「うん。こんな綺き麗れいな星空を僕も彼女とイチャイチャしながら観たいからね」

　早足で二人のもとへ向かい、俺は楓さんの隣に、伸二は大槻さんの隣に並んで立つ。伸二が大槻さんの手を握り、

「それじゃ、ここから先はお互い別々ということで。行こうか、秋穂」

「うん！　私もシン君と二人きりで観たいと思っていたからそうしよう！　楓ちゃんもヨッシーと二人きりで観たいよね？　観たいよね!?」

「は、はい！　勇也君と二人きりで観たいです。いいですよね、勇也君？」

「もちろんだよ。誰にも邪魔されず、楓さんと二人で観たいと思っていたから」

　伸二がそうしたように、俺は楓さんの手をそっと握って指を絡める。驚いたような顔をする彼女の瞳を見つめながら俺は言葉を続けた。

「それじゃぁ二人とも、またあとで。行こうか、楓さん」

「は、はい……」

　借りてきた猫のように急に大人しくなった楓さんの手を優しく引いて歩き出す。さて、どこに行こうか。出来るなら静かな場所がいいんだけど。

「勇也君、こっちです。この先にある高台は星を観るには穴場だと教えてもらいました。行ってみませんか？」

「そんな場所があるのか。ちなみに誰に教えてもらったの？　講師の先生？」

「はい。星空観察に一番いい場所はどこですかって聞いたら教えてくれました。早く行きましょう！」

　気付けばいつもと同じように楓さんに引っ張られる。でもこの暗い中を急に走り出したら危ないよ。雪もあるんだから滑ったら大変だ。

「大丈夫ですよ！　ほら勇也君も急いで───きゃっ!?」

「楓さん───！」

　調子に乗った楓さんが凍った地面に足をとられて前のめりに倒れそうになるのを思い切り引き寄せる。そうなると必然的に胸の中で抱きとめる形となるのだが、恥ずかしさを感じる前に安あん堵どを覚えた。

「ほら見ろ、言った通りじゃないか。何が大丈夫です、だ。全然大丈夫じゃないじゃないか」

「あ、ありがとう……ございます」

　大人しく俺の胸に顔をピタッとつける楓さん。反省しているようでしていなそうな何とも言えない蕩とろけた表情。気付けば俺の腰に両手を回して密着している。幸せなんだけどこれじゃ歩けない。

「は、早くいかないと星を観る時間が無くなるよ？」

「うぅ……もう少し、もう少しだけこうしていたいです……ダメですか？」

「……ダメです」

　今は、と心の中で付け足しながら楓さんの身体からだをそっと離す。あぁっ、と切なげな声が上がるが聞こえないふりをして歩き出す。

「ほら行くよ、楓さん。話したいこともあるんだ。その後でよければその……」

　抱きしめたい。抱きしめさせてほしい。けどそれを言葉に出すことはできなかった。だって恥ずかしいだろう？　それに、そんなことを言ってしまったら何を話すか答えを言っているようなものだ。

「その話が終わったら……この続きをしてくださいね？」

　楓さん、それはあなたの答え次第ですよ。

「フフッ。楽しみにしていますよ。勇也君の大事なお話。早く聞かせてほしいのでやっぱり急ぎましょう」

　あれ、もしかして告白することバレてる？
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「あれがベテルギウス、シリウス、プロキオンの冬の大三角ですね！」

　楓かえでさんが喜色満面で南の夜空を指差しながら、リズムよく一等星の名を紡つむぐ。もしこれが夏の夜空の大三角ならそのまま歌になりそうだ。

「こんな綺麗な星空、都会じゃ観られませんね！」

「そうだね……すごく……綺麗だね」

　綺麗なのは星じゃなくて楓さんだよ。なんてキザな台詞せりふは吞のみ込む。楓さんが講師の人に教えてもらったという高台は確かに絶好の観測場所だった。少し登っただけで空との距離が近くなったような気がする。

「勇ゆう也や君とこんな素敵な星空を観ることができて私は嬉うれしいです」

　握っていた手を離し、その代わりに腕を絡ませてくる楓さん。上目遣いで俺のことを見つめながら答えを待っているその姿は反則的に可か愛わいい。いつもの俺ならここで照れて視線を逸そらしてぶっきらぼうに言っていたが今日は違う。

「俺も同じ気持ちだよ。楓さんと一緒にいられてすごく嬉しいし……幸せだよ」

「わ、私と一緒にいられて幸せですか？　本当に……そう思ってくれているんですか？」

　楓さんはわずかに声を震わせながら尋ねてきた。その瞳に憂いを帯びているのが見て取れる。どうして不安になるのだろうか。

「ねぇ、楓さん。今までずっと言えなかったことがあるんだけど、聞いてくれるかな？」

「……もちろんです。最後まで聞きますから、勇也君の気持ちを教えてください。覚悟は出来ていますから」

　覚悟って大おお袈げ裟さだな。それをしているのは俺の方だよ。あなたに拒絶されたらと考えるだけでどうにかなりそうだ。組んだ腕を離して向かい合う。

　俺は一つ深呼吸をしてから───

「とんでもないきっかけで一緒に暮らすようになってもうすぐ一か月。今まで知らなかった楓さんをどんどん知っていくにつれて、俺はどうしようもないくらいあなたのことが好きになった」

　悪いた戯ずら好きで、おちゃめな一面もあって、そのくせ反撃されるとすぐに顔を赤くする。日本一可愛い女子高生と言われるために毎日努力していることを俺だけが知っている。

「楓さんのことを好きになればなるほど……俺は怖くなった。俺を置いてどこかにいなくなるんじゃないかって。そんな人じゃないってわかっているのに不安になった。だって俺は両親に捨てられたから……」

　心に巣食う両親に捨てられたという事実。一緒にいるのが当たり前だったのに、それが突然消えてなくなった。

「もうあんな思いはしたくない。一人にはなりたくない。そう考えたら気持ちを伝えられなかった」

　俺は怖かったんだ。両親と同じように楓さんもいなくなるんじゃないかって。そう考えると不安で堪らなかった。

「でも、もう限界。あなたへの思いを我慢しておくことが出来ないくらい俺は楓さんのことが好きになってる」

「……勇也君……」

「楓さんだけだった。俺の努力を認めてくれたのは。それだけじゃなくて褒めてくれたし、頑張れって応援もしてくれた。その気持ちがとても嬉しかった。最初はただの憧れだったけど、あなたのことを知れば知るほど好きになった……」

　俺はここで一度言葉を切り、もう一度深呼吸をする。楓さんは泣いていた。

「楓さん。あなたのことが好きです。世界中の誰よりも。吉よし住ずみ勇也は一ひとつ葉ば楓を愛しています」

「───勇也君！」

　我慢していたのか、俺が言い終えた瞬間に楓さんが抱き着いてきた。受け止めて、ぎゅっと優しく抱きしめる。

「嬉しい……やっと。やっと勇也君の気持ちを聞けました」

「待たせてごめんね」

「いいんです。待った甲か斐いがありました。ねぇ、わかりますか？　私の心臓、すごいことになっているのが？　でも……フフッ。勇也君の心臓も大変なことになっていますね」

　当然だ。今まで楓さんに抱いていた気持ちを告白したんだ。壊れそうになるくらい脈打つのは仕方ないだろう。でも俺に負けないくらい、楓さんの心臓もドキドキしているのがわかる。音が聞こえてきそうだ。

「私も……一葉楓は吉住勇也のことを愛しています。誰よりもあなたが好きです、勇也君」

　涙を流しながら、けれど笑顔で楓さんが応えてくれた。その涙を拭い、そっと頰に触れると猫のようにスリスリとしてくる。あぁ、なんて可愛い人なんだろう。
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「勇也君……抱きしめてくれて、撫なでてくれるのはすごく嬉うれしいんですけど……それだけですか？」

「……楓さん？」

「もう……鈍感さんですね。こういうことですよ───」

　腰に回していた腕を首まで上げて、少し背伸びしながら唇を重ねてきた。

　楓さんとの初めてのキスは涙の味がした。

　突然のことに俺は動揺したが、すぐにそれ以上の幸福に心が満たされて何も考えられなくなる。ただ今はこの幸せを享受したい。

「勇也君……大好きです」

「大好きだよ、楓さん」

　寒さを感じないくらい強く強く抱きしめてお互いの温ぬくもりを与え合う。一度思いを伝えたら不思議なことに、好きと楓さんに言うことに抵抗はなくなった。むしろ何度も何度も言いたいくらい。

「ありがとうございます、勇也君。私は今、すごく幸せです」

　この幸福がずっと続いていきますように。

　澄んだ空気の夜空に浮かぶ満天の星々に見守られながら、俺と楓さんは二度目のキスをした。

　この日のことを俺達は生涯忘れない。そう思えるくらい幸せなひと時となった。
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　時間ギリギリまで俺と楓かえでさんは星空を眺めた。もちろんその間ずっと手を握ったまま。楓さんは不満そうに口を尖とがらせたが、さすがに抱きしめ合っているのは万が一のことがあったら恥ずかしい。

「ぶぅ……この埋め合わせは必ずしてもらいますからね？」

「……わかったよ。家に帰ったら埋め合わせするよ」

　むしろ俺の方が心行くまで抱きしめさせてくださいと懇願したいくらいだ。楓さんの体温や香りを感じるだけで幸せな気持ちになれる。そのまま眠りにつきたい。

「あぁ……今夜は勇ゆう也や君と一緒に寝たいです。日ひ暮ぐれ君と寝室が同じなんですよね？　私は秋あき穂ほちゃんと一緒なので秘ひそかに入れ替わりできませんかね？　そうすればみんなハッピーになりませんか？」

　確かに。こっそり入れ替わってしまえば気付かれることはない。見回りが来ても伸しん二じは疲れてもう寝ていると言えば何とでもなる。だけど───

「そうしたいのは山々だけどダメだな。仮に伸二や大おお槻つきさんが賛成しても俺は断固反対だ。認められない」

「どうしてですか？　勇也君は私と一緒に一晩過ごしたくないんですか？」

「そうじゃない。俺だってできることなら楓さんといつものように同じベッドで寝たいと思ってる。特に今日は猶なお更さらね。でも……その、嫌なんだよ。俺以外の男に楓さんの……その、パジャマ姿を見られるのは……」

　茂も木ぎや坂さか口ぐちに黙って入れ替わることは可能だろう。だがもし何も知らないあいつらが突然部屋に入って来たらどうする？　楓さんの可か愛わいいモコモコパジャマ姿を二人に見られることになる。ダメだ。これは許容できるものではない。

「楓さんのパジャマ姿を見ていい男は俺だけだ。たとえ親友の伸二であってもダメだ。ましてや茂木や坂口となれば論外だ。その可能性がある以上、この話は受け入れられない。ごめんね、楓さん」

「……勇也君って、もしかして独占欲強いですか？」

「そうかな？　好きな人の可愛い姿を知っているのは自分だけがいいって思うのは普通のことじゃないか？」

　これを独占欲というのならそうかもしれない。でも男はみんなそうじゃないのか？　きっと伸二しか知らない大槻さんの一面があって、それを俺に見せることも話すこともしないだろう。それと同じだ。

「もう……勇也君はやっぱり天然さんです。私のことを簡単にドキドキさせるのは卑ひ怯きょうですよ。でも……そうですね。私のパジャマ姿は勇也君以外の男の人には見せたくないです。だってそれだけ無防備ってことですもんね！」

　そう言って楓さんは俺の腕に抱き着いた。夜空の星に負けないくらいの輝く笑み。俺は思わず彼女の頭をナデナデした。艶のある黒髪は流砂のようにサラサラで指に引っかからない。撫でていて気持ちがいい。

「勇也君!?　ど、どうしたんですか!?　いきなり頭を撫でるだなんて!?」

「嫌だった？　楓さんが嫌なら止やめるけど……」

「ダメです！　止めないでください！　むしろもっと撫でてほしいです！　勇也君にナデナデされると、とても温かくて気持ちいいですから」

　エヘッ、と蕩とろけた顔で言う楓さん。あぁもう、可愛いな。こんなことならわしゃわしゃとしたくなるじゃないか！

「ねぇ、勇也君。ナデナデだけ、ですか？　戻る前にもう一度……キス、したいです」

「……うん。俺も、楓さんとキスしたい」

　ゆっくりと顔が近づく。目を閉じながらぷっくりとして柔らかい楓さんの唇に自分のそれを重ねようとした時───

「あっ！　こんなところにいたぁ！　あっ……」

「秋穂！　走ったら危ないよ！　あっ……」

　親友のバカップルが突如現れて、俺と楓さんは慌てて飛び退のくように離れた。あっ、じゃねぇよ！　いい所だったのに邪魔するなよな！

「そろそろ時間だから迎えに行かないといけないかと思って来てみれば、このありさまとは……楓ちゃん、まさかあなたがここまで大胆な子だったとは……」

「秋穂ちゃんのバカ！　すごく良いいところだったんですよ!?　勇也君と幸せなチューをする最高の瞬間をどうして邪魔したんですか!?」

　盛大なため息をつきながらやれやれと頭かぶりを振る大槻さんの下に楓さんが一瞬で詰め寄って肩を摑つかんで揺らしながら抗議の声を上げる。いいぞ、楓さんその調子だ！

「その様子なら思いはちゃんと伝えられたみたいだね、勇也」

「まぁ、おかげさまでな。だけど少しはタイミングを考えろよ。一番いい所で邪魔しに来るなよな？」

「ハハハ。それはごめんとしか言いようがないかな」

　まぁ三度目だから許してやらないこともないけどな。もしファーストだったら絶対に許さないところだった。親友とは言っても一生根に持つ思い出だ。

「わぁお。勇也、君もやるときはやるんだね。見直したよ」

「楓ちゃん。気持ちはわかるよ。うんうん、そうだよね。一度キスをしたら幸せで何度もキスをしたくなるよね。しかもこの満天の星の下で告白されたら尚なおのこと舞い上がっちゃうよね」

　伸二が驚きに目を見開き、肩を摑まれてガクガクと揺らされていた大槻さんは物知り顔で心情を解説した。そして楓さんはと言えば、大槻さんからターゲットを俺に変更して顔を真っ赤にしてぽかぽかと叩たたいてきた。

「もう！　どうして勇也君は事もなげに言ってしまうんですか!?　は、恥ずかしくないんですか!?」

「ご、ごめん。見られそうになったのはもちろん恥ずかしいけど、それ以上に楓さんとキスが出来なかったことの方が残念だったから……」

「うぅ……天然さんには勝てません……」

　こてっと力なく胸に顔を付ける楓さん。ヨシヨシと撫なでる。

「ねぇ、シン君。ヨッシーてば自然と楓ちゃんの頭を撫でているけどこれは夢かな？」

「残念だけど秋穂、これは現実だよ。そしてこれが素直になった勇也の姿だよ。まさかここまでとはね……」

　伸二の奴やつ、好き放題言ってくれるじゃないか。俺が楓さんの頭を撫でるのがそんなに珍しいか？　いいじゃないか、撫でるくらい。しかもナデナデすると楓さんはすごく蕩けた顔になって可愛いんだぞ。

「ゆ、勇也君。さすがに恥ずかしいです……」

「んぅ……もう少しだけ撫でさせてよ、楓さん。ダメ？」

「うぅ……だ、ダメじゃ……ないです」

　やったぜ。楓さんの許可も得たことだし思う存分ナデナデできる。なんだよ伸二、その顔は。邪魔するつもりか？

「二人の世界を邪魔するつもりはないんだよ？　でもそろそろ戻らないと時間がまずいかなって思うんだよね」

「シン君。こんなメオトップルは放っておいて先に帰ろうよ。これ、延々と続くよ」

「それもそうだね。それじゃ勇也、一ひとつ葉ばさん。僕らは先に帰るからね。くれぐれも時間に遅れないようにね！」

　そう言い残して二人はコテージへと引き返していく。

「……お、俺達も戻るか」

「そ、そうですね。戻りましょうか。この続きは明日帰ってからということで」

　しっかりと楓さんの手を握りしめて歩き出す。今夜はこれまでの人生の中で最高の夜となった。だが肝心の彼女は眉間にしわを寄せて何やら考え込んでいるご様子。どうしたの？

「……ねぇ、勇也君。やっぱり夜よ這ばいしてもいいですか？」

「ダメに決まっているでしょう、楓さん」
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　みなさま、初めまして。雨あま音ね恵めぐみです。

　この度は本作『両りょう親しんの借しゃっ金きんを肩かた代がわりしてもらう条じょう件けんは日に本ほん一いち可か愛わいい女じょ子し高こう生せいと一いっ緒しょに暮くらすことでした。』を手に取っていただき誠にありがとうございます。

　カクヨムに投稿していた本作ですが、打診の連絡を頂いた時は何が何だかわからず身体からだが震えました。夢が叶かなった瞬間に心が震えました。

　前置きはこの辺にして作品について少しお話を。

　主人公の勇ゆう也や君は、両親が多額の借金を残して逃亡したことで、突然一人になることの恐怖を深い傷として心の中に抱えており、楓かえでさんはそんな勇也君に寄り添って支えようとします。

　楓さんとの同どう棲せい生活はドキドキで溢あふれています。彼女の純真無む垢くな笑顔や、誰も知らない彼女の努力している姿など、楓さんのことを知れば知るほど、勇也君はどんどん楓さんのことが好きになっていきますが、怖くて最後の一歩を踏み出せない。そんな勇也君が自分との対決を経て、どんな場所で、どんな言葉で楓さんに思いを伝えるのか、ぜひ本編で確かめてみてください！




　続いては素敵かつ魅力的なイラストについてです！　担当してくださったｋａｋａｏ先生の描く楓さん達があまりに可か愛わいくて、ラフ絵を頂いた時は担当さんと一緒になって大騒ぎをしました。

　楓さんは『日本一可愛い女子高生』に相応ふさわしいですし、勇也君は想像以上にイケメンです（笑）。もちろんこの二人以外のキャラクターもみんな魅力的です！　ぜひ購入して楓さん達をお持ち帰りしてください。




　ここからは謝辞を。

　担当Ｓさん。右も左もわからない私に丁寧かつ的確な助言と提案、本当に感謝しています。加筆修正にあたり、「サービスシーンを増やしてください」と言われたことが頭から離れません（笑）。あなたと出会えて本当に良かったです。

　イラストレーターのｋａｋａｏ先生。この作品に最後のピースをはめてくれたのはｋａｋａｏ先生です。勇也君や楓さんに命が吹き込まれた瞬間を目まの当たりにした感動は一生忘れません。

　カクヨムに投稿していた頃から応援してくださった読者の皆様。数多くの応援コメントが日々の励みになりました。その結果、こうして本作品を書籍として世に出すことが出来たので感謝しきれません。本当にありがとうございます。

　そして本書の出版に関わって頂いた多くの皆様にも感謝を。更にこの本を買ってくださった読者の皆様、ありがとうございます！




　最後にお願いがあります。

　本編を読み終わった感想をＳＮＳにアップしたり、レビューを投稿してみたり、出版社宛に手紙を送ってみたり、ぜひ応援を形にしてほしいです。そうなるとどうなるか？　主に作品と作者の力となり、二巻をお届けすることが出来るかもしれません。

　そうすれば二巻では楓さんのスク水姿が見られるかもしれません！　ｋａｋａｏ先生が描く楓さんのスク水姿を見たくありませんか!?　私は見たいです（コラ）。ですからどうか皆様の力を私に貸してください（土下座）！

　書くことがないと思っていたら、そろそろ文字数が迫ってきているので、この辺で失礼することにします。

　それでは、二巻でまた皆様とお会いできますように。
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